

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ




「旅に出たい」

　俺、高たか橋はし翔かけるがそう思ったのは、高校二年の秋のことであった。

「旅に、出たい……」

　ここではない、どこか。親にも、学校にも干渉されない遠い場所に行きたいと思った。

　理由は、息苦しさ。テストの点が悪くて親に怒られた、クラスメイトが裏で自分の陰口を叩たたいている事を知った、担任と進路の事で揉もめた、みたいな。そういった小さなストレスが積もりに積もって、喉元を摑つかまれているような圧迫感が付き纏まとっているのだ。

「旅に出たい!!」

　知らない地を行く当てもなくブラブラしたい、のどかな田舎風景に癒いやされたい。

　ご当地の絶品グルメに舌した鼓つづみを打ったり、現地で一いち期ご一いち会えの出会いを果たしたい！

　そうしたらこの閉塞感から解放される気がするのだ。

　いや、きっと解放されるに違いない！

「旅に出てやる！」

　親との喧けん嘩かが最後の引き金となった。

　10月20日、水曜日の夜。俺はリュックサックを背負って家を飛び出した。










第一章　田た端ばた駅




　東京都、北区。ＪＲ田端駅にたどり着くと、時刻は夜８時を回っていた。

　山手やまのて線内の中でも１、２を争うマイナー駅として名を馳はせているだけあって、駅前は閑散としている。俺はまず、改札前のＡＴＭからありったけの貯金を下ろした。

　親が管理しているお年玉貯金とは別に、内緒で開設したネットバンク口座だ。

　ヨーチューブへの動画投稿で稼いだ軍資金はずっしりと重い。

　謎の無敵感を嚙かみ締めつつ、諭吉を３枚財布に入れてあとはリュックに仕舞った。

　改札からホームへ向かう足取りは軽く、胸の中は期待と高揚感に満ち溢あふれていた。

　さて、まずはどこへ行こうか。とりあえず上野か、東京あたりのターミナル駅に出よう。

　そこから終電まで、できるだけ東京から離れて……。

「……ん？」

　ホームに降り立った足が止まる。視線の先に、見覚えのある少女が立っていた。

　塾帰りだろうか。もう夜だというのに、彼女は制服に身を包んでいた。

　青いリボンが特徴的なブレザー。俺が通う開かい豊ほう高校のものだ。

「七なな瀬せ……？」

　その苗みょう字じを呟つぶやく。七瀬涼り帆ほ。俺のクラスメイトであり、美少女だ。

　美少女より先に提示すべき情報がありそうだが、彼女を一目見ればこの紹介は的確だと納得するだろう。彫刻のように整った顔立ちは、強い意志を灯ともした鋭い双そう眸ぼうと不機嫌そうに曲がった桜色の唇が特徴的だ。身長は女子にしては高めで１６０ちょいくらい。主張し過ぎない胸の膨らみは、スレンダーな体型に合った美しい曲線を描いていた。

　腰まで伸ばした長い黒髪は、ホームを申し訳程度に照らす明かりにすらキラキラと反射している。まるで、周囲のオブジェ全てが、七瀬涼帆という美少女を引き立てるために存在しているように見えた。思わず見み惚とれていると、間もなく電車が到着する旨むねのアナウンスが鼓膜を叩いた。思考が現実に戻って、違和感を覚える。

「（……なんか、危なっかしいな）」

　黄色い点字ブロックの内側までお下がりくださいとアナウンスが注意喚起しているにも拘かかわらず、七瀬の両足は線の外側にあった。それに、七瀬の横顔が妙に物寂しい。生気が無い、というか。とんっ、と押したらふらりと倒れてしまいそうな危なっかしさを感じた。

　身投げ、というワードが頭に浮かぶ。都心住みにとってさほど珍しくないその言葉も、見知った人物に当てはまるかと考えれば途端に現実感が無くなる。
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　……って、何考えてるんだ。頭を振った。縁起でもない。

　京けい浜ひん東北線、東京方面の電車が接近する。水色の車体がホームに滑り込むその刹那。

　ふらりと、七瀬の身体からだが前に倒れ──。

「危ない！」

　叫ぶのと駆けるのとは同時だった。七瀬の身体に、俺は抱き着くように飛びついた。

「きゃっ……」

　短い悲鳴、耳を劈つんざく車輪音。視界がぐらりと揺れて重力が反転した。

　一瞬、真っ白になった頭は右半身に走った鈍痛によって引き戻される。

「ぐえっ」

　口から蛙かえるが潰されたような声が出た。電車が停車し、ぷしゅーとドアが開く。

　降車客からの視線が突き刺さって痛い。

「君たち！」

　駅員さんがこちらに駆けて来るのが見えた。さーっと血の気が引いていく。

　今の状況、少年が少女に抱き着き押し倒すという、なかなかアカン光景だ。

　事情聴取、親への連絡という流れが頭に浮かぶ。

　まずい、旅が一歩目も踏み出してないのに終わってしまう！

「……いい加減、離してくれない？」

　咎とがめるような声。射い貫ぬくような視線を眼前から注がれて、引いた血が凍りついた。

「あっ、ごめん!!」

　慌てて身体を離すと、七瀬はすくりと立ち上がってブレザーをはたく。

　ちょっと転んだくらいの対応に、俺だけテンパっているのが気恥ずかしくなった。

「だ、大丈夫か、君たち？」

　尋ねてくる駅員さんに、七瀬は動揺を一切浮かべずに言う。

「ごめんなさい、ちょっとぼーっとしていたのを知り合いが支えようとしてくれて……それで、倒れてしまいました」

「う、うん？　そうなのかい？」

　駅員さんの視線が俺に向く。『あわせろ』と、七瀬の口が動いた。

「は、はい！　彼女はクラスメイトで、ふらーっとしていたので、それで……」

「もう私は平気なので。ご迷惑をおかけして、申し訳ございません」

　しどろもどろな俺をフォローして、七瀬が行儀良くお辞儀をした。

「そ、そうか……もう夜も遅いし、気をつけて帰るんだよ」

　車両の安全確認に戻る駅員さん。難が去って、俺はほっと胸を撫なで下ろした。

「で、なんのつもり？」

　去ってなかった。警戒心ＭＡＸな表情の七瀬が、問い詰めるように聞いてきた。

「あ、いや、えっと……」

　ぷしゅーとドアが閉まって電車が走り去っても、返答できずにいた。

　シンプルにコミュ障が発動していた。

　第一、今話している相手は学年で一番人気を誇る美少女。

　本来であれば、クラスでカースト最下層の俺が言葉を交わせる相手ではない。

　そんな彼女に抱き着いてしまったという羞恥のため、言語化機能に支障が出ていた。

「まさか、欲望のまま私を押し倒したの？」

　七瀬がスマホを取り出し電話をかけようとする。『１１０』って見えた。あかん！

「待て待て！　誤解だ！　俺はただ、七瀬が電車に飛び込むんじゃないかと思って……」

「飛び、込む……？」

　七瀬の動きが止まる。

「貴方あなたには……そう、見えたの？」

「あ、ああ……」

　あれ、この反応……もしや、勘違い？　最悪の可能性が浮上した。冷静に考えてみろ。

　七瀬涼帆という少女は、容姿、能力、社会的地位すべてに恵まれたパーフェクト人間だ。

　そんな人生ＳＳＲ状態の彼女が、命を放り出すか？　普通に考えてＮＯ。

「（やべ……これ、やらかした？）」

　思い込みと勢いで行動してしまうのは俺の悪い癖だ。今まで何回も失敗してきた。

　これはもう、ホームに頭がめり込むくらいの土下座をするしか……！

「面倒くさくなったの」

「…………えっ？」

　観念したように、七瀬が言う。

「生きることが、面倒くさくなったの。だからもう……いいかなって」

　やっぱり死ぬつもりだったんかい！

「ダメだろ死んじゃ！」

　反射的に言葉が飛び出した。

「何があったのかは知らないけど、死ぬのは絶対、何がなんでもダメだ！」

　七瀬の肩を摑つかんで、俺は力強く言葉をぶつけた。

「え、え、ええっ？」

　七瀬の顔に困惑が浮かぶ。初めて見る表情。

「でも、貴方には私の気持ちはわからないじゃない」

　腕を振り解ほどかれ、強い眼光がこちらを向いた。

「生きることが辛つらくて、しんどくて、死んだ方がマシって人に、それでも生きることを第　三者が強要するのは違うんじゃない？」

「そ、それは確かにそうかもしれないけれど……」

「本来、人は生きることも死ぬことも強制されないはずよ。私の『死にたい』という意思を、何も知らない貴方に否定される筋合いはないわ」

　先程の動揺はどこへやら。静かに、淡々と、抑揚のない声で言葉を並べる七瀬。

　彼女がこうやって理詰めする様を、俺は何度も学校で目撃している。

　感情を排除した七瀬の合理的な理屈に敗北した者は数えきれないだろう。

　だがこのまま「じゃあ来世で頑張って！」とアデューするわけにはいかない。

　ここで七瀬を放って、彼女が挽ひき肉になったら来世まで後悔する。その確信があった。

　とはいえ、どうする？　……そうだ、俺には秘策がある。

　ここ１年続けているヨーチューブへの動画投稿。その中で、俺は何度もコメント欄の炎上を目にしてきた。そこで触れたレスバトルという文化。屁へ理り屈くつや論点ずらし、もはや関係のないマウント合戦の末に論破の称号を獲得した猛も者さたちから、俺は多くの事を学んだ。

　相手を説得する際に重要なのは理屈が正しいか正しくないかじゃない。それっぽい事を言って相手を揺さぶれるかどうかだ！（勢いでゴリ押し）

　頭をフル回転させる。何かそれっぽい、良い屁理屈はないか……あった！

「旅に出よう！」

「…………は？」

　七瀬が思いっきり眉を顰ひそめるも、俺は勢いのまま続ける。

「何があったのかはわからんけど、きっと疲れてるんだ！　だから、どっか遠くに行って、美味おいしいもの食べて、綺き麗れいな景色でも見てリフレッシュしよう！　そしたら、死にたいって気持ちよりも楽しいって気持ちになってハッピー！」

　大仰に両手を広げ弁舌を振るう姿は、怪しげな宗教の教祖の如ごとし。

「……貴方、今自分が滅め茶ちゃ苦く茶ちゃなこと言ってる自覚はある？」

「俺は至って大真面目だ」

　噓うそです。本当は滅茶苦茶なこと言ってる自覚あります。

　でもここで引くわけにはいかない。人の命が懸かってるんだ。呼吸が荒い。顔が熱い。

　心臓は破裂寸前だが、俺は努めて真面目な表情を作って七瀬のリアクションを待った。

「ぷっ」

　笑われた。なんでや。

「貴方、なかなか面白いこと言うのね」

「あ、はい、どうも……」

「でも、旅か、旅ね……その発想は無かったわ」

　俺も無かったわ。恐らく、絶賛旅出なうだったから、そことリンクしたのだろう。腕を組み、顎に指を当て頷うなずく七瀬に言う。

「だ、だろ？　一回、騙だまされたと思って旅に出てみようぜ！　そしたら、死のうって気持ちも無くなるかもしれないし……」

「わかったわ」

「え？」

「死ぬのは一旦、止やめにする」

　うおおおおやった！　押し切れた！

「貴方が言うように旅をしてみて、心境に変化があるかはわからないけれど……死ぬ前の気晴らしには良さそうだし」

「あ……死にたいって気持ちはまだあるんだ……」

「当たり前じゃない。この程度で消えるほどの覚悟で……死のうとしてない」

　そう言う七瀬の瞳は、闇よりも深い感情が渦巻いているように見えた。

　思わず、息を吞のんだ。一体何が七瀬をこんな風にしてしまったのか。

　今の俺に、尋ねる勇気は無かった。

「それで、いつ行くの？」

「へ？」

「へ、じゃないわよ。行くんでしょ、旅。まさか、提案しておいて一人で行けって言うんじゃないでしょうね？」

　ごもっともです。そして冷静に考えると、ここで別れたらまたふらーっと電車に飛び込もうとするかもしれない。一緒に旅をして、七瀬の死にたい欲をどうにかして失わせる。

　それがベストだと思った……とは言うものの。

「い、今から、行こうかなと」

「は、はあっ？」

　俺が背負うパンパンのリュックサックを見て、七瀬が目を見開く。

「今から旅行するつもりだったの？　一人で？」

「そう、一人で！」

「何威張ってるのよ。というより、どうして？　明日も学校よ？」

「いやー実はさっき……親と喧けん嘩かして、そのまま飛び出して来たというか」

「家出？」

「自立への第一歩と言ってくれ」

「自立の意味を検索するといいわ」

「細かい事はいいんだよ」

　数秒の間の後、七瀬が口を開く。

「わかったわ。じゃあ、今から行きましょう」

「……マジで？」

「大マジよ。どうせ死ぬ予定だったんだもの、それに……」

「それに？」

　少し間があった。ぎゅっと、七瀬が拳を握りしめる。

「家には二度と、帰りたくないから」

　そう呟く七瀬の表情は、ホームにやってくる電車のライトに照らされて見えなかった。










第二章　熱海あたみ・富ふ士じ山さん




「ひとまず、旅の準備ね」

　七なな瀬せの提案により、俺たちは京けい浜ひん東北線に乗って東京駅にやってきた。

　東京駅の八や重え洲す地下街は、いわば巨大ショッピングモールである。

　日本有数のターミナル駅だけあって、まだ多くの店が営業していた。

　七瀬はまず、旅行用のキャリーケースを購入した。それから下着やら服やら化粧品やら、なんだかよくわからないけど色々購入していた。資金源どうなってんの？

　疑問に思ったが、親が裕福なんだろうと自己解決する。あっという間に、七瀬は海外旅行ばりのフル装備になった。職質回避のため、制服は私服に着替えられている。

　ハイネックのニットに、チェック柄のシャツ。

　下はスキニーデニムと、黒いショートブーツを履いている。

　動きやすさを重視しつつも、スタイルを活いかしたスタイリッシュなファッションだ。

　そこらのアイドル顔負けの美少女である七瀬の私服姿に、俺は自然と目を奪われ……。

「何ジロジロ見てるのよ？」

「ジ、ジロジロは見てないぞ？」

「見ている事は否定しないのね」

「そりゃあ、一緒に歩いてるんだから視界には入るだろ」

「どんな屁理屈よ……まあいいわ。それで、まずはどこに行くのかしら？」

「えーと、どこに行こうか？」

「どうするつもりだったの？」

「なんとなーく、気分で乗りたい電車に乗って、降りたい所で降りようかと」

　七瀬が怪け訝げんそうに眉を顰めた。

「せめて目的地は決めましょう。新宿から池袋に行くとしても、埼さい京きょう線か山手やまのて線かで５分くらい変わるのよ？」

「何も分単位でこだわらなくても」

　細かい事は気にせずとりあえず行動派の俺と違い、七瀬は慎重に計画を練って動き出すタイプらしい。自分とは真逆である。

「七瀬はどこか、行きたい所はないのか？」

「私？　えっと……」

　腕を組み、しばらく考え込んでから、七瀬はさらりと口にする。

「天国とか？」

「現世で頼む」

「……じゃあ、熱海とか？」

「なかなか渋いチョイスきたね」

「し、仕方がないじゃないっ。旅ときたら温泉かなって、急に降って湧いたのよ」

「温泉だけに湧いたのか」

「上手うまいと思ってる？」

「思ってないから流してくれ」

「掛け流しだけに？」

「それは結構上手い」

　七瀬は得意げに鼻を鳴らした。そんな仕草もできるのか。

「よし、じゃあ行くか、熱海」

「えっ……いいの？　そんな簡単に」

　思いがけないご褒ほう美びをもらえた子供みたいに、七瀬が目を丸くする。

「行きたいなら行くんだよ。そういう旅だし、これ」

「雑旅なのね」

「ぶらり旅と言ってくれ」

　という趣旨とは別に、なるべく七瀬の要望に応えたいという思惑もあった。

　その方が楽しんで貰もらえて、感情がプラス向きになりそうだから。

「熱海は東京からだと、上野東京ラインで行けたっけな？」

「新幹線で行きましょう。１時間は節約できるわ」

「めちゃくちゃ急ぐやん」

「時は金なりよ。お金で買える時間は買った方がいい」

「さっきその時間を無にしようとしていた人がなんか言ってる」

「今は生きるモードなの。死ぬモードの価値観はいったん端に寄せてるわ」

　なんだ、モードって。まあ、俺も資金はそこそこにあるし、せっかくだからいいか。

　特急券を買うべく、俺たちはみどりの窓口へ向かった。




　　　　◇◇◇




「うおおおー、はえー」

　東海道新幹線、22時12分発静岡行きこだま号の自由席。

　車窓から超速で流れ行く夜景を眺めて自然と声が弾む。

「遊園地ではしゃぐ子供みたいね」

　通路側に座る七瀬が呆あきれたように言う。

「テンション上がるじゃん新幹線。全てをねじ伏せるスピード感とか、倒せる座席のリッチ感とか」

　数分おきに止まり、座席は縦並びで窮屈な山手線とは雲うん泥でいの差だ。

「当たり前じゃない、そういう乗り物なんだから」

「おおう、ぶっ冷さめてんな」

「何か言ったかしら？」

「いいや何も。それにしても……」

　座席に座り直し、思い返すように言う。

「まさか本当に行くことになるとは」

「何、不満なの？」

「不満というわけじゃないけど……頭が状況に追いついていない」

　学年一の美少女の自殺を止めたら一緒に旅する事になった。

　それ、なんてタイトルのラノベ？

「自分でも、思い切った決断をした自覚はあるわ」

「自覚はあるようで何よりだよ」

「突然抱き着いてくるような変態に同行するという決断をね」

「そっちかよ！　あれは状況的に仕方なかっただろ」

「さっきから妙にそわそわしている気がするけど、それも状況的に仕方がないの？」

「いいいいやいや、そんなことは」

　……あるかもしれない。学年一の美少女と肩を隣り合わせる状況に緊張している、というのはもちろんある。だがそれよりも、さっきまで死のうとしていた人間とどうコミュニケーションを取るのが適切か、気を張っているのだろう。俺の一言一句が七瀬の気を変えてしまうかもしれない。そう思うと、まるで地雷原を歩いているような気分だ。

「別に、そんな気を張らなくても大丈夫よ」

　俺の心を読んだみたいに七瀬が言う。

「……気づいていたのか？」

「貴方あなたがわかりやすいの。気を遣われるのも居心地悪いから、普通に接して。心配しなくても、当分は死なないから」

　その言葉に、胸がだいぶ楽になった。
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「そう言ってくれると助かる」

「感謝しなさい」

　ほんの少しだけ、七瀬が口角を持ち上げる。可か憐れんな笑顔に、不覚にも見み惚とれてしまう。

「今度はジロジロ見てくるのね」

「いやっ、これはその……不可抗力だ」

「不可抗力？　どういう意味かしら？」

　ずいっと、七瀬が顔を近づけてくる。

「そ、それは……」

「それは？」

　悪戯いたずらっぽい、小悪魔のような笑みが眼前に迫った。ふわりと甘い香りが漂ってきて、頭がぐわんと揺れる。どうやら七瀬は、人よりも優位に立った時にご満悦になるらしい。

　これはアカン、色んな意味で。

「そ、そうだ！　普通に接してと言うのなら、七瀬も『貴方』呼びをどうにかしない？」

　無理やり話題を変えると、七瀬はあからさまに顔を顰しかめた。

「あだ名で呼べと？　嫌よ、バカップルじゃあるまいし」

「そこまで距離を詰めろとは言ってない」

「さっき物理的に距離をゼロに詰めてきた人が、今更何を言っているの？」

「くっ……その返しはぐうの音も出ない」

「でも、そうね……苗みょう字じ呼び、盲点だったわ」

「盲点って、大おお袈げ裟さな」

「苗字で呼ぶ相手がいなかったんだもの、基本、誰に対しても貴方って呼んでるし」

　確かに、七瀬が教室で他のクラスメイトと話している姿を見た事がない。

　成績、スポーツ、ともに学年トップのステータスを誇る才女にして、誰とも群れることなく単独で突き進む孤高の美少女。つまり、ハイスペックぼっち。

「なんか失礼なこと考えてない？」

「ソンナコトナイヨ」

　ふと、考える。七瀬の物言いは、彼女が単に他者とのコミュニケーションが不得手だからで、貴方という呼び方も、七瀬特有の距離感から来る呼称なのかもしれない。

「高たか橋はしくん」

「ほあ？」

「窓から放り投げるわよ」

「なんでだよ!?」

「せっかく私が勇気を出して苗字で呼んであげたのに、脳みそを半分しか使ってないような反応をするからよ。消し飛んでしまったの？」

「さらっと怖いこと言うね？」

「あ、元から無いんだったかしら？」

「いや、無かったらそもそも喋しゃべれないだろ……」

「それもそうね」

　一瞬、七瀬が表情に影を落とす。

「……まあ、いいか。苗字呼びでも」

　妙に含みのある間があった気がするが、気のせいだろうか。

　何はともあれ苗字呼びになったところで、間もなく熱海駅に到着する旨むねのアナウンスが響いた。本当に一瞬だったなと、改めて新幹線のスピードに驚嘆する。

　新幹線を降り、改札を抜け、駅を出ると、ひんやりとした空気が頰を撫なでた。

　海が近いからか、東京よりも気温が低いのかもしれない。

　観光地とはいえ夜も遅いため、熱海駅前は閑散としていた。

「おお……」

　視界に映る風景に、思わず声が漏れた。熱海といえば温泉地のイメージが強かったが想像以上に都会だなという印象を抱いた。昭和感の漂うデカい看板を纏まとった古めのビルに混ざって、マクドやファミマなどが入った比較的新しい建物がずらり並んでいる。

　駅から向かって右手には大きな商店街の入り口が二つ、左手には深夜だというのにタクシーが列を作っていた。

　親の目から離れ遠出しているという状況に、自然と胸がそわそわした。

「行き先が冥土から熱海に変わるなんて、思ってもみなかったわね」

　ツッコミに困る七瀬の呟つぶやきはスルーしておいた。

「とりあえず今日は宿に泊まって、明日に備えよう。流石さすがに平日だから、どこかのホテルは空いてるよな」

「さっき駅前のビジネスホテルを予約しておいたから、行きましょう」

「用意周到すぎない？」

「高橋くんの計画性が無さすぎるのよ。取ったのは二部屋だから、期待しないでね？」

「俺をなんだと思ってるんだ」

「性欲」

「人ですらないただの概念じゃねーか！」

「近所迷惑だから喚わめかない。ほら、早く行くわよ」

「誰のせいだ、誰の」

　ゴロゴロとキャリーケースを転がす七瀬の後ろを、俺はため息と共についていった。
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　七瀬が取ってくれたホテルは、少々部屋が手狭なものの清潔感があって快適だった。

　ホテルに泊まるという経験に乏しい俺にはグレードが高いのか低いのかの判断はつかないが、一泊３０００円という値段はそんなに高くはない気がした。荷物を置いて、シャワーを浴び、ベッドに置いてあった浴衣ゆかた的な衣服に袖を通した後、気合いを入れる。

「さて、やるか」

　家出をして環境が変わったとはいえ、ルーティンを崩すわけにはいかない。

　家から持ってきたノートＰＣを起動し、ブラウザを開いた。

　とあるヨーチューバーのチャンネル──『よしよしヨッシー』をクリックする。

『よしよしヨッシー』とは、『リスナーを褒める！』がコンセプトで、生放送中に来た質問全てにポジティブな回答をするヨーチューバーだ。早速、最新動画を開く。

『生きてるだけで偉い！　どーも！　よしよしヨッシーのヨッシーです！　じゃあ今日も質問読み上げていきます！』

　こんな感じで始まって、後は視聴者から来た悩みや相談にひたすら褒めベースで答えてくれるチャンネルだ。何かとストレスの多い昨今、どんな質問をしても元気に肯定してくれる配信スタイルは需要があったようで、登録者数は現在１００万人を超えている。

　そんなヨッシーさんのチャンネルは、俺の今回の旅費の出所でもあった。

　ヨーチューバーでは再生数に応じて広告収益が入る。ヨッシーさんの動画をダウンロードし、編集して、自分のチャンネルに再投稿するという形で収益を稼いでいるのだ。

「……絶対、こっちの方面に進んだ方が成功するだろ」

　ヨッシーさんの動画を編集しながら、呟く。

　数時間前に勃発した親との喧けん嘩かを思い出し、キーボードを叩たたく音が大きくなった。

「……よし、完了、っと」

　今日の分を投稿し、明日の分も予約投稿し終えてからＰＣを閉じる。

　気がつくと、そのまま寝てしまっていた。どうやら、随分と疲労が溜たまっていたようだ。
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　10月21日、木曜日。目が覚めると、親から何件か不在着信が来ていた。一応、無事である事は伝えておこうとＬＩＭＥで『旅をしています、探さないでください』とだけ送る。

　その数分後にまたスマホが震えたが切った。今話してもブチ切れられるのは必須。だったら後で纏めてブチ切れられようと、後のことは未来の自分に任せることにした。

　今日は温泉に行くため顔だけ洗ったあと身支度をし、貴重品以外はリュックに入れて部屋を出た。１階のエントランスに降りて、七瀬と合流する。

「行きましょうか」

「どこに行くか、決まってるのか？」

「昨日のうちにサーチ済みよ」

「用意周到すぎて草」

　七瀬が一瞬怪け訝げんな顔をする。なんだろうと思うも束つかの間、彼女は切り替えてチェックアウトを済ませ始めた。ホテルに荷物を預けて外に出る。七瀬の先導で少し歩くと。

「なんだろあれ」

　熱海駅前広場に見慣れない施設を発見した。昨晩は暗くて見逃していたようだ。

「足湯よ」

「おお、あれが噂うわさの！」

　言葉の通り、足だけ浸つけて楽しむ温泉だ。畳５畳分くらいの広さの溝に、ほかほかと温かそうなお湯が張られている。両脇には木の板が設置されていて、そこに座って足を浸ける仕様のようだ。

「へぇ、家いえ康やすの湯って言うのね。徳とく川がわ家康が訪れて４００周年を記念して作られた足湯、なるほど……効能は神経痛、関節痛、冷え性、疲労回復……」

　勉強熱心な七瀬が、説明板を熟読しながらふむふむと頷うなずいている。

　暗記テストの範囲でもないのに凄すごい知識欲だ。

「よし、入るか！」

「脳みそ回復の効能は無いわよ？」

「いやそのくだりまだ続いてたんかい」

　前まえ屈かがみになって、ショートブーツと、くるぶし丈のアンクルソックスを脱ぐ七瀬。

　その動作がなんとも扇情的で、思わず目が奪われてしまった。

「何よ？」

「や、別に？」

　何食わぬ顔で俺も裸足はだしになり、ちゃぽんと湯に足を浸けた。

「おお……」

　足先を包むじんわりとした温ぬくもりに声が漏れる。少々熱めの湯加減が熱気持ちいい。

　どことなく、心が落ち着く良い匂いがした。

　深さは足首くらいまであった。足先から、上半身に少しずつ熱が上ってくる感覚。

　足しか浸けていないのに、全身がぽかぽかして心地よかった。

「……最高だ」

　来て良かった。学校では授業が行われている時間に、遠く離れた熱海の地で足湯を堪たん能のうしているという背徳感も堪たまらない。

「はぅ……」

　色っぽい声がして右隣を見る。七瀬が緩み切った表情でぽーっとしていた。

　鋭い双そう眸ぼうは瞼まぶたが下り、デフォルトがへの字の口もだらんと緩み切っている。

「堪能しているようで何よりだ」

「は、はあっ？」

　びくっと七瀬の肩が跳ねた。ばしゃっと水みず飛沫しぶきが舞う。

「べ、別に堪能とかしてないから！　足だけの温泉とか、こんなの全然大したことないわ！」

「じゃあ、もう上がる？」

　ふいっと目を逸そらし、頰を赤らめてぼそり。

「……あと10分くらい入っていたら、良さがわかるかもしれないわ」

　何その可か愛わいい反応。

「お、おっけい、あと10分くらいね」

　そのまま30分くらい経たった。七瀬は大いなる大地のエネルギーを享受しているのか、目を閉じて微動だにしない。大丈夫？　死んでない？

「大丈夫……絶対にうまくいく……あーしは大丈夫……」

　その時、左隣から声がして心臓がヒヤリとした。七瀬に気を取られていて、いつの間にか隣に人が座っていた事に気づかなかったらしい。

「（地元の高校生かな……？）」

　俺たちと同じかちょっと上くらいの少女が、祈りを捧ささげるように両手を合わせ何やらぶつぶつ呟いていた。整った顔立ちは雪のように白く、赤みを帯びた瞳、金色に染めたショートカットが華やかさに拍車をかけている。

　首元を開けたブラウスに、赤のネクタイ。

　大きく強調された胸元でネックレス、小さな耳でピアスがきらりと光る。

　腰にはクリーム色のカーディガンを巻き、太ももが露出したミニスカートからは健康的な生足が惜しげもなく伸びていた。

　いわゆるギャルだった。よし、風のように立ち去ろう。

　陽の世界に伝わるギャルニケーションに巻き込まれたら最後、陰の者である俺は一瞬にして言語を奪われ物言わぬ石にされてしまう。

　陰キャに優しいギャルなんてものは神話上の生き物だ。

　足湯の余韻に浸るように息を吐き、七瀬に声を掛ける。

「そろそろ行こうか、なな……」

「ちょっと、貴方あなたさっきからうるさいわよ」

　斬り込みやがった！

「ひゃうわっ!?」

　ギャルは寝耳にコーラをぶっかけられたみたいに跳ねた。

　俺と七瀬を見やって「やってもうた！」とキーの高い声を上げる。

「ごめん！　うるさかったよね!?　ほんとごめん！」

　勢いよく頭を下げて、ぱちんっと両手を合わせるギャル。

「わかってるなら静かにしてくれないかしら？　せっかく足湯を堪能してるのに、貴方の呪じゅ詛そで台無しなのだけれど？」

　あ、堪能してたって認めたよこの人。七瀬の口撃に、ギャルは「ひいっ」と身を引く。

「こ、こわー！　初対面でめっちゃ戦闘モードやん！　せっかく美人なのに、そんなんじゃ男に逃げられちゃうよ？」

　ぴきりと、七瀬のこめかみが音を立てる。

「初対面で失礼なのはどっちかしら？」

　俺的にはどっちもどっちだと思うんだが。

「あいにく、私は色恋沙汰に興味ないし、来られたとしてもこっちから願い下げよ」

　七瀬が言うと、ギャルはこてりんと首を傾かしげ、俺を指差して言った。

「あれ？　この人は彼氏違うん？」

「ぶふっ!?」

　なんちゅう事言いやがるギャル！

「……なかなか面白い妄想をするのね。家で妄想小説でも綴つづった方が有意義な時間を送れるんじゃないかしら？」

「あーし褒められた!?　いやぁ、それほどでも〜!!」

　ギャルのアホ毛が嬉うれしそうにぴょこぴょこと揺れる。

「遠回しに帰れと言っているのだけれど……この程度も伝わらないほど頭が残念なの？」

「人に合わせて喋しゃべれない人はアホってママが言ってた！　残念なのは君なんじゃない？」

　ビキビキィッと、人の神経が絶対に立てちゃいけない音がした。

　頭脳に関しては絶対的なプライドを誇る七瀬の逆げき鱗りんに触れたらしい。

「くだらない戯言たわごとを言う口はこれかしら」

「きゃー！　襲われるー!?」

　ギャルに両肩を摑つかまれ後ろに引き寄せられた。

「ちょっ!?」

　コイツ盾にしやがった！　その時、むにゅんっと柔らかい感触が背中に触れた。

「（む、むねっ……当たって……!?）」

　心臓が肋ろっ骨こつを破って飛び出しそうになった。生クリームみたいに甘い匂いが鼻び腔こうで暴れて、ただでさえ足湯で火ほ照てっていた身体からだの温度が急上昇する。

「退どきなさい、高橋くん。私にはそのビッチに制裁を下す義務があるの」

「ビッチってひど！　恋に悩む普通の乙女だし！」

「自称乙女はビッチと相場が決まっているのよ。当分男漁あさりができないよう、その口を縫い付けてやるわ」

「ひー！　こわいこわい！」

「ちょ！　二人とも落ち着いて！　酔う、酔う！」

　ぐわんぐわんっと身体を揺らされる。七瀬が顔を般はん若にゃにして迫ってくる。

　湯に足を突っ込んでいるため逃げる事もできない。

「ええい、ちょこまかとっ……」

　ずいっと、眼前に七瀬の見事な双丘が現れた。

　ギャルを捕縛するため、そのまま俺に抱き着くように身を乗り出してくる七瀬。

　たわわな二つの胸がもにゅんと顔に押し付けられってちょーーーい!?

「捕まえたわ、覚悟しなさい！」

「ひえええっ!?」

　怒り心頭の七瀬は、今自分がどのような体勢か気づいていない。

　服越しに感じる温もり、ラベンダーだかシトラスだかよくわからないがとにかく甘い匂いが脳を直撃する。過剰な異性の情報に俺の頭がオーバーヒートした。

「くる……しぃ……」

　か弱い叫びを上げるも届かない。前後から胸に挟まれるという男の理想のシチュエーションは、長時間の足湯でのぼせ気味だった俺にとっては地獄のイベントでしかなかった。

「彼氏くん助けてー!!」

　ギャルが大きく体勢を変えたことでようやく視界が開けた。

「ぷはっ……ちょっ、二人ともいい加減に……というか彼氏じゃない……か……ら？」

　ぐにょんと、視界が歪ゆがんだ。立ち眩くらみにも似た感覚。本能が叫ぶ。もう限界やと。

「た、高橋くん!?」

　七瀬が異変に気づいて身を離した。だがもう遅い。

「彼氏くーん！」

　ギャルの声が遠のいていき……暗転。
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「おっ、生き返ったみたいだね、かーくん！」

　目を開くと、視界に七瀬のしかめっ面つらが映った。地面が柔らかい。ここは天国か？

「気がついたのならさっさと頭を上げてくれないかしら？」

「うおっ!?」

　柔らかい地面が躍動して上半身が強制的に起こされる。どうやら七瀬に膝枕をされていたらしい。頭が追いついていない。いつの間にか両足は湯から上がっていた。
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「いきなり気を失うからびっくりしたよー」

　そう言うギャルはちっちゃい扇風機（ハンディファンだったっけな？）を俺に当ててくれていた。あー涼しい。のぼせた頭に最高だ……じゃなくて。

「どれくらい気を失ってた？」

「10分くらいよ。足湯でのぼせるなんて、帰宅部もびっくりな軟弱っぷりね」

　のぼせた理由は確実に足湯以外にもあるだろうけど口が裂けても言うまい。

　素足を靴下に通して靴を履く。

「いやー、ごめんねかーくん！　せっかくの旅行にお邪魔しちゃって」

「かーくん？」

「翔かけるくんだからかーくん！　りっちゃんから聞いたの！」

　なるほど、涼り帆ほ＝りっちゃん、か。初対面で早くもあだ名呼びとか、恐るべしギャルのコミュ力。あだ名呼びはバカップルのする事だとか宣のたまってた誰かさんも見習って欲しい。

「馴なれ馴なれしいにも程があるわね」

　腕を組み、すんとした顔で誰かさんが言う。

　相変わらず言葉に棘とげがあるが、寝ている間にギャルとは和解したようだ。

「それで、君は？」

「月つき乃の瑠る花か！　熱海最さい公こう高校に通うハタチのＬＪＫでーす！」

　きゃぴん☆と効果音が付きそうなポーズをビシッと決めるギャル改め瑠花さん。

「えるじぇーけー？」

「あり、知らない？　ＬＡＳＴさいごの女子高生でＬＪＫ！　つまり高校３年生！」

「あっ、なるほど……」

　陽の国の言葉か……って、あれ？

「20歳で高校３年生……？」

　俺が16歳で高校２年生。20歳と言うことは４歳差で、なのに高校３年生というのは……。

「かーくんみたいに勘の良いガキは嫌いだよ」

「あっ……」

「やめて!?　その憐あわれむような目はもう見たくない！」

　瑠花さんがぷくーと頰を膨らませぽかぽか叩たたいてくる。シンプルに俺は驚いていた。

　まさか、４つも年上でこの精神ねんれ……ごほん、子供っぽさは想定外だった。

「むむっ、かーくん今、４つも上でなんでこんなガキンチョなんだって思ってるでしょ？」

　勘の良いいガキはどっちだ。

「平日の昼間から学校サボって足湯に来るようだと、３回留年するのも無理ないわ」

「りっちゃんもひどい！　自分が臨時休校だからって、ズルいよ！」

　むっきーと地団駄を踏む瑠花さん。その傍そばで俺は「……んん？」と首を傾かしげた。

「（臨時休校、って？）」

　七瀬に耳打ちする。

「（そういう事にしたのよ。面倒事は避けるに越した事はないでしょう？）」

「（ああ、確かに……）」

　機転が利きくなあ、ほんと。

「まっ、そういうわけで！」

　えっへんと、瑠花さんが腰に手を当て胸を張る。

「二人より歳としは上だけど、畏かしこまらないでタメ口でいいからね！　あっ、でも、一応年上のお姉さんとしての威厳は保ちたいから、呼び名はルカねえさんでよろしく！」

「そろそろ行きましょうか高橋くん」

「待って待って行かないでよりっちゃんんんん！」

　七瀬に抱き着いていやいやと頭を振る瑠花さん。年上お姉さんの威厳どこ行った。

「暑苦しい、今すぐ離しなさい、足湯に沈めるわよ」

「全身浴になっちゃうよ!?　お願い！　出会ったよしみであーしの話を聞いて欲しいの！」

　瑠花さんが涙目で懇願する。七瀬が、魂ごと抜けそうなほど大きなため息をつく。

「話？」

「そう！　今日、あーしは人生を賭けた大勝負を打つの！　それが成功するように、足湯でお祈りしてたんだけど」

　ああ、だからさっきぶつぶつ言ってたんだ。

「祈るなら普通、足湯じゃなく神社では？」

「え？　だって気持ちいいじゃん、足湯」

　この人の言動については足湯くらいの深さで考えるのがちょうど良さそうだ。

「人生を賭けた大勝負って、告白か何かかしら？」

「うぇぇっ!?　なんでわかるの!?」

　超能力者!?　と瑠花さんが大仰に驚くリアクションをする。

「さっき自分のことを恋に悩むビッチと自称してたから」

「ビッチちゃうわ！　乙女だし！」

　むっきーと、瑠花さんがわかりやすく地団駄を踏む。

「でもそこまで分かってるなら、話は早いね！」

「まだ話を聞くとは言ってないのだけれど」

「まあまあ、話だけでも聞いてあげよう。どうせ時間はあるんだし、旅先で出会った人と交流するのも、旅の醍だい醐ご味みの一つだと思うぞ」

　シンプルに俺は、瑠花さんに興味が湧いていた。

　周囲に瑠花さんみたいなタイプはいないから、とても新鮮だ。

「……まあ、一理はあるかもしれないわね」

　諦めたように息を吐く七瀬。筋が通ってれば納得はしてくれるらしい。

「手短にお願い」

「うあああ！　ありがとうりっちゃん！」

「ちょ、抱き着いてこないで」

　と言いつつ無理やり引き剝がさないあたり、根っこの部分の優しさが垣かい間ま見みえる。

　七瀬に抱き着いたまま、瑠花さんが話を始めた。

「実はあーし、今好きな女の子がいて……」

「ストップ」

　今、好きな女の子って言った？

「瑠花さん、男の娘こってオチはないよね？」

「ぴっちぴちのＬＪＫでーす☆」

　きらーんと決めポーズを取る瑠花さんを見て安あん堵どする。あの胸の柔らかさをフェイクでしたと言われたら、この世のあらゆるものが信じられなくなる。

「クラスメイトで、名前はもえちーって言うんだけど、可か愛わいくて、頭が良くて、優しくて、初めて会った瞬間から心を奪われちゃってひあうっ」

　どんっと、七瀬が瑠花さんを突き放した。

「なにするのよう」

「いや……さっきから変なところ触られているような気がして……」

「触ってないしー！　あーしだって見境なく変な事しないから！」

　ちゃんと見定めて変な事してるんだ、というツッコミは飲み込んでおく。

　それにしても、まさかの百合ゆりか。瑠花さんほどの美人が美少女ときゃっきゃうふふする姿は確かに想像すると綺き麗れいというか、神秘的だろう。百合モノが流行はやるわけだ、うんうん。

「それで、その子とは仲がいいの？」

「それはもう！　学校でずっとぎゅーしてるし、帰りは恋人繫つなぎだし、ばいばいした後は家でもえちーの事を考えながら◯◯ぴーしてる！」

　ヤバいやつで草。百合の花が一瞬で枯れる。

「でも、それだけ仲良かったらいけるんじゃない？」

　最近、同性間の恋愛なんて珍しくもないし。

「いやー、それが……」

　瑠花さんが塩を舐なめたような顔をする。

「もえちー、彼氏いるんだよねー」

「おうふ……」

　なるほどそういうパターンか……。七瀬が深いため息をつく。

「色々ツッコミどころはあるけど……悪い事は言わないわ、止めておきなさい。貴方あなたが告白をして、相手が了承してくれる可能性は低いわ」

「めっちゃ現実突きつけるやん」

　俺も概おおむね同意だけど。

「だよね〜」

　反応を予想していたのか、瑠花さんはへらへらと頭を搔かいた。

「でも、気持ちは伝えたいの！　出会ってから、今までずっと大好きで……彼氏がいるのはわかってるんだけど、愛の大きさならあーしも負けてないからワンチャン……!!」

「止めておきなさい。客観的に見て、相手に彼氏がいるという状況で貴方の告白が成功する可能性は低いわ。それに……」

　冷酷に、七瀬は言い放った。

「同性、という時点で、貴方が恋愛対象として見られる可能性も低い」

　七瀬が言うと、瑠花さんがまたへらへら顔で頭を搔いた。

「……だ、だよね〜」

　アホ毛が元気なくしな垂れる。さっきに比べてなんだか、寂しそうだった。

　その横顔を見た途端、なんとかしてあげたい、という気持ちが湧き起こった。

「俺は、告白するべきだと思う！」

　気がつくと口を開いていた。屁へ理り屈くつでもいい。勇気を出して想おもいを告げようとしている瑠花さんの、背中を押したくなっていた。七瀬が「正気？」と低い声で言う。

「というか多分、いやきっと、瑠花さんの中で『告白する！』って決意は固まっているから、今さら俺らがどうこう言ったところで変わらないと思う。分が悪い告白というのは本人が一番わかっているだろうし……」

「自覚があるなら尚なお更さら意味がわからないわ。そもそも、その告白には他のリスクもある。下手したら、現状の関係性も壊れてしまうかもしれないし、告白した事が周囲に漏れて、クラスでの居心地が悪くなる可能性もある。考えれば考えるほど、貴方は採算のあってない事をしようとしているわ」

　七瀬の語気が、妙な熱を帯びていた。俺は、一抹の違和感を覚えた。

　成功率の低い告白を決行するという瑠花さんに、七瀬は苛いら立だっているように見える。

　まるで七瀬自身が、瑠花さんの失敗を恐れているように感じたのだ。

「よし!!」

　ぱんっと頰を叩たたいて、瑠花さんが立ち上がる。

「二人とも、ありがとう。お陰で、覚悟が決まったよ」

　瑠花さんが挑戦的な笑みを浮かべる。

「今から学校に行って、もえちーに告白してくる！　着く頃には昼休みくらいだから、ちょうどいいね！」

　瑠花さんの宣言に、七瀬は信じられないと目を見開いた。

　対する俺は、まあ、そうだろうなと納得する。やはり、瑠花さんの中で最初から答えは決まっていたのだ。今更俺たちがどうこう言ったところで揺るがないくらい。

「りっちゃんの言う事もわかるし、めっちゃくちゃ正しいってのは百も承知なんだけどね、でもやっぱり……あーしはかーくんが言ったように、もう告白しないと気が済まないくらい、覚悟が決まってるんだと思う」

「……そう、なら勝手にすればいいわ」

　それだけ言って、七瀬はふいっと顔を逸そらした。何も話す事はないと言わんばかりに。

「てことで善は急げ！　かーくん、りっちゃん、会えて良かったよ！　それじゃ！」

　そう言い残して、瑠花さんはぴゅーっと駆けて行った。

「なんか、台風みたいな人だったね」

　二人になってから、七瀬に言う。

「竜巻よ。ものの見事に、予定を滅め茶ちゃ苦く茶ちゃにしていったわ」

「予定とかあったっけ？」

「私は分刻みで立てていたの。足湯に入るのも当初から織り込み済みよ」

「なんという用意周到ぶり……あれ？　でも、あと10分とか言いながら30分くらい入ってなかった？」

「…………あれは10分よ」

「え、でも」

「10分なの。気持ち良くて時間をオーバーしてしまったとか、そんなわけないから」

　そんなわけあるだろ。足湯に入ってもないのに頰に赤みがさしている様を見て、素直じゃないなあと息をつく。まあ、楽しんでくれているならいい。

「でも、面白い人だったなー」

　普段だと絶対出会えない。これぞ旅の醍醐味だと、妙な感慨に浸る。

「私はああいう、リスクを計算せずに行動するタイプは苦手だわ」

「七瀬はそもそも、失敗しそうな事はやらなそうだよね」

「その認識は間違ってる」

　俺の目を射い貫ぬくような熱を瞳に灯ともして、七瀬は強い口調で言った。

「失敗しそうな事は、成功するまで突き詰める。それが、私よ」

　強い意志を灯した言葉だった。そのあと、七瀬はぽつりと呟つぶやいた。

「失敗は……許されないの、ほんの小さな事でも」

　──生きることが、面倒くさくなったの。

　不意に、脳裏に声がリピートした。七瀬に何か、言おうとした。

　でも、何を言えば良いかわからなかった。その間に、七瀬はくるりと身を翻ひるがえして言う。

「お腹なかが空いたわ。お昼にしましょう」




　　　　◇◇◇




　お昼どうしようか会議でも、俺と七瀬で性格の差が出た。

　商店街を散策しながら気になった店に入ろうと提案した俺に対し、七瀬は飯ログで最も評価の高い店に行きましょうと言った。

「ネットの評価が高い店なら、失敗は絶対しないはずよ」

「失敗したら失敗したで良いんじゃ？　ぶらぶらしてふらっとお店に入るのも、旅の醍醐味だと思うんだけど」

「そのふらっと入ったお店がハズレというリスクがあるわ。せっかくお金と時間をかけて遠くまで来たのに、食で残念な思いをするのは非合理的だと思うの」

「言われてみればまあ、確かにそうか」

　結局、七瀬の案内で飯ログの評価が高い店に行くことになった。やってきたのは駅前通りにある、雑居ビルに入ってる和食屋さん。ここが飯ログ１位なのかと一瞬思ったが、入店してすぐに認識が覆くつがえった。店内は木を基調とした内装で、さながら高級料亭のような雰囲気が漂っていた。お座ざ敷しき席に通されると、まずはテーブルに置かれた厚いお盆に視線を奪われた。

　お盆には、一輪の紫陽花あじさいが描かれた和紙が敷かれていて、この店の雰囲気にいっそう深みを出している。外食といえばチェーン店ばかりな俺に、妙な緊張が走った。

　着物姿の店員さんからメニューを受け取る。俺は一目でビビッときた海鮮丼を、七瀬はお店の一番人気である金きん目め鯛だいの煮付け定食を注文した。

「一番人気メニューを頼むあたり、七瀬らしいな」

「その店が一番自信のあるメニューって事だもの。何度も来れない店なら、それを最優先で食べるべきだと思わない？」

「言わんとしている事はわかるけど、俺は完全にフィーリングで決めちゃうなー。その時の気分が何よりも優先されるというか」

「理解に苦しむわね」

「どうやら七瀬とは食の方向性が合わないようだな」

「食じゃなくて、もっと根本的な部分が合っていないわね」

　そりが合わない会話に花を咲かせていると、注文の品がやってきた。

　海鮮丼は窓から差し込む陽の光に反射して、本当に宝石箱を目の前にしたみたいだった。

　こんなの美味おいしくないはずがない。事実、絶品だった。トロ、はまち、サーモンといった切り身は大振りで、生臭さを全く感じさせない鮮度抜群さ。ウニはトロトロで甘みがあり、頭付きのエビはぷりっぷりで食べ応え抜群だ。

「最高だ……」

　今の気分を表すのに、これ以上の言葉があるだろうか。クラスメイトが学校で冷たくなった弁当をつついている時間に、極上の海鮮丼に舌した鼓つづみを打つ。

　その優越感たるや語彙力が崩壊して言葉にし難がたし。

　……さっきから妙に七瀬が静かだな。

　ちらりと見る。目を閉じ、宙を仰ぎながらまぐまぐと口を動かす七瀬が目に映った。

　むすっとした表情は氷解して、至福オーラが漏れ出ている。

　口元についたご飯粒が、無我夢中で食べていた事を表していた。

「……何よ？」

「いや、意外と子供っぽいところあるんだなって」

「どこをどう見てそう思うのよ。第一、高橋くんにだけは言われたくないわ」

　一転、鋭利な瞳で凄すごんでくるが、ご飯粒をつけたまま言われるとハムスターが威嚇しているようにしか見えない。なんだこの微ほほ笑えましい生物。

「ごめんごめん、お子様ランチを食べてる子供みたいな顔してたから、つい」

「そんな顔していないわ！　せっかく来たのだから、しっかり堪たん能のうしてただけ」

「いつも険しい表情してるから、緩んだ顔が新鮮だったんだよ」

「いちいち鼻につく事を言うわよね、高橋くんは」

「口にご飯粒つけてる人に言われても」

「っ……!?」

　ぐしぐしぐし！　七瀬が慌てて口元を擦こする。その仕草が余計に子供っぽい。

「トイレ行ってくる」

「あ、こらっ」

　流れ的に嚙かみつかれそうだったので退散した。後ろから唸うなり声が聞こえてきた気がするがスルーする。事を済ませてスマホを見ると、親から不在着信が追加で来ていた。見なかった事にする。席に帰ると七瀬の金目鯛は綺き麗れいに骨だけになっていた。

「早く食べちゃいなさい、温泉に行くわよ」

　どうやら、ご飯粒の一件は無かった事にしたようだ。
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　今日の天気が快晴だった事は、今までの人生における最上の幸運だったかもしれない。

「すっげ……」

　七瀬がネット検索して見つけてきた、熱海エリアで最も評価が高くて日帰り温泉が楽しめるホテル。その露天温泉から、相模さがみ湾を望む。雲ひとつない青空と、どこまでも広がる大海原。その境界線が見つからないくらい、視界は青一色に染まっていた。

「なんか、色々とどうでも良くなってくるな……」

　熱い湯に肩まで浸つかりながら、呟く。人は、空とか海とか山とか、自分よりも大きな存在を眺めるとセロトニン的なものが分泌されて心が落ち着くらしい。

　広告まみれの胡う散さん臭くさいネット記事で読んだ情報だが、いざ経験してみて確信した。

「ドバドバ出てるな、セロトニン……」

　平日の真っ昼間だからか運が良かったのか、温泉には俺一人しかいない。

　だからこうして、堂々と独り言を口にできる。

「あー、生き返る」

　七瀬がいたら「社会に疲れたおっさんね」とか言われそうだが、心底そう思った。

　ここ最近、息が詰まっていた。人混みから、街の電光掲示板から、学校から、スマホから、たくさんの情報に囲まれて気が休まない日々。人間の脳は縄文時代からあまり変化していないのに、人工的な情報をガンガン注がれて疲れないはずがない。

「たまにはこうやって、自然に帰るべきだな……」

　目を閉じると、優しい情報たちが五感を撫なでてくれる。波の音、潮の匂い、風が頰を撫でる感触。脳の血管に詰まっていたストレス物質が、じんわりと溶かされていく。

　本来、人がいるべき場所は自然なんだと思い出させてくれるようだった。

　悩んだり、落ち込んだりした時は自然と触れ合うのが一番かもしれない。




　　　　◇◇◇




　温泉を堪能した後、七瀬が「甘いものが食べたいわ」と言った。俺がそれに同意するなり、七瀬はお馴な染じみのネットで一番評価の高いスイーツ屋を調べようとしていたので「まあまあ一旦ぶらっと歩いてみよう」と提案した。渋々ながらも、七瀬はそれを吞のんでくれたので、ひとまず駅前の商店街にやってきた。平和通り名店街というらしい。

「おおー、まさに観光地って感じ！」

「思った以上に色々あるのね」

　七瀬が興きょう味み津しん々しんそうに、あたりをきょろきょろと見回している。表情にあまり感情が出ない七瀬だが、知らない土地の光景をそれなりに楽しんでいるようだった。

　俺たちはしばらくの間、商店街を散策した。食品サンプルからして美味しそうな定食屋さんを眺めて「さっきお昼食べたでしょう」と七瀬に突っ込まれたり、温泉まんじゅうがずらりと並んだお土産屋さんに入ってみたり、店頭でアワビやホタテバター串を焼いているお店で、「一本だけ食べよう！」と七瀬に提案して食べ歩いたり。無論、超美味うまかった。

　しばらくして、当初の目的である甘いもの食べたい欲を満たせそうなお店を見つけた。

　デカデカと『アタミぷりん』と書かれたレトロ感漂う看板にビビッときた俺は「ここ絶対美味い！」と七瀬に向き直る。

「ちょっと待って、評価を調べるわ」

　ぽちぽちとスマホを弄いじる七瀬。その徹底ぶりに舌を巻く。

「このエリアでもトップクラスの有名店みたいね」

「俺の目に狂いはなかったんだな」

「店ソムリエにでもなったらどう？」

「地味に需要がありそうな職業で草」

　七瀬が怪け訝げんな顔をする。

「どうしたんだ？」

「草、ってどういう意味？　前にも言ってたような気がするけど」

「え？　ああ、えっと……笑わら、って意味だよ」

「藁わら？」

「それは植物」

　そこからか。きょとんと小首を傾かしげる七瀬に説明する。

「どっちもネットスラングで、笑えるって意味だよ」

　正確な語源は俺もうろ覚えだが、方向性はあってると思う。

「へえ、そういうこと。『笑』から『ｗ』になって、『ｗ』が草の形に見えるから、草になった、という感じかしら？」

「洞察力がえげつねえ。てか、知らなかったのか？」

「初めて知ったわ。ネットは基本的に、調べ物でしか使わないもの」

　今時このスラングを知らない女子高生がいるのかと驚いたが、妙な納得感があった。

　勉強熱心な七瀬のことだ。おそらく、ネット文化に触れる機会がなかったのだろう。

　七瀬の知らない知識を披露できたことにちょっぴり優越感に浸りながら入店する。

　その店は、全国的にも有名な熱海名産のプリンを扱っているらしく、店内は満席に近かった。ほどなくして、牛乳瓶に入ったプリンがやってくる。なんと可か愛わいらしい。

「ローカル感があっていいわね」

　そう言って、プリンを口に運んだ七瀬が幸せそうに目を閉じ頰を押さえた。ほっぺたが落ちそうという表現をこれ以上に体現した光景は無いだろう。とても微笑ましい。

「……何よ？」

「いや……顔、すんごい緩み切ってるなと」

「美味しかったらこうなるの、悪い？」

「見た事ない逆ギレで大草原」

「草の進化系ね。その次は森かしら？」

「いやすごい洞察力だなほんと！」

　ごほんと咳せき払ばらいしてから、七瀬に言う。

「なんか、意外だなって」

「意外？」

「ほら、七瀬って、学校じゃいつもツンとしてるじゃん？　だから、美味しいもの食べて頰を緩ませたり、笑ったりするの、意外だなって」

　俺の言葉に、七瀬はぱちぱちと目を瞬しばたたかせて。

「そう」

　ゆっくりと顔を伏せた。それからスプーンを置いて、ぽつりと言った。

「緩む暇なんて、無かったのよ」

「え？」

　空気が変わる気配を、肌が察知した。

「テストも、かけっこも、ピアノも、美術の発表会も、他者と競争する事に関して、親は私に、一切の妥協を許さなかった。常に結果だけを求められてきたから、人並みに笑う暇も無かったの」

　──失敗は……許されないの、ほんの小さな事でも。

　さっき足湯で、七瀬が発した言葉のルーツに触れた気がした。

　……ああ、なるほど。なんとなく、色々と繫つながった。

　七瀬がお店選びで必ずネットで評価を調べるのも、瑠花さんの告白を止めようとしたのも、彼女自身、失敗に対して強い抵抗感があるからだろう。

　その感覚に、俺も少なからず共感した。毎日ＳＮＳを使い、ましてやヨーチューブへの動画投稿なんてやっていると、嫌でもその感覚に苛さいなまれてしまう。

　つぶやきったーのタイムラインや、ヨーチューブのコメント欄。そこでは毎日、誰かが誰かを叩たたいている。リアルで何かをやらかした芸能人、主張の激しいインフルエンサー、モラル的に微妙な発言が意図せずバズってしまった一般人。

　それらに待ってましたと言わんばかりに群がり、匿名を笠かさに着て好き放題叩く名無したち。

　間違いは誰にでもある事なのに、間違いが許されない。

　身の振り方で失敗してはいけないというプレッシャーは、身を似もって実感している。

　俺が最近、常日頃から感じていた息苦しさの大きな理由の一つでもあった。七瀬も、そんな失敗してはいけないという圧を子供の頃からずっと受け続けてきたのだろう。

　身を投げようと思うくらいの、圧を。

「でも昨日……全部がもう、どうでも良くなって、全てを投げ出そうとして……今は、ちょっと緩んでしまってるのかも」

　ようやく、七瀬が顔を上げた。どこか空虚で、自嘲気味な笑み。

「俺は……今の七瀬の方が、良いと思うよ」

　針の穴に糸を通すような口調で、俺は言った。それ以外の言葉が浮かばなかった。時折垣かい間ま見みえる七瀬の底知れない暗闇に踏み込む語彙の持ち合わせは、今の俺には無かった。

「そう」

　いつものように素っ気なく、七瀬は言った。

　その口角が少しだけ持ち上がっていた、ように見えたのは気のせいかもしれない。

「私の話はいいの。高橋くんも、プリン、冷めないうちに食べなさい」

　プリンは冷めないだろ、というツッコミは心の中に留とどめておく。たぶん、話題を変えたかったんだろうから。俺は何も言わず、大人しくプリンを口に運んだ。

　舌にひんやりとした温度が弾はじける。

　次いでぷるんと柔らかい感触が触れたと思うとすぐに、強い甘みが味覚を包み込んだ。

「んっ……」

　スプーンを口に突っ込んだまま、固まってしまう。こりゃ美味い。二口目、三口目と次々にプリンを口に運ぶ。夢中で堪たん能のうしていると、くすりと、小さな笑い声。

「子供みたい」

　目だけ動かす。動かしていたスプーンが止まる。視界に、七瀬の笑顔が映った。微ほほ笑えましいものを見るような、朗らかで柔らかい、笑顔。初めて見る表情だった。

　……そんな顔も、できるのかよ。

　学年一の美少女が浮かべた極上の笑みに、心臓がぶん殴られたように脈打った。

　ずっと見ていたら、まずい。理性崩壊の危機を感じた俺は、意識をプリンに戻した。

　うむ、んまい。マイルドな甘みとカラメルの苦味が絶妙なハーモニーを……。

「無視なんていい度胸ね」

「もがっ」

　顎を摑つかまれ強制的に前を向かされる。七瀬の整った顔立ちが至近距離に現れた。

　ふわりと嗅いだことのないシャンプーの良い香りが鼻び腔こうをつく。

　やばい、意識が揺れ……あれ？

　気づく。プリンに近い肌色だったから、よくよく見ないと気づかなかったソレに。

「何？　文句があるならハッキリ言いなさいよ」

「いや、文句じゃないけど……」

　ちらりと視線を下に向けて、言った。

「口の端にプリン、ついてるぞ」

「っっっ……!?!?」

　ぐしぐしぐし！　七瀬が慌てて口元を擦る。本日２回目の光景。

「トイレ行ってくる」

「あ、こらっ……」

　昼に引き続き、俺はトイレに逃亡した。
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　口の中を甘ったるくして店を出ると、時刻は午後３時前になっていた。

　商店街のぶらり散策で、思った以上に時間を使っていたようだ。

「さて、次はどこへ行こうかしら」

「んー、熱海は一旦、こんな感じで良いかなと」

「あら、短い滞在ね」

「せっかくだから、今回の旅は広く浅く、世界一周旅行みたいに色々な県の有名所を押さえていくほうが良いと思って」

　……いつ、唐突に終わるかもわからない旅だし。という内心の呟つぶやきは吞み込んだ。

「それもそうね」

　七瀬も納得した。というわけで熱海駅前広場に戻ってきた。午前中、ハタチのギャルとわちゃわちゃした家康の湯が視界に映ると、懐なつかしい気分が胸に去来する。

「（……短い間だったけど、楽しかったな）」

　足湯、海鮮丼、温泉、プリン、商店街。観光時間は数時間だったが、濃密な時間を過ごした。特に瑠花さんとの邂かい逅こうは衝撃的だった。

　告白の結果が聞けないのが惜しいが仕方がない。一いち期ご一いち会えというのはそういうものだ。

　思い出の残ざん滓しを手繰り寄せるように家康の湯に目をやる。まるで瑠花さんがそこにいるような錯覚を覚えるほど、彼女とのやりとりが鮮明に思い起こされて……。

「お、また会ったね、かーくん、りっちゃん！」

　ショートカットの金髪、首元を開けたブラウス、腰にクリーム色のカーディガン。

　快活な笑顔が嬉うれしそうに煌きらめく。錯覚じゃない、実体がそこにいた。

「……行くわよ、高橋くん」

　七瀬が俺の手首を摑み改札へ急ごうとする。

「ああー！　ちょっと待ってりっちゃんー！」

　ばしゃんっと足湯から上がった瑠花さんが靴下も履かず七瀬に追い縋すがって抱き着いた。

「ちょっ、離れなさい！」

「やだー！　離れない！　会いたかったよーりっちゃん！」

「あっ、こら！　変なところ触るな！」

　すりすりと頰ずりする金髪美少女と、頰を赤くし息を荒らげる黒髪美少女。

　嗚呼ああ、神よ。熱海の地に綺き麗れいな百合ゆりの花が咲きました。

「いい加減離れなさい！　私にそういう趣味はないから！」

　七瀬が百合の花を毟むしり取った。

「というか、告白はどうなったのよ？　結果次第でこれは浮うわ気き行為に該当するわ！」

　うおおおおい！　それ一番慎重に触れないといけない話題だろ！

　ハッと、七瀬が口を押さえる。多分、咄とっ嗟さに出てしまったんだろう。

　瑠花さんの動きが止まった。ゆっくりと、七瀬から身を離し、ぽつりと言った。

「ダメだったよ」

　息を吞のんだ。次の語を告げられなかった。

　失恋直後の女の子にどんな言葉をかけて良いのか、思考がぐるぐるして纏まとまらない。

「そ、そうなのね……」

　いつもの威勢はどこへやら、行く当てのない視線をうろちょろさせている七瀬。

「ま、仕方ないよね！」

　微妙な空気を快活な声が切り裂いた。手を叩いて、瑠花さんは清すが々すがしい笑顔で言った。

「結果は残念だったけど、言えて良かった！　今夜はぱーっと騒いで、しょんぼりな気持ちを吹き飛ばすぞー！　えいえいおー！」

　瑠花さんが拳を空に掲げる。その姿を、七瀬が信じられないという目で凝視していた。

「貴方あなた、大丈夫なの？」

「え？　何が？」

　きょとんと、瑠花さんが首を傾かしげる。

「告白、ダメだったんでしょう？　それなのに、何故なぜそんなにも平気でいられるの？」

「平気じゃないよ」

　間髪入れずに、瑠花さんは言った。

「そりゃあ、めっちゃくちゃショックだよ。大好きなのにさー、わかっていたけど、悲しかったし、胸がぐちゃぐちゃってなっちゃったよ、でも……」

　にひっと、瑠花さんはマイナスの感情全てを吹き飛ばす笑みを浮かべて言う。

「ここで落ち込んで、くよくよして、ズーンと下向いてるのはあーしの性に合ってないというか？　失敗なら失敗したでしゃーない！　遊んで騒いで忘れて、さっさと次に行く！　それがあーしのモットーなのだ！」

　けらけらと、腰に手を当てて瑠花さんが笑う。素足なのも相まって、ガキ大将が土管の上で勝利宣言しているみたいだった。空元気でもなんでもない、心の底からそう思っているのだろう。そのメンタルが、なんというか。俺にはとても、眩まぶしく見えた。

「そう……」

　七瀬が押し黙る。見たくないものを見たような、険しい顔をしていた。

「超ポジティブなんだな、瑠花さんは」

「んー？　そうかな？」

「だと思う」

　俺が同じ状況になったらショックで自分探しの旅とかに出てしまいそうだ。

「多分、なーんも考えてないだけだと思うよん！」

　言葉通り、瑠花さんはなんも考えてなさそうに口元をにへらっと緩ませた。

「あ、そうだ！」

　頭上にぴこーんと電球を光らせて、これまたなんも考えてなさそうな提案をする。

「二人とも、今からあーしとドライブ行かない!?」

「ドライブ？」

「そっ、ドライブ！　何もすることない田舎の鉄板エンターテインメント！」

「自慢しているようで自虐！　……って、あれ、そもそも免許は？」

　きらりーん☆　瑠花さんが免許証を掲げて決めポーズをとる。

「３留パワーでゲットした！」

　そういえば高校６年生だったわこの人。

「どうする、七瀬？　俺は面白そうだから、行ってみたいかなと」

　良薬を口に突っ込まれたような顔をする七瀬。

　腕を組み、非常にシリアスな顔で悩んでいたが、やがて息を吐いて言った。

「……まあ、いいんじゃないかしら」

　意外だった。

「やった！　ありがとう！」

　瑠花さんがぴょんっとジャンプする。

「秒で車取ってくるから、待ってて！」

　ぴゅーっと、瑠花さんが駆けていった。その後ろ姿を見送って、七瀬に言う。

「まさか、了承するとは思わなかったよ」

「正直気は進まなかったけど、この後の予定があるわけでもないし、高橋くんも行きたいって言うし……まあ、あと、少しは慰めに付き合ってあげても良いかなって」

　……なんだ。やっぱり根は優しいんだな。素直じゃないだけで。

「ありがとな」

「別に」

　ぷいっと、七瀬がそっぽを向いた。

「付き合うついでに、車でどこか連れて行ってもらいましょう」

「頼んでみるか。どこか行きたいところある？」

「地獄」

「現世で頼む」

　昨日もやったなこのくだり。

「仕方ないわね」

　スマホをぽちぽちする七瀬。

「あら、意外と富士山が近いわ」

「お、良いね富士山！　登山具買わないと」

「は？　正気？」

「冗談だ」

「おーい！」

　ぷっぷーと、間の抜けたクラクションが聞こえて振り向いて、驚きょう愕がくした。窓から身を乗り出しぶんぶんと手を振る瑠花さんにではなく、車に視線が釘くぎ付づけになった。

「おまたせー！」

「いや、なにその車」

　思わず突っ込んだ。七瀬も目が、一滴だけ垂らした墨汁みたいになっていた。

「……なかなか自己主張の激しい車ね？」

「ふわふわパンケーキ号って言うの！　可か愛わいいでしょ〜？」

「一体どこにあるのパンケーキ要素」

　瑠花さんが乗っているピンク色の軽自動車は……俗に言う痛車だった。

　それも、よく見る萌もえ萌えなアニメキャラのヤツではなく、乙女の国メルヘンから飛び出た感じの。全体的にびっしりと「♡」が刻まれており、ボンネットには「ハロー」が枕まくら詞ことばのＫティちゃん、側面のドアには愛と勇気だけが友達のあんぱん男、ルーフには某夢の国で「ハハッ」とか言ってそうなネズミの黒い耳のオブジェがデカデカと生えている。

　まるで、地獄のおもちゃ箱をひっくり返したかのような世界観だった。

「この車で富士山に行くの？」

　七瀬が車を指差し、この世の地獄を見たような顔で言う。

「いや……まだ連れて行ってくれるって決まったわけじゃ」

「え!?　富士山行きたいの？　いいね、富士山！　行こう行こう！」

「フッ軽！」

「そりゃあ、軽四だもん！　ささ、乗って乗って」

　瑠花さんに無理くり促されるように、七瀬は助手席、俺は後部座席に乗り込んだ。

『金出せゲロ吐けクソ喰くらえ！　汚れたタマシイ浄化せよ！』

「いや、なにこの曲!?」

「殺さつ戮りく坊ズ！　知らない？　歌詞が刺激的で運転中はずっとかけてるの！」

　大丈夫これ？　地獄へのタクシーってオチじゃないよね？

　七瀬はツッコミを諦めたような表情で、真まっ直すぐ虚こ空くうを見つめていた。

「富士山、登ったことないから楽しみー！」

「流石さすがに登るのは厳しいから！　普通に、富士山が綺麗に見える場所に行きたいなと」

「あ、そゆこっとん！　もちろん知ってるよ、任せて！」

　ぽちぽちと瑠花さんがカーナビを操作する。その間に、七瀬が妙にそわそわし始めた。

「少し、窓を開けていいかしら？」

「およ？　そんな暑い？　冷房かけようか？」

　瑠花さんが聞くと、七瀬は逡しゅん巡じゅんする素振りを見せて言った。

「外の空気を吸いたいの。誰かさんがぎゃーぎゃー騒ぐお陰で、息が詰まりそうだし」

「りっちゃんひどい！」

　私とは遊びだったのね!?　みたいな顔をする瑠花さんを無視して、七瀬が窓を開ける。

　ほっと、七瀬が表情を緩めた。相当息が詰まっていたらしい。

「は、早く出発しないか？」

　ちらちらと、さっきからこの車を物珍しげに見てくる一般人多数。

　そろそろ奇異の視線たちに耐えられそうにない。

「まーまー、そう急がずに、殺戮坊ズでリラックスして」

『死！　死！　死！　圧倒的死！　死！　死！　葬式！』

「リラックスできるかこんな曲！」

「よし、セットできた！　それじゃ、れっつらごー！」

　ぶいーんと、富士山へ向けて出発するふわふわパンケーキ号。

　なんか情報量が多くて疲れた。目的地に着くまで、のんびりしよう。
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　のんびりできなかった。

「慣性ドリフトオオオォォォ!!」

「いやあああああああぁぁぁぁ！」

　ギャギャギャギャッ!!　タイヤと七瀬の悲鳴が鼓膜を劈つんざく。

　曲がりくねった峠道を、瑠花さんはチョメチョメＤ的なハンドル捌さばきで攻めていた。

「うぐえっ」

　右からの強い遠心力に引かれて俺の上半身が折れる。気分はさながらパピコだ。

『ウェルカムトゥようこそ毛モノパーク！　いつもどっわっはっは大笑い〜♪』

　ブレーキとエンジン音が収まると、数年前に社会現象を起こしたアニメ『毛モノフレンズ』の主題歌が聞こえてきた。出発して５分くらい経たって七瀬が「他の曲を流してちょうだい」と要求し、瑠花さんがかけたアニソンメドレーの一曲だ。聞いていると元気が出てくる事で定評の本曲だが、今この状況で流れているのは狂気にしか思えない。

「ちょっと貴方あなた！　正気!?」

「あーしはいつも正気だよー！」

　瑠花さんがアクセルを踏み込む。ぶいいいいいんっっと聞いたことのないエンジン音を轟とどろかせながら、ふわふわパンケーキ号が急カーブに差し掛かる！

「ちょおおおおお死ぬ死ぬ死ぬ！」

「もういっちょ！　慣性ドリフトオオオォォォ!!」

　ギャギャギャギャッ!!

　メルヘンなビジュアルとは裏腹に、凶悪的なドリフトを見せるふわふわパンケーキ号。

　なんだこれ、なんだこれ？　今俺は、インフルエンザの時に見る夢を見ているのか？

「あははははっ、ウケる！　りっちゃんさっきから凄すごい顔！」

「ウケてる暇があったらブレーキ踏みなさい！」

「法定速度はちゃんと守ってるからだいじょーぶだいじょーぶ！」

「そういう問題じゃ」

「来た！　３連続ヘアピンカーブ！」

「さんれんぞっ……!?　うええっ!?」

「失恋ドリフト×トリプルスコアアアアァァァ!!」

「いいいいぃぃぃぃぃっ!?」

「……くくっ……ははははっ」

「ちょ、なんでこの状況で笑ってるのよ高橋くん!?　おかしくなっちゃったの？」

「そうかもしれない」

　人間は自分の脳の処理を超えた状況に直面すると笑いが出るらしい。本当に、カオスがすぎる。昨日まで俺は、東京の高校に通う普通の高校生だった。それが今やどうだ。

　身投げをしようとしていた学年一の美少女と、ハタチのギャルＪＫとメルヘンな痛車に乗り込み静岡の峠を攻めている。瑠花さんがドリフトをかますたびに湧き起こるアドレナリン。自分の意思と関係なく事故ったらお陀だ仏ぶつというこの状況が、スリルと非日常感を提供してくれていた。要するに、ハイになっていた！

「いっけぇ瑠花さん！　豆腐屋のスカイラインに負けるな！」

「任せてかーくん！」

「いい加減にしなさいよおおおおぉぉああああああ!!」

　俺の歓声、七瀬の悲鳴、瑠花さんのはっひゃーを乗せて、ふわふわパンケーキ号は峠を走る。おおよそ２時間くらいして、無事（？）、目的地に到着した。

　駐車場に停とまるなり、俺と七瀬は車を飛び出し全力疾走でトイレに駆け込んだ。

　個室に飛び込むや否いなや胃袋から便器へ虹を掛ける。

　今まで経験した事のないレベルの車酔いだオロロロ。三半規管が上下左右に揺らされまくってボロボロだ。ちくしょうめ、ドリフトなんて二度と御免だ。

　アドレナリンどばどばでハイになっていた気分をまとめて水に流す。

「いやー！　最高のドライブだったわー！」

　自販機で水を買って車に戻ると、瑠花さんが「ん〜〜」と気持ち良さそうに両腕で伸びをしていた。この人はきっとエイリアンの三半規管を持っているに違いない。

「死ぬかと思ったわ……」

　七瀬が胃腸炎を患わずらったようなテンションで戻ってきた。

「水、いる？」

「いただくわ」

　新しい水を渡す。力無く、七瀬は水で喉を潤した。

「どしたのりっちゃん？　胃腸炎にでもかかった？」

「衝動的にこの水ぶっかけてやりたくなったわ」

「ダメだよりっちゃんそんなことしたら！　貴重な資源を大事にしないと！」

「あんだけ排気ガス出しておいてどの口が言うの」

「何を言ってるのりっちゃん？　口は一つしかないよ？　……はっ！　まさかりっちゃん、下の口の事を……」

「その上の口を今すぐ閉じないと、このペットボトルみたいにするわよ」

　ぐしゃりと、七瀬の手の中でペットボトルがひしゃげる。

「ひぃっ!?」

　ささっと、瑠花さんが俺の背後に隠れてきた。盾にするのやめてくれませんかね。

「でもでもっ、楽しかったでしょっ？　スリル満点の峠ドライブ！」

「七瀬のあの反応を見てよくそんなこと言えるな」

　どうやら瑠花さんの目には都合の良い世界しか映っていないらしい。

「……まあ、そうね」

　……お？

「スリルは満点通り越して危険な領域に踏み込んでいたけれど……とても新鮮な体験で、楽しかった事は確かよ」

　心なしか悔しげに、七瀬は言った。その時、俺は思った。たぶん七瀬は、自分に噓うそをつけないタイプなんだ。楽しい事は楽しい、楽しくない事は楽しくない。他者の意思は気にせず、自分の感じた事、思った事を率直に口にする。それは時として周囲と軋あつ轢れきを生むが、裏を返すと自分の芯をしっかりと持っていてブレないという魅力でもあった。

　七瀬の本音から出た『楽しかった』を聞いて、俺は嬉うれしい気持ちになった。

「でしょーでしょー!?」

　瑠花さんも嬉しそうにうんうんと頷うなずく。

「帰りは別ルートにもっといいカーブがあるから、楽しみにし」

「あの運転をしたら二度と外を出歩けない身体からだにするわよ？」

「安全運転に努めます！」

　しゅびんっと瑠花さんが光速で頭を下げた。




　　　　◇◇◇




　瑠花さんが連れてきてくれた河かわ口ぐち湖こは、山梨県に位置する富士五大湖の一つだ。

　五大湖の中では２番目の広さを誇る河口湖は、観光地として早く整備された経緯もあって施設も充実している。湖をぐるりと囲う国道１３７号線に沿って、ホテルやお土産屋さん、山梨名物のほうとう屋など、様々なお店が並んでいた。湖の方に目を向けると、船体に『天晴あっぱれ』と書かれた戦国時代風デザインの遊覧船や、見るからに速そうなモーターボートが見えた。あれに乗って、河口湖を遊覧する事ができるらしい。特にモーターボートに乗ってみたい欲が出たが、まずは富士山を見るぞと移動する。

「これに乗るのか？」

「そう！　このロープウェイで天てん上じょう山やまの頂上に行けるの」

『富士山パノラマロープウェイ』と看板を引っ提げた建物に、瑠花さんが入っていく。

「どうした？」

　ロープウェイ乗り場を凝視したまま動かない七瀬に尋ねる。

「……いえ、なんでもないわ」

　それだけ言って、七瀬はどこか覚悟を決めたような面持ちで歩き出す。

　怪け訝げんに思いながらもその後をついていき、建物内で往復分のチケットを購入しロープウェイに乗車した。ちょうど発車時間だったらしく、ロープウェイが動き出す。

「うお……すげ……」

　ぐんぐんと高度をあげるロープウェイ。若干揺れがあって本能的な恐怖を覚えたが、それよりも窓から見渡す河口湖の全貌に言葉を溢こぼした。

「んんー？　りっちゃん顔色悪くない？」

　控えめに設置された椅子に座る七瀬の顔を覗のぞき込んで、瑠花さんが尋ねた。

　そういえば七瀬、ロープウェイに乗る前からやけに静かだったような。

「大丈夫か？」

「……平気よ」

　力無く呟つぶやいた後、七瀬が続けて言う。

「窓、開けていいかしら？」

「いいけど、そんな暑いか？」

　今は10月、肌寒い季節だ。七瀬は一瞬、表情を硬くして言った。

「少し、風に当たりたい気分なのよ」

「なるほど？」

　なんだろう。一抹の違和感を覚えたが、深掘りはしなかった。車酔いがまだ尾を引いているのだろう。窓を開けると、七瀬の表情が緩んだ。そよ風を気持ち良さそうに受けて目を閉じる七瀬の横顔はとても美しくて、景色よりもそっちに視線がいってしまった。

「ほう、ほうほう〜……」

　瑠花さんが恋バナを耳にしたＪＫみたいな目でこっちを見てきたが、拾ったら面倒臭そうなのでスルーを決め込む。そうこうしているうちにロープウェイが山頂にたどり着いた。

　時刻は夕方の５時過ぎ。空が良い感じに赤みを帯びていた……って、まだ５時なのか。今日一日、スケジュールが濃密だった割に時間が経たっていない事に驚く。

　普段と違う体験をすると体感時間が長くなるらしい。

　ロープウェイを降りて階段を上がるとすぐに赤鳥居が迎えてくれた。

　なんの神様かはわからないが、とりあえずご利り益やくがありそうなので手を合わせておく。

　展望台広場には、ゆっくり寛くつろげそうな長めのベンチ、カップルが鳴らしてそうな小さな鐘、土産や軽食を売ってる店など、様々な設備が充実していた。

　その中で、特に目を引くオブジェがあった。

「あら、高橋くんがいるわ」

「誰がタヌキだ」

　四つん這ばいで泣き叫ぶタヌキの背にうさぎが乗っているという、状況がよく読めないオブジェを指差す七瀬にツッコミを入れる。

「ここ、カチカチ山の舞台なんだ！」

　瑠花さんが物知り顔で言う。

「ああ、なるほどそれで……どんな話だったっけ、カチカチ山って」

「老婆を殺したタヌキを、老ろう爺やの代わりにうさぎがぶっ殺す話よ」

「そんな物騒な話だったっけ!?」

　いたずらしたタヌキをうさぎが懲らしめる話で、人が死ぬような話じゃなかったような。

「子供向けにはマイルドに変換されているようだけど、原作は割とえげつない話だったみたいよ。この説明板に書いてあるわ」

「へえ、どれどれ……本当だ……」

　木製の説明板に、カチカチ山について記述されていた。

　原作のタヌキは、おばあさんを殺してばばぁ汁にした後、おじいさんを騙だましてそれを飲ますような、相当なサイコクレイジーフレンズだったようだ。

　除のけ者はいないと謳う毛モノフレンズでも、コイツだけは除け者にされるに違いない。

「まさか、富士山まで来てカチカチ山の原作を知ることになるとは」

　こういった新しい知識が増えるのも、旅の楽しみの一つである。

「カチカチ山もいいけど、早く富士山見よ！　ここからの眺めは最高だよー」

　瑠花さんの声で振り向き──息を吞のんだ。

「おお……」

　展望台の端、安全柵のところまで歩く。富ふ士じ吉よし田だ市の街並みと富ふ士じ急きゅうハイランドを隔てて、視界に収まり切らないほど大きな山が聳そびえ立っていた。

「でっか……」

　思わず言葉が漏れた。標高３７７６ｍ、日本一高い山として知られる富士山は、その高さよりも横幅の広さの方が凄すごいと思った。誇張抜きで、視界に収まり切らないのだ。

　大きさ、存在感に圧倒された次は、その姿に心を奪われてしまう。

　均整が取れた円えん錐すい形のシルエット。下の７割くらいは濃いめの緑、残り上の部分は雪で真っ白に染まっている。美しい、と思った。ただただ純粋な『美』が目の前にあった。オレンジ色に染まる大空と相まって、その光景はまるで幻想的なファンタジー世界のようだ。

　深く息を吸い込むと、冷たく新鮮な空気が胸を満たす。肺にこびりついていた汚れを剝がすように一気に吐き出すと、身体の底から痺しびれるような解放感が湧き上がった。

「来てよかった……」

　確信せざるを得なかった。旅に出なければ今頃、無機質な黒板に書かれていく淡白な板書を、睡眠欲と格闘しながら必死にノートに写していただろう。

「今日は大当たりの日だねー」

　福引で特賞を当てたような声で、瑠花さんが言った。

「当たり外れとかあるのか？」

「そりゃそうだよ、天候によって見え方が全然違うからさ。今日は大当たりも大当たりの日！　宝くじで特賞当たるくらい運がいいよ二人とも！」

「５億円の眺めを見れているわけか」

　実際、最高のタイミングだったんだろう。空が澄んでいて、夕ゆう陽ひとのコントラストも極上で、これ以上に望むものはないと思うほどの光景。

「……ああ、そうだったのね」

　ぽつりと、隣で七瀬が呟いた。普段の冷たい声ではなく、温ぬくもりがある声。

「どうしたんだ？」

「気づいたのよ」

「何に？」

　七瀬がこちらを向く。珍しく持ち上がった口角をさらに上げて、七瀬は言った。

「私、夕陽が好きだったみたい」

　淡く、柔らかい、今まで見たことのない笑顔が、夕陽に照らされキラキラと輝く。

　どこからか吹いてきた一陣の風が、長い黒髪をふわりと靡なびかせた。

　いつも誰かを睨にらんでいて、不機嫌そうに口をへの字にする七瀬涼帆はどこにもいない。綺き麗れいな景色を見て感動する『ただの女の子』がそこにいて──。

　視線が、正面の富士山よりも、横の七瀬に強く吸い込まれてしまった。

「……なに顔赤くしてるの？」

「は、はぁっ？　してないし！　夕陽が反射してるだけだし」

　小学生みたいなリアクションをしてしまった。

「……ふーん？」

　新しいおもちゃを見つけた子供みたいな目をする七瀬。

「夕陽のオレンジと、高橋くんの顔の赤は色彩が一致していないように見えるけど？」

「マジレスするなよ察しろよ」

「ようするに高橋くんは、私に見み惚とれていたという事で良いかしら？」

「察した内容をわざわざ言うんじゃない！」

「ふーーーーーん？」

　ニヤニヤ。七瀬が勝ち誇った笑みを浮かべる。コイツ、完全にわかっててやってんな。

　どうも七瀬にはマウント癖というか、他人よりも優位に立とうとする癖がある。

　多分子供の頃から、他人に競争で勝つ事に重きを置いて来た結果、ナチュラルにそのマインドが育ってしまったのだろう。

「つまり高橋くんは、私に異性的な魅力を感じているという事かしら？」

　ニヤニヤニヤニヤ。七瀬の追撃が止まらない。

　……なんか、やられっぱなしも癪しゃくだな。

　ここで言われるがままなのは男のプライドというか、何かが廃る気がした。

「ああそうだよ、悪いか！」

「へっ？」

　七瀬が虚を突かれた顔をする。俺が認めるとは思わなかったのだろう。

「学年一の美少女って言われてる自覚あんだろ！　俺もそう思うし、事実お前は可か愛わいいよ。だから……つい、視線が行っちまったんだよ」

「……そ、そう……そうなのね？」

　おや？　七瀬の様子がおかしい。

「それなら……まあ、仕方がない、のかしら……？」

　満更でもない様子で、髪の毛をいじいじ。まるで、うぶな乙女のようだ。

　まさか七瀬、褒められるのに慣れてないとか？

　わざとらしいニヤニヤ顔を作って、七瀬に尋ねる。

「なに顔赤くしてんの？」

「は、はぁっ？　してないわよ！　夕陽が反射してるだけ！」

「どこかで聞いたような返しだな？」

「知らないわ、前世の記憶じゃない？」

「ふーん？」

「……何よ？」

「夕陽のオレンジと、七瀬の顔の赤は色彩が一致していないように見えるが？」

「〜〜〜!!」

　日本語じゃない何かを発して顔を逸そらす七瀬。なんだこれ。超楽しいぞ。

　いつもは言われっぱなしの俺だが、やる時はやるのだ！　ふははは！

　ゲシッ!!

「痛いってえ!?　お前！　武力行使は反則だぞ！」

「うるさい！　調子に乗らないで！」

　ゲシッゲシッバキッ！

　二発の蹴りと一発のパンチを入れて、七瀬は「ふんっ」とそっぽを向いた。

「グーはいかんだろグーは……」

「さっきからあーしは何を見せられてるんかなー？」

「知らん、俺が聞きたい」

「わかった！　痴ち話わ喧げん嘩かだ！」

　金髪ギャルが何か言ってるが、これも拾ったら面倒臭そうなのでスルーの方向で。

「（でも、意外だったな……）」

　非の打ちどころのない美少女、七瀬涼帆の弱点。褒められて胸のあたりが擽くすぐったくなる気持ちはわかるが、あれほど動揺するとは思わなかった。

　……もしかすると、七瀬には今まで褒めてくれる人がいなかったのかもしれない。

　そう思うと、胸にぴりりと痛みが走った。ちらりと、横目で七瀬を見る。

　端整過ぎる横顔に、あどけない、母親に欲しかったおもちゃを買ってもらった子供のような、喜色混じりの笑みが浮かんでいた。

　──どくんっ。

　不意に、心臓が不自然に高鳴った。なんだ、今の。

「もえちーのばかーーーー!!」

「おおっ？」

　突然の大声に肩がびくっとする。

「めーーーーーーっっちゃ好きだったのにーーーー!!」

　両手で口に輪っかを作り、身を乗り出した瑠花さんが心の底から叫んでいた。

「幸せになりやがれこんちきしょおおおおおおおぉぉぉぉぉぉーーー!!」

　叫び終えた瑠花さんが、はぁはぁと肩で息をしている。

　そういえばこれ、瑠花さんの失恋ドライブだったなと、今更ながら思い出した。

「……やまびこ、返ってこないな」

「あーしの魂の叫びは、富士山でも返しきれないんだよ」

　瑠花さんがスッキリした笑顔で言う。

　失恋したとは思えない様子だったが……手すりについた両腕が微かすかに震えていた。

　……本当に、好きだったんだろうな。なんだか、俺までやりきれない気持ちになる。

「やっぱり、わからないわ」

　七瀬が、瑠花さんに向き直って言う。

「んえ？　何が？」

「失敗するってわかっていたのに、なぜ告白を決行したの？」

　こてりと首を傾かしげる瑠花さん。質問の意図がわからない、といった様子だ。

「相手は同性で、しかも彼氏がいて……絶対に失敗するって、傷つくってわかっていながら、なぜ告白をしたのかと聞いているの」

　七瀬の視線が、震えていた瑠花さんの両腕へ。その表情は、真剣だった。

「なんで、って言われてもなぁ……」

　腕を組み、難しい顔をして首を左右にゆらゆらする瑠花さん。

　七瀬がこんな質問をした理由を、俺はなんとなく察していた。

　七瀬にとって、失敗は重く、許されない事。ゆえに、理解できなかったのだろう。

　明らかに分が悪すぎる告白に、瑠花さんが突撃していった事が。

　瑠花さんの行動原理はなんだったのか、七瀬は知りたいのだ、きっと。

「普通に嫌じゃない？」

「……嫌、とは？」

「失敗するより、自分の気持ちを押し殺すほうが、あーしはヤダなーって」

「それは、そうかもしれないけど……」

「そもそもあーし、わかんないんだけど」

　まるで、赤子が母親に疑問をぶつけるように、瑠花さんが尋ねた。




「失敗ってそんなダメな事なの？」




　七瀬の表情が固まる。

「ダ、ダメに決まってるじゃない」

「決まってるの？　なんで？」

「なんでって……」

　そこで、七瀬は口を噤つぐんだ。迷子の子供のように、視線を彷徨さまよわせていた。

　──テストも、かけっこも、ピアノも、美術の発表会も、他者と競争する事に関して、親は私に、一切の妥協を許さなかった。

　親に一方的に結果を強要され続けた結果、『失敗をしてはいけない』という強迫観念を植え付けられた七瀬。おそらく、そこに七瀬の意思はない。だから、答えられないのだ。

「と、とにかく、ダメなものはダメなのよ。失敗したら、何かしら不利益を被こうむる。合理的に考えて、利益は最大化を図った方が良いに決まってるじゃない」

「んー……」

　瑠花さんは顎に人差し指を当てて、頭上に疑問符を浮かべた。

「よくわかんないけど、あれだね、りっちゃん、もうちょっとバカになったら？」

「……は？　バカ？」

　今度は七瀬が怪け訝げんな顔をした。

「そーそ！　あーしみたいに、バカになろ！」

　きゃぴん☆と決めポーズを取る瑠花さん。

「自覚はあるのね」

「いや〜、それほどでも！」

「褒めてないから」

「とにかく」

　ぴんと、瑠花さんが人差し指を七瀬に向け、子供を諭すみたいに言う。

「色々と考えすぎなんだよ、りっちゃんは。もっと肩の力抜いた方が良いと思うよ」

「肩の力を、抜く……」

「そーそ！」

　にへらっと笑う瑠花さん。

「いいんだよ、失敗しても。別に死ぬわけじゃないんだし」

　瑠花さんの言葉に、七瀬が目を見開く。失敗してはいけない、という価値観を絶対的な信条としていた七瀬にとって、瑠花さんの言葉は青せい天てんの霹へき靂れきだったようだ。

「今まで何があったのかはわかんないけど」

　一歩、二歩。七瀬の目の前に来て、優しげに笑って、瑠花さんは言った。

「もっと気楽に生きよーよ」

　それはまるで、魔法の言葉だった。全身にのしかかった重たい荷物をたちまち消しとばしてくれるような。瑠花さんが言うから、説得力があった。

　ぶっちゃけ瑠花さんは、色々とアレだ。校則何それ美味おいしいの的なファッションとか、３年留年している点とか、ツッコミどころ満載な痛車を乗り回している点とか、基本何も考えてなさそうな意思決定をして突っ走る点とか。本当に、色々とアレな部分はある。

　でもそれ以上に瑠花さんは、いつも笑顔で楽しそうなのだ。

　だからこそ、瑠花さんの言葉はストレートに響くものがあった。

「ね？」

　にっこり、瑠花さんが七瀬に満面の笑みを浮かべる。しばらく、七瀬は表情の動かし方を忘れたみたいに呆ぼう然ぜんとしていた。しかし、やがてバツが悪そうに顔を逸らして。

「……一考はしておくわ」

「だ〜か〜ら〜！　難しく考えすぎなんだってばー。もっとバカになろ！」

　そう言って、瑠花さんが謎のダンスを披露し始める。

　毛モノパークで猿のフレンズが踊ってそうな感じの。

「かーくん今、絶対失礼なこと考えてるでしょ？」

「上手に踊れてえらいなって思ってるよ。バナナいる？」

「うきー！　あーしは猿じゃない！」

「猿じゃん」

「猿ね」

「猿だったわ」

　……ぷっ。なんだそれ。アホすぎて笑えてきた。瑠花さんもツボったのか、腹を抱えて笑い始めた。七瀬も……口に手を当て、くすくすと笑みを漏らしていた。

　こんな、純粋に面白くて笑ったのはいつぶりだろうか。

　しばらくして笑いが収まってから、瑠花さんが唐突に言った。

「よし！　せっかくだから自撮りしよ！」

「自撮り……ああ、噂うわさに聞く陽の国の風習か」

「えええ!?　もしかして、やった事ないの？」

「むしろいつやるんだ？」

「え？　普通に友達とどっか行った時とか？」

「あー……友達」

「あ、ごめん！　もしかして友達いない人だった？」

「ナチュラルに急所を刺してきたな？」

　それもナイフとかじゃなく日本刀でぶっ刺してきやがったな。

「そっかー、でも大丈夫、安心して！」

　ドンっと、瑠花さんが大きく張った胸を叩たたく。

「あーしが、かーくんとりっちゃんの友達だから！」

「いつから私は貴方あなたの友達になったのかしら？」

「はいはいはーい、水臭い事言わない！　えいやっ」

「ちょ、ちょっと！」

　瑠花さんが七瀬に後ろから抱き着いて頰をすりすりしている。これを見て友達と思わない奴やつはいないだろう。恐るべしギャルニケーション。

「というわけで、今日が二人の初自撮り記念日だね！」

　七瀬に引き剝がされた瑠花さんがパンッと手を打って言う。

「私は別に、撮るって決めてないのだけれど」

「自撮りするのに決めるも何もないでしょ！　こういうのこそノリと勢いっしょ」

　すちゃっ。おいその自撮り棒どっから出した？

「はいはい並んで〜！　富士山がバックに入るように！　あ、りっちゃん、前髪は整えておいた方がいいよ？　かーくんも、とびきりのキメ顔をよろしく！」

　瑠花さんが慣れた様子で指示出しをする。

　七瀬は完全に瑠花さんのペースに吞のまれたのか、諦めたように従っていた。

「どんな顔をすれば良いのか、わからないわ」

「笑えば良いと思うよ！」

　エヴァのロボット少女みたいなやりとりをしている瑠花さんと七瀬の後ろに並ぶ。

　正真正銘、人生初自撮りというのもあって謎に緊張してきた。

「じゃ、いくよー！　はい、チーズ！」

　カシャッ。

「りっちゃん表情堅い！　かーくん目瞑つぶってる！　初心者感丸出しわろた！」

　ぶひゃひゃひゃっと瑠花さんが愉快そうに笑う。

　静かに拳を握りしめる七瀬を、俺は必死に宥なだめた。

「でも、これはこれで良い思い出スリーショットが撮れたね」

　うんうんと、瑠花さんが満足気に頷うなずく。

「せっかくだから、私単体でも撮ってちょ！」

　瑠花さんが俺にスマホを渡してきた。

　富士山を指差し、快活な笑みを咲かせる瑠花さんをフレームに収める。

「ありがと！　かーくんも撮ってあげる！」

「え、俺も？」

「当たり前じゃーん。ささ、そこ立って！」

　言われるがまま、ソロで立たされる。なんだこれ。さっきと緊張が段違いだ。

　表情筋がカチコチに強こわ張ばっていく感じがした。

「はい、チーズ！」

　カシャッ。

「地縛霊かな？」

　化けて出てきた心霊写真みたいになってもうた。ぶっひゃっひゃと、瑠花さんがまた大笑いしている。俺の拳にも力が入りそうになった。危ない危ない。

「じゃあ最後、りっちゃんも！」

「私はいいわ。さっきので充分」

「えー！　せっかく来たんだからさ、記念に撮っておきなよ！」

「私には必要ない。見返す事もないだろうし」

「あーしにはあるの！　見返して、かんわいいりっちゃんをハスハスし……こほん、今日という大切な思い出に浸りたいの！」

「そこまで言っておいてよくもそんな白々しく言い替えられるわね」

「とにかく撮ろ！　今すぐ撮ろ！　さあ、早く！」

「ちょ、ちょっとっ!!　目が怖いわよ、貴方!?」

「一考するんじゃなかったの？」

「うっ……」

　ニヤリ。瑠花さんが意地の悪い笑みを浮かべる。

　七瀬は悔しそうにした後、大きな大きなため息をついて最小ボリュームで言った。

「……１枚だけなら」

「そうこなくちゃ！　じゃありっちゃんも、そこに並んで……」

　きゅぴんっと、瑠花さんが頭上に豆電球を灯ともした。

　何か、良からぬことを思いついたような。

「はい！」

「え？」

「かーくん、撮ってあげなよ」

「俺が？」

　いきなりスマホを渡され狼ろう狽ばいする俺に、瑠花さんがニマニマしながら耳打ちした。

「こういう小さい部分で距離を詰めておけば、かーくんの恋は成じょう就じゅすると思うよっ」

「は、はあっ!?　いきなり何言ってんだよ!?」

　だいじょーぶだいじょーぶ！　おねーさんは全部お見通しだから！

　みたいな顔で親指を立ててくる瑠花さんの頰をスマホでビンタしたくなった。

「何コソコソ話してるの？」

「ううんなんでも！　ささ、早く早く」

　とんっと背中を押される。

　もつれそうになる足になんとか鞭むち打うって、俺は七瀬にスマホを向けた。

「（……くそ、手が震える）」

　瑠花さんが変なこと言うから、妙に意識してしまっている。

　スマホの画面越しでも、七瀬は可か憐れんで綺き麗れいな美少女だった。

　むすっとした面持ちすら、そういう表情を題材にしたモデルのように見える。

「（でもやっぱり……笑顔が一番可か愛わいいんだよな）」

「……何よ？」

「あ、いや……もっと笑ったら？」

「あいにく、その表情は登録されていないの」

「ＡＩかよ。さっき夕ゆう陽ひ眺めてた時の表情を参照すればいいじゃん、可愛かったし」

「か、かわっ……貴方ねえ……」

　カシャッ。

　お、なかなかいい表情が撮れた。

「ちょっと!?」

　七瀬が慌てた様子で手を伸ばしてくる。

「ダメ、それは反則！　撮り直しなさい！」

「あれ、１枚で良いんじゃ？」

「そ、それでも……ダメなものはダメなの！」

　むうううっと、ゲームで負けた子供みたいに頰を膨らます七瀬。

「（なんだよその反応……！）」

　とんだ不意打ちだ。いつもクールで素っ気ない七瀬が見せるギャップの破壊力たるや水爆の如ごとし。動揺を悟られないように咳せき払ばらいをして、改めて七瀬にスマホを向ける。

「最高のキメ顔を頼む」

「しないわよ、キメ顔なんて」

　素っ気なく言ってから、こちらを向く七瀬。

　キメ顔はしない。そう宣言した七瀬だったが、最高の表情を彩いろどってくれた。

　ふわりと持ち上がる口角、優しげに細められた双そう眸ぼう。自然な笑顔だ。

　風になびく長髪を押さえるように手を翳かざす所作すら、息を吞むほど美しい。

　夕焼け、富士山、七瀬涼帆という三大美が最高の状態で画面に収まり──。

　──綺麗だ。

　カシャッ。




　　　　◇◇◇




　撮影会後、山頂でしばらくぶらぶらしてからロープウェイで下山した。

　時刻は18時過ぎ。駐車場に戻って来る頃には、陽はすっかり沈んでしまっていた。

　瑠花さんとの提案でＬＩＭＥを交換した後、撮った写真を送ってもらう。

「悪くないわね」

　俺が最後に撮った１枚を、七瀬はそう評した。

　相変わらず堅い表情だが、頰が微かすかに緩んで見えるのを見逃さない。

「いやあ、りっちゃんマジで美少女……ハスハスしたい……現像して額縁に入れてそれで……うへへへ」

　なんか危ない人いる。

「湖にぶん投げるわよそのスマホ」

「あーしの家宝になんて酷ひどい事を！」

「映ってるの私なんだけど」

「よし、じゃあそろそろ帰ろっか！」

「本当に人の話を聞かないわね貴方は」

　帰りは安全運転でという七瀬の言葉も聞いてないのではと心配したが、杞き憂ゆうだった。

　出発後10分くらいで眠くなるくらい、平和な運転だった。

　助手席で七瀬が銃口を向けるかのような威圧感で瑠花さんを牽けん制せいしていたお陰だ。

　熱海駅に帰ってくると、もう夜はどっぷり更ふけていた。

　瑠花さんはこの後、友達と予定があるらしく、そのままお開きの流れになる。

「よかったら一緒に来ない!?」と誘われたが、これ以上初対面の人とわちゃわちゃする元気は残っていないため丁重に断った。

「二人とも、今日はありがとう！　お陰で、超スッキリしたよ」

　言葉通り、温泉上がりのような笑顔で言う瑠花さん。

「こちらこそ、運転ありがとう。控えめに言って、最高だった」

　今日この出来事を、これから何度も思い返す。

　その確信があるくらい、素晴らしいひとときだった。

「そう言ってくれて嬉うれしいよ！　りっちゃんも、楽しんでくれたようで何より！」

「まだ一言も感想を言ってないのだけれど」

「言わなくてもわかるもーん。楽しかったっしょ？」

「素直に認めるのが癪しゃくに障さわるわね……まあ、それなりに楽しめたわ。ありがとう」

　七瀬も珍しく、素直な言葉を口にしていた。

「うんうん、ほんのちょっとだけ、肩の力抜けたみたいだねー」

　瑠花さんが嬉しそうに頷く。

「貴方あなたはちょっと抜けすぎだと思うから、もう少し引き締めた方が良いと思うわ」

「一考しとく！」

「ミリも考える気無さそうね」

「今のところ人生楽しくやってるし、別にいっかなって」

　あっけらかんと笑う瑠花さん。事実、楽しくやっているのだろう。

　だから多少嫌な事があっても、悲しい事があってもすぐに立ち直れるのだ。

　まあ、人生そんな事もあるよね、くらいに。

「というか、ずっと気になってたんだけど」

　不意に、瑠花さんが不満げな表情をして言う。

「りっちゃん、なんであーしのこと『貴方』呼びなの？」

「別に、特に深い理由はないけど、何か問題でも？」

「えー、なんか距離感あってヤダ」

「誰かさんにも似たような事言われたわね」

　ちらりと、七瀬が俺を見やる。

　そういう事やぞ、と念を送ったら不審者を見るような目で返された。なんでや。

「まあ、私としてはなんと呼ぼうが識別ができれば構わないけど」

「ほんと!?　じゃあ、瑠花ねえさんって呼んで？」

「留年３年さん」

「響きが微妙に似てるしその通りなんだけど違う!!」

「冗談よ…………………………月乃さん」

「随分と溜ためた上に苗みょう字じ呼び!?」

「何故なぜか……わからないけれど、口にするのは憚はばかられたのよ」

「ははーん、さては照れ屋さんだな？」

「どうとでも言いなさい」

「ま、良しとしよっか！」

　しゃーなしだかんねっと、瑠花さんは腰に手を当てて胸を張った。

　朝と比べると、随分と仲が良くなったものである。

「さてさて、親交も深まったところで寂しいけど、ばいばいしよっか」

「そうだな、もう夜も遅いし」

　乗るのが死ぬほど億おっ劫くうだったパンケーキ号とも、お別れとなると寂しいものだ。

「それじゃあ改めて、かーくん、りっちゃん、今日はありがとう！　また熱海に来る時は絶対連絡してね！」

「こちらこそ！　ああ、また来る時には連絡するよ」

「絶対かはわからないけど、善処するわ」

「最後までりっちゃんらしくてわろた。それじゃ、ばいばい！」

　その言葉を最後に、瑠花さんはパンケーキ号を走らせ去っていった。

「いやー、凄すごい人だったな」

「史上最大の竜巻を受けた気分だわ」

「まあ、想定外も旅の醍だい醐ご味みってね」

「旅の醍醐味、って言ったら全て許されると勘違いしていない？」

「でも、楽しかっただろ？」

「……否定はしないわ」

　素直じゃない奴やつめと、思わず苦笑を浮かべる。

「さて、どうしよっか。もう遅いし、今から移動するのはちょいしんどみだけど」

「そうね。もう一泊して、明日の朝に熱海を発たちましょう」

「それがいいな。とりあえず、どっかで夜ご飯食べよう」

「そうしましょう」

　七瀬が先を歩き出す。

「あれ、もうお店、決まってるの？」

「いいえ、特には」

「調べていかないのか？」

　日中は昼飯も、温泉も、デザートも、全部ネットに頼っていたのに。

「ぶらぶらしてふらっとお店に入るのも、旅の醍醐味なんでしょう？」

　聞き間違いかと思った。

「どういう風の吹き回し？」

「別に……私だって、人の話くらい聞くわよ」

　どこかバツが悪そうに言ってから、七瀬が先を歩き出す。

　しばし俺は呆ぼう然ぜんとしたが、すぐに彼女の後を追う。七瀬の隣に並んだ時、俺は自分の胸が温かくなっている事に気づいた。嬉しかったのだ。あれだけ失敗に対して絶対的な拒絶感を抱いていた七瀬が、自ら失敗する可能性のある選択を取った事を。

　瑠花さんの言葉を借りると、七瀬なりに気楽に考えてみたのだろう。

　昨日今日を通して訪れた、七瀬の明確な変化。間違いなく、瑠花さんとの一いち期ご一いち会えのお陰だ。本人に言っても認めないだろうから、言わないけど。

「何ニヤついてるのよ」

「いや別に……来てよかったなと思って」

　俺が言うと、七瀬はふっと口元を緩ませて言った。

「それは同感ね」

　熱海に来てよかった。俺は心から、そう思った。










第三章　浜はま松まつ




「問題。ナマケモノの平均睡眠時間はどれくらいでしょうか？」

　10月22日、金曜日。チェックアウト後、ホテルのロビーで七なな瀬せがクイズを出してきた。

「……12時間くらい？」

　わりかし真面目に答えると、七瀬は有罪判決を言い渡すような顔で口を開く。

「不正解。正解は、15時間から18時間よ」

「超寝るじゃんナマケモノ」

「次の問題です。高たか橋はしくんの昨日の睡眠時間は何時間でしょう？」

「……15時間です」

「ナマケモノに改名しなさい」

　七瀬の背後からゴゴゴゴと禍まが々まがしいオーラが噴出している。どうやらお冠らしい。

「ま、まあー、昨日はたくさん動き回ったからな。なんかめっちゃくちゃ疲れ溜まってて、部屋に戻るなり爆睡しちゃってさ」

「それで、チェックアウト10分前に目が覚めたと？」

「いやーー、びっくりしたよ。目が覚めてスマホ見たら七瀬から不在着信が来まくってるし、誰かがドアを借金取りみたいに叩たたいてるし」

「私もびっくりしたわ。なにせ、チェックアウト１時間前出発を目安にゆったり準備していたはずなのに、誰かさんがナマケモノになるせいで、ドアを叩かないといけない事態になったんですもの」

「警察が俺たちを連行しに来たんじゃないかってびっくりしたよ」

「私も、チェックアウトの時間に間に合わないんじゃないかとヒヤヒヤしたわ」

「でも流石さすがに焦あせり過ぎじゃね？　チェックアウトの時間、少しくらい過ぎても超過料金はかかんないだろうし」

　七瀬は何かと計画や時間にカッチリするタイプだ。

　チェックアウト時間が10時と決められていたら、絶対にその時間までに鍵をフロントに返却したい、という強い考えがあったのかもしれない。

「……になったのよ」

「え？」

「心配になったのよっ、何十回電話かけても出ないし、ドア叩いても音沙汰ないし……何かあったんじゃないかって心配したの、少しだけ！」

　どう見ても少しだけじゃない様子で七瀬が言った。

　しばらく、七瀬の言葉を咀そ嚼しゃくできなくて呆ほうけてしまった。

　少しして意味を理解した後、なんとも言えない気恥ずかしさが到来した。

「……それは、ごめん」

　謝罪を口にすると、今度は七瀬が目を逸そらした。

　ほんのりと赤くなった耳が見えて、何故か俺の体温まで上昇した。

「でもありがとう、心配してくれて」

「だから少しだけよ、少しだけ」

「とりあえず、今のところ俺は健康体だから、安心してくれ」

「当然よ。私より先に高橋くんが死ぬなんて、本末転倒だわ」

「それは確かに」

「せめて私が死ぬまでは生きてなさい」

「じゃあ、あと70年は死ねないな」

「意外とすぐに死ねるようになるかも？」

「せめてこの旅が終わるまでは生きていてくれ」

「それは……気分次第ね」

　七瀬が言葉を濁す。この様子だとまだ、自殺願望は消え去っていないらしい。

　まあでも、七瀬の性格的に何も言わずふらっと旅立つような真ま似ねはしないだろう。

　しないと信じるしかない。俺にできる事といえば、目の届く範囲で七瀬が変な気を起こさないよう目を光らせておくくらいだ。

「てか考えてみれば、俺と七瀬はお互いの事をほとんど知らないよな」

「藪やぶから棒に何を当たり前なことを？」

「いやほら、仮にも一緒に行動しているんだし、今回みたいなことが起こらないためにも、睡眠の特性とか共有しておいた方が良いかなと」

「珍しく一理あること言うわね」

「珍しくは余計じゃい。で、俺は人より眠りが深くて長時間睡眠が必要な身体からだだから、応答がない時は十中八九寝ていると思ってくれ」

「日中はさほど頭使ってなさそうなのに、やけに休眠は必要なのね」

「さほど頭使ってないも余計じゃい」

「ロングスリーパー気質なのは理解したわ。次からはそう思う事にする」

「助かる。ちなみに、七瀬はどうなんだ？」

「……」

「なんで俺、ゴミを見るような目を向けられてんの？」

「人の眠りの特性を聞くなんて、睡眠中にいかがわしい事をしようと企たくらんでいるようにしか思えないわ」

「しねーわ！　企てたとしても、遠回しすぎるわ！」

「冗談よ。深さはランダムだけど、普通は６時間、疲れている時には７・５時間の睡眠をとるようにしてるわ」

「睡眠までスケジュール管理されているとは思わなんだ」

「６時間以上、１・５の倍数時間が私のベスト睡眠時間だとわかってから、勉強効率も行動効率も段違いに上がったの。まず人がすべきなのは、自分の身体のスペック調査ね」

　生き生きとした様子で語る七瀬。効率化、合理化の話題になると、わかりやすく七瀬のテンションが上がる。という事くらいは、七瀬に対する理解が深まっていた。
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　熱海あたみ駅。改札を通る前に七瀬に尋ねる。

「どっか行きたいところはある？」

「あの世」

「この世で頼む」

「今度は高橋くんが決めたら？　熱海も、富ふ士じ山さんも私が提案したし」

「確かに」

　腕を組んで考えてみる。しかし、パッと出てこない。ここに行ってみたい！　という欲が湧いてこないのだ。今まで自己主張というものをあまりしてこなかった。親や教師に言われるがままに行動をしてきたため、主体性というものが希薄なのかもしれない。

　気がつくと、七瀬が許すかとか、喜ぶかとか、そんな判断基準で考え始めていた。

「念のためだけど、私に気を遣って決めないでね」

「エスパーかよ」

「やっぱり。なんとなく、そんな気がしたわ」

「凄すごい洞察力だな」

　これは確信を持って言えるが、七瀬は人を見る能力が高い。

「……気持ちはわからないでもないけど」

「え？」

「なんでもないわ」

　聞こえていたものの、真意がわからなかった。

　どういう意味だろう……って、今はそれどころじゃない。

　俺が行きたいところは何処どこか。現在地は静岡県熱海市。静岡と言えば……。

「……『さわやか』のハンバーグが食べたい」

「さわやか？」

　七瀬が不思議そうに首を傾かしげる。

「そうそう、静岡のローカルファミレスの。ネットでたびたび話題になるやつ」

「ＳＮＳはノータッチだから、わからないわ」

「つぶやきったーとかダラダラ見てなさそうだもんな」

「さほど信しん憑ぴょう性もない無益な情報をただ流し込む作業になんの意味があるの？」

「今この瞬間、何千万人か敵に回したぞ」

「顔の見えない何千万人に嫌われてもなんら不都合は無いわよ」

「見習いたいそのマインド」

「それで、そのあざやかとやらは、どんなハンバーグなのかしら？」

「さわやかな。えーと……ほら、これ」

「あら、美味おいしそうじゃない」

　ディスプレイに表示された画像を見ながら、七瀬が頷うなずく。どうやら好感触のようだ。

「どこにあるの？」

「静岡県内なら割とどこにでもあるイメージ」

「地域密着型なのね。……浜松にもある？」

「ちょっと待ってな、えっと……お、あるみたい」

「なら、浜松の店に行きたいわ」

「別にいいけど、浜松に何かこだわりがあるのか？」

「……ちょっとね」

　七瀬が意図的にぼかしたのが分かった。気になったが、まあ、いいか。

　浜松へは普通列車でのんびり行く事を提案したが、「新幹線だと１時間も節約できるわ」という七瀬の効率厨ちゅうが発動したため再び新幹線に乗り込んだ。

　昨晩、寝落ちして日課の動画編集ができなかったため、着くまで作業をしようとノートＰＣを開く。『よしよしヨッシー』チャンネルを開き、昨日投稿された最新動画をダウンロードしていると、七瀬が興味深げにディスプレイを覗のぞき込んできた。

「何をしているの？」

「動画編集して、ヨーチューブに投稿してる」

「高橋くん、食べ物を粗末にしたり、変な顔をしたりしてお金を稼ぐ人だったの？」

「ヨーチューバーへの偏見がひどい」

　あながち間違ってはいない気はするが。

「まあ、厳密には俺はヨーチューバーじゃなくて、切り抜き師という立ち位置かな？」

「きりぬきし？」

　七瀬が首を傾げる。

「そう。このヨーチューバーのチャンネルの動画をカット編集……切り抜いて、自分のチャンネルに投稿してるんだ」

　ヨッシーさんのチャンネルの動画を見せる。画面の中で、ヨッシーさんが視聴者のネガティブ質問に対し、いつも通り明るい調子で回答していた。今まで俺一人で視聴していたコンテンツを、七瀬も見ているというのはなんだか妙な気分だった。

「なるほど、高橋くんのよくわからない屁へ理り屈くつは、このチャンネルの賜たま物ものなのね」

「屁理屈言うなし。何事もポジティブに変換できる素敵なマインドと言ってくれ」

「物は言いようね。それで、なんでこんなことしているの？　信者？　布教活動？」

「最後の言い方含みが凄いな。まあ、多少はヨッシーさんの事がもっと多くの人に広まって欲しいなってのは、あるけども」

　中学時代。色々あってちょいと病んでた時期にヨッシーさんのチャンネルと出会い、救われた経緯がある。

「後は単純に、お金になるからやってる感じかな」

「へえ、収益が得られるのね。どうやって？」

　どうやら興きょう味み津しん々しんのご様子。俺は搔かい摘つまんで説明した。ヨッシーさんの投稿スタイルは基本、２時間以上の長ちょう尺じゃく生配信。生配信の動画はアーカイブとしてヨーチューブに投稿されるが、尺が長いため視聴するのに中々カロリーを消費する。そこで俺は、質問ごとに動画をカットして１本５分程度の短たん尺じゃく動画としてヨーチューブに再投稿を続けた。

　その動画たちが、短い尺の動画を見たい層にマッチし再生数が伸びた。

『ヨッシーの切り抜きちゃんねる』という名前で投稿を始めて１年。

　チャンネル登録者数は３万人を超え、高校生にしてはかなりの収益を得られている。

「なかなか面白い仕組みじゃない」

　七瀬が感心したように頷く。

「１本５分程度だと、休み時間とか通勤時間にちょこっと動画を見たい層にマッチするし、仮に２時間の動画が上がったら分割して20本以上作れてストックも貯ためやすいしで、一石二鳥な仕組みね」

　頭の回転が速い七瀬は、すぐに構造を理解したようだ。

「でもそれ、著作権的に大丈夫なの？」

　七瀬がもっともなツッコミを入れてくる。

「大丈夫だよ、ヨッシーさん本人には許可を得ているし。ヨッシーさん自身、こうした短尺動画が窓口になってより認知されるから、むしろもっとやって欲しいって」

「ああ、なるほど。短尺動画自体が拡散されて、結果的に大元のチャンネルの認知が広がっていく、という仕組みね。なかなかウィンウィンな関係じゃない」

「お陰様で、何も考えずに旅行にお金を突っ込めるくらいは稼げてるな」

「凄くイマドキって感じ……いつも何をやっているのかと思ったら、そういう事だったのね」

　七瀬が合点がいったように小さく呟つぶやく。

　後半は、どこか別の意味を含んでいるような気がしたが、気のせいだろうか。

「凄いじゃない」

　耳を疑った。幻聴ではないかと瞬まばたきする。

「何よ」

「いや……七瀬も人を褒める事、あるんだなって」

「私の事なんだと思っているの」

　心外だわ、とため息をつく七瀬。

「賢い仕組みには感心するし、凄いと思うものでしょ。しかも仕組みを作っただけじゃなくて、ちゃんと続けて収益も得られているのだから、もっと凄いに決まってるじゃない」

「……っ」

　胸が温かくなった。嬉うれしかった。俺のこの活動を褒められた事、今まで一度もなかったから。友人にも、先生にも……親に至っては「こんなくだらない事に時間をかけるな！」と怒鳴られる始末だ。

「……ありがとう」

「礼を言われるような事は言ってない」

　そこで会話は途切れた。七瀬が本を取り出し、読み始める。作業ができるよう気を遣ってくれたのだろう。気遣いに甘えて編集に戻る。心なしか、いつもよりタイピングが軽快だった。編集に集中していると、あっという間に浜松に到着した。

「おー、思った以上に栄えてるなー、浜松」

　駅前に聳そびえ立つ、ハーモニカを連想させる高層ビルを見上げながら俺は言う。

「県庁所在地の静岡よりも人口が多いらしいわね。都会度で言うと、どっちが……」

「その話題ストップ。炎上する」

　同規模の都市同士のどっちが都会か対決は、突つついてはいけない禁忌領域だ。

　荷物をコインロッカーにぶち込んだ後、さわやかへ向かう。

　目的の店は駅前の百貨店のレストラン街にあった。

「凄い人気ね」

　時刻は11時30分ごろ。お昼時には早い時間だが、店前にはすでに行列ができていた。

「行列は得意？　ちなみに俺は平気」

「行列に並ぶという経験をした事がないから、わからないわ」

「へえ。そもそもお店でご飯を食べないとか？」

「家政婦さんがいつも作ってくれてたから、基本、外食はしないわね」

「まさかのブルジョワだった」

「ブルジョワかどうかはわからないけれど、金銭面では裕福な家庭だったと思うわ」

　特段、驚きはなかった。七瀬は、英才教育を施された良いところ出のお嬢様と言われても遜色ない雰囲気を纏まとっているし、そもそも今回の旅費もだいぶ使っているはずなのに平気な顔をしているから、やっぱり家がお金持ちなんだろう。

　そういえば、七瀬の家庭的な情報を聞くのはこれが初めてかもしれない。センシティブな気配があったため意識的に聞かないようにしていた、というのはあったが。

「行列の件だけど、私の性格を客観的に分析するに、ただ列に並ぶというなんの生産性もない行為が精神的に健全かと聞かれると、あまり健全ではない気はしていて」

「よし、とりあえず並ぼうか」

「あ、ちょっと……」

　つらつらと理屈を並べる七瀬を置いて、俺はさっさと順番待ちリストに名前を記入して並び椅子に座る。

「私の意思をガン無視するなんて、いい度胸ね」

　ジトーと非難の目線を向けてくる七瀬。

「経験をした事がないなら、とりあえず経験してみようぜ。意外と、やってみたら悪くないかもしれないぞ」

「何もしないでぼーっとするなんて、悪くなる可能性しか浮かばないんだけれど」

　ダラダラＳＮＳを眺める習慣がない七瀬には、手持ち無沙汰になってしまうのだろう。

「よし、それじゃあ行列に並んでいる時のおすすめの時間の潰し方を伝授しよう」

「無益な情報を流し込むのはしない主義だって言わなかったかしら？」

「まあまあ落ち着け。まず、ヨーチューブを開くだろ？」

「ヨッシーチャンネルとやらは間に合ってるわ」

「いや、ヨッシーさんの方じゃないから。いいから、騙だまされたと思って開いてみ」

「むう……絶対ロクなことじゃない」

　ぶつくさ言いながらも、ちゃんとやってくれるあたり根は素直だよなぁと思う。

「開いたわ」

「よし、次に『さわやか　ハンバーグ』で検索してくれ」

「有象無象のグルメ系ヨーチューバーの動画が出てきたけど」

「有象無象言うな。肉類のお店なら、肉汁ＴＶか、あっくんの外飲みグルメあたりの動画がおすすめだな」

「さっきから高橋くんは、私に何をさせようとしているの？」

「行列に並んでいる間、その店のレビュー動画をひたすら見続けるんだ。そしたら、食欲と期待値が極限まで上昇して、行列中でもワクワク感を楽しめる！」

　七瀬が胡う散さん臭くさい宗教が訪ねてきた時のような目になった。

「無意味な時間を過ごす未来しか見えないんだけど」

「まあまあやってみ。グルメレビュー動画、意外とクセになるぞ」

「しつこいわね。そんな無生産な動画、この私がハマるわけないじゃない」

　20分後。

「……あの、七瀬？」

「話しかけないで、もうすぐ実食シーンなんだから」

　どハマりしていた。視聴開始20秒くらいで「くだらないわね」と唾棄されるものと思っていたから、驚く。意外にも、七瀬はエンタメに対するハードルが低いのかもしれない。考えてみればそうか。多分これまで、ろくに摂取してこなかったんだろうから。

「２名でお待ちの高橋様〜」

　呼ばれるなり、七瀬が俺よりも早く立ち上がった。

「高橋くん、決戦よ」

「ノリノリだな……」

　俺よりもハンバーグを楽しみにし始めた七瀬の先導で入店する。店内は家族連れからおひとり様まで客層は幅広く、地域住民から愛される店を体現したような空間だった。

　テーブル席に通され、メニューを開く。１ページ目に、看板メニューのげんこつハンバーグがデカデカと記載されていた。イメージ画像でもめちゃくちゃ美味おいしそうだ。

　おっ、でもステーキも美味しそうだな。気分的にはステーキかもしれ……。

「まさか、ここにきてステーキを頼むだなんて言わないわよね？」

「殺し屋の目かな？」

　今からアツアツのハンバーグを頰張ると言うのに、背筋に冷たいものが走る。

　ステーキを注文しようものならナイフで突かれそうな気がしたので、大人しくハンバーグランチを注文することにした。注文後、すぐに食前のスープがやってきた。野菜やキノコなど具沢山のスープにほっこりしていると、すかさずアツアツの鉄板がやってくる。

　ああ、これはあれだ。死ぬほど美味うまいやつだ。

「待ちなさい、高橋くん」

　早速フォークとナイフを取ろうとすると、七瀬にストップをかけられた。

「料理を目の前にして食べさせないという新手の拷問か？」

「違うわよ、わかっていないわね。ここから店員さんがハンバーグを切り分けてくれて、中の生の部分を鉄板で焼いてくれるのよ。というわけで、まずは焼き加減を伝えなさい」

「俺より詳しくなっていて草」

「なに草生やしてるのよ」

「七瀬がそれ言うと新鮮だな」

　そんな俺たちのやりとりを微ほほ笑えましい様子で眺める店員さんに、七瀬は迷いのない声で「ミディアムレアで」とオーダーする。

　俺は通っぽく「レアで」とか言いそうになったが、生焼けはなんとなく怖い気がしたので「……同じで」を陰キャに相応ふさわしいテンションでオーダーした。死にたい。

　七瀬の言う通り店員さんがハンバーグを切り分け、赤い面を鉄板で焼いてくれた。

　オニオンソースの香りとじゅわじゅわ音が食欲を刺激し胃袋がきゅっと締まる。

「ごゆっくりどうぞ」

　良いものを見たと言わんばかりの笑顔で店員さんが一礼して去ると、いよいよ実食だ。

　……。…………。……………………うま。

　あまりにも美味しいと、ボキャが０になってしまうのか。夢中で食す。食感は独特で肉肉しく、嚙かめば嚙むほど肉の旨うま味みがじゅわじゅわと口内に広がる。オニオンソースは程よい酸味と甘みで、あっさり目の赤み肉と奇跡のマッチングを果たしていた。少なくとも俺の知っているファミレスのハンバーグのレベルじゃない。これは行列も納得である。

　一方の七瀬は一見すると平常な鉄仮面だが、よく見ると至福の感情が漏れ出ていた。

「はむ……んぅ……」

　いや、よく見なくても漏れ出ているな。緩んだ頰、はふはふと口の中でハンバーグを転がす仕草がなんともあどけない。ドライで冷酷なイメージが強い七瀬だが、ここ数日でその認識は改められつつあった。いつもそれくらい感情が出ている方がとっつきやすいのにな。なんてことを考えていると、スマホが震え始めた。

　ディスプレイを見やると、「母」の文字。俺は電源を落とした。

「誰から？」

「母親」

「いいの？　出なくて」

「いいんだよ、別に」

　一応、後で生存報告ＬＩＭＥくらいは送っておこう。

　そう考えてると、俺をジッと見つめる七瀬の視線に気づいた。

「どうしたんだ？」

「……別に」

　妙な間があったが、七瀬は再び黙々とハンバーグを突き始めた。
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「ありがとうございましたー」

　店員さんの気持ちの良い笑顔に見送られて退店後、七瀬が一言。

「まあまあだったわね」

「ソースを口につけてるの気づかないくらい夢中に食べてたのに、まあまあ？」

「噓うそっ？　また私……」

「まあ噓だけど」

　ゴフッ！

「食べたての腹にグーパンはダメだろ！」

「ふざけたこと言うからよ。……でも、そうね。今まで食べたハンバーグの中では、上位にランクインする一品だった事は認めるわ」

　俺は思わず苦笑いを浮かべた。いつか、七瀬を「美味しかったわ」と唸うならせたいものだ。

「ちょっと寄りたいところがあるの」

　百貨店を出るなり七瀬が言った。そういえば、新幹線に乗る前、七瀬は浜松に何かこだわっている様子だった。寄りたいところとは、それに由来する場所だろうと思い至る。

「いいよ、行こう」

　七瀬に連れられて、浜松駅構内へ。

　そしてそのまま新幹線改札を通り始めるものだから驚く。

「待て待て待て」

「何？」

「いや、何って、浜松はもう良いのか？」

「ああ……別に、これから新幹線に乗るわけじゃないわ」

「……どゆこと？」

「ついてきて」

　首を傾かしげながら大人しく後を追っていたら、耳に心地の良いメロディが入ってきた。

　流石さすが音楽の街、浜松。駅の中でもピアノの音色が聞こえてくるんだなあと吞のん気きに考えていると、旋律が徐々に大きくなっていった。少しすると人だかりと遭遇した。そこで、七瀬の足が止まる。一見、なんの変哲もない通路の横に広めの空間がくり抜かれていて、そこに黒いグランドピアノが展示されていた。音楽室にあるような、高そうなやつだ。

　そのピアノを、若い青年が慣れた手つきで弾いている。

「凄すごい……」

　青年が紡つむぐ旋律は、素人しろうとでもハイレベルだとわかった。親子連れ、清掃員のおじさん、スーツに身を包んだＯＬさんなど、性別や世代を超えて皆、うっとりとした表情で彼の演奏に聴き入っている。七瀬も、どこか追想するような表情で演奏を眺めていた。

「なんかの演奏会？」

「ストリートピアノよ。誰が弾いても大丈夫なピアノなの」

「ああ、思い出した。確か、都庁の展望台とかにもあるやつだよな」

「よく知ってるわね」

「ヨーチューブの関連動画とかにたまに上がってくるんだよ。プロの演奏家とかがゲリラライブ始める系のやつ」

「へえ、たまには役に立つじゃない、ヨーチューブ」

「割と色んな場面で役に立つぞヨーチューブ」

　ほら、頑張ればお金も稼げるし。そんなやりとりをしているうちに、演奏が終了した。

　青年が立ち上がって一礼すると、会場は拍手に包まれた。

「あれはセミプロレベルね」

　青年が立ち去り、観客たちも捌はけていくなか七瀬が言う。

「わかるのか？」

「こう見えて、ピアノ歴は長いの」

　そういえば、弾いてたって言ってたな。

「それで、どうしてここに？」

「ここには、ちょっとした思い出があって」

「思い出？」

　七瀬は一瞬、逡しゅん巡じゅんする素振りを見せてから口を開いた。

「小学校くらいの頃の話だけど……」

「おわっ」

「きゃっ」

　七瀬が話し始めると同時に、どこからか短い悲鳴が聞こえてきた。

「す、すみません」

「いえ、こちらこそ、ぼーっとしてしまって」

　黒のスーツに身を包んだＯＬさんに、ホームへと急ぐおじさんがぶつかったようだ。

　ペコペコと頭を下げながらおじさんが去っていく。

　ＯＬさんは一息ついた後、再びピアノの方に視線を戻した。

「ちょっと待ってて」

　七瀬が何かに気がついたようにＯＬさんに歩み寄った。

　その場でしゃがみ込み、何かの資料らしきものを拾ってＯＬさんに差し出す。

「これ、落としましたよ」

「あら、すみません、ありがとうございます」

　ＯＬさんが流麗な動作でお辞儀をする。ＯＬさんはすらりと背が高く、目鼻立ちが整った美人さんで、かっちりとしたスーツがフィットしていた。邪魔にならないように後ろでまとめた髪と、赤縁のメガネがよく似合っている。左手首に巻いたリンゴウォッチといい、いかにもバリバリのキャリアウーマンといった感じで、熱海で出会ったどこぞの留年ギャルとは対極的だった。こっちの方がよっぽどお姉さんぽい。

「弾かないのですか？」

　ぼーっとピアノを眺めるＯＬさんに、七瀬が尋ねる。

　ゆっくりと、ＯＬさんが七瀬の方を向く。その表情には、微かすかな驚きが浮かんでいた。

「弾きたそうに見えるの？」

「迷っているように見えます」

「……そう」

　ＯＬさんが物もの憂うげな表情を浮かべるが、それは一瞬だった。

　わかりやすい営業スマイルを浮かべて、ＯＬさんは言った。

「別に、いいわ。もう何年も弾いてないし、リズムも忘れちゃったし……これから商談だから、時間も無いし」

　まるで自分に言い聞かせるような口ぶり。

「それじゃ」

　ＯＬさんはコツコツとハイヒールを鳴らして去っていった。

「彼女も、元々相当な弾き手だったと思うわ」

「さっきから、よくわかるな」

「演奏者はそれなりに見てきたから、なんとなくわかるのよ」

「なるほど。七瀬も大会とか、結構良いところまで行ったのか？」

「小学校の頃に、全国で優勝はしたわ」

「へー、全国で優勝……はあ!?」

　さらっと言うもんだからリアクションが出遅れてしまう。

「良いところどころか、トップ獲とってるじゃん！　それはまじでヤバい！」

　そういえば、七瀬は学年テストで１位以外、取ったことがないと誰かが言ってたな。

　七瀬は俗に言う、『天才が死ぬほど努力をした』を体現した少女なのだろう。

「優勝以外、許されなかったんだもの。死に物狂いで弾いてたわ」

　七瀬が表情に影を落とした。

　──テストも、かけっこも、ピアノも、美術の発表会も、他者と競争する事に関して、親は私に、一切の妥協を許さなかった。

　不意に、昨日の七瀬のセリフが蘇よみがえる。気がつくと、俺は言葉を溢こぼしていた。

「凄いな、七瀬は」

　なぜだか、七瀬を褒めたくなった。労いたわってあげたくなった。

「ここまで突き抜けていると尊敬しかないわ、マジで凄い」

「な、何よ突然、気持ち悪いわね」

「誰しもが為なし得ない偉業を達成していたら凄いと思うだろ、普通」

「為し得ない偉業って、大おお袈げ裟さよ」

「ピアノで全国１位と学年テストで１位は、偉業と言わずしてなんと言うんだ」

「一応訂正しておくと、テストも全国で１位よ」

「ノーベル賞モノだった」

「ノーベル賞も安くなったものね」

「いやでも余計に凄いわ、凄いしか出てこない」

「あ、あまり褒めないでちょうだい」

　ほんのり頰を赤く染めて、所在なげに髪を弄いじる七瀬。

「どういうリアクションをすれば良いのか、わからないわ」

「喜べば良いと思うよ」

「難しいこと言うわね」

「全国１位なら簡単だろ」

「全国１位でも、解けない問題は無限にあるのよ」

「これは即答できる問題じゃ？」

「高橋くんにとっては１問１点の○×問題レベルかもしれないけど、私にとっては１問１００点の記述式レベルの難題なのよ」

「どこの入試の配点だよ」

「でも、そうね……」

　深く息を吸い込んで、表情筋をもにゅもにゅと手で動かして。

　俺に向き合ってから、七瀬は言った。

「ありがとう、嬉うれしいわ」

　喜の感情が溢あふれんばかりに滲にじんでいる、絵にして飾りたくなるような笑顔だった。

　思わず息を吞のんだ。その笑顔に、見み惚とれてしまった。

「何点？」

「へ？」

「今の喜び方、１００点中何点？」

「ああ、えーっと……60点？」

　すん、っと七瀬が表情を元に戻す。

「やっぱり難しいわね、この問題」

「ちょっと表情がぎこちない気がしたのと……あとシンプルに、意図的にやるもんじゃないだろうと思って」

「というと？」

「感情は意図的に作るんじゃなくて、自然に出てくるものだってこと」

「やっぱり、この手の問題は私と相性が悪いわ」

「そんなことないと思うけどなあ」

　この数日思い返すだけでも、七瀬は充分、感情豊かだと思うが。

　本人の自覚がないだけなのだろうか。それとも……。

「そろそろ行きましょうか」

「あ、うん。あっ」

「どうしたの？」

　首を傾げる七瀬に、俺はなんとなく、ほんの些さ細さいな気持ちで言った。

「いや、せっかく誰でも弾いて良いピアノがあるんだし、全国優勝レベルの腕前を聴いてみたいなと」

「嫌よ」

　拒絶。底冷えするような声に、背中がナイフを突きつけられたように凍りつく。

　そんな俺の反応を見て、七瀬がハッと目を見開いた。

「今は、そんな気分じゃないの」

「……そ、そうか。おっけい」

　気分以外に要因があると察した上で俺は、これ以上広げない事にした。

　何か思うところというか、色々と事情があるんだろう。

　……そろそろ、踏み込んでみても良いんじゃないか。

　田端駅で、七瀬が身を投げようとしていた理由に。

　そう思いつつも、そのタイミングは今じゃないな、と判断した。

「それじゃ、行くか」

「ええ」

　七瀬と出口に向かって歩き出す。

　その道中、そういえば七瀬がここにきた理由の話、まだ途中だったなと思い起こす。

　小学生の頃に思い出があるとかで非常に気になるが、別の機会に尋ねるとしよう。




　　　　◇◇◇




　改札を出た後は、駅周辺で一番の繁華街である遊楽街商店街を散策した。

　平日の昼間というのに商店街は人出は多く、活気があった。

　飲食店はもちろん、カラオケ、アパレルなどたくさんのお店が集中している。

　その一方で、レトロな街灯や建物もあって、どこかノスタルジックな気持ちになった。

「飲み屋が多いわね」

「サラリーマンの憩いの場って感じだな」

「夜の店も多いわ」

「まあ、憩いの場だからな」

「……変態」

「どう繫つなげてその結論に至ったのかは知らんが理不尽だ」

　どこへ出しても恥ずかしくない立派な紳士だというのに。

「あら、浜松餃子ぎょうざのお店があるわよ」

「そういえば有名だな、浜松餃子。夜はここで食べるか」

「夜の店に行く口実かしら？」

「やっぱり理不尽だ！」

　商店街を回っているうちに、七瀬がまたスマホをぽちぽちし始めた。

「浜松城と浜松市楽器博物館へ行きましょう。この辺りで評価が高いスポットよ」

　本当に徹底してるな。

「浜松城か、初耳だ」

「徳とく川がわ家いえ康やすが武たけ田だ信しん玄げんを攻めるために建造されたお城ね」

「よく知ってるな」

「日本史の授業中、寝てたでしょう？」

「吉よし野のの授業は子守唄だと思ってる」

「吞のん気きなものね」

　街中から少し歩き、午後２時過ぎくらいに浜松城公園に到着した。

　園内は緑が生い茂っていて、ぽかぽかとした陽光と優しい涼風が心地よかった。

　小鳥のさえずりや葉擦れの音、小さな子供が走り回る声が心を穏やかにしてくれる。

　息を深く吸い込むと、土の匂いと新鮮な空気が肺を包み込んだ。公園内をトコトコと歩き、ゴツゴツとした石段を登ること10分で浜松城のそばに辿たどり着く。

「なんか、こぢんまりしてるな」

　身長の２倍くらいの高さまで積まれた石垣と、階数で言うと２階建てくらいの小さなお城が浜松城だ。城といえば名古屋城や姫路城みたいにドドンとしたイメージがあったため、浜松城のちょっとした豪邸くらいのサイズ感は可か愛わいらしく感じる。

「住居ではなく、戦のために造られたお城だから大きさは必要なかったんでしょう」

「おお、確かにそう言われると納得だ」

　良心的な入場料を払って城内に入る。お城というとさぞ古風な内装なのだろうと予想していたが、違った。１階は家康を模した背丈くらいある人形や、見るからに重そうな鎧よろい兜かぶとなど、浜松城にまつわるさまざまな歴史的資料が展示されていた。浜松城の成り立ちを解説している大きなテレビスクリーンまであって、まるで博物館のようだ。

　七瀬はそれら一つ一つに足を止めて、ふむふむと興味深げに説明板に目を通していた。

　流石さすがは知識欲の塊である。俺も倣ならって説明板に目を走らせるが、ものの５分も経たたないうちに眠気が到来してきた。吉野の授業といい勝負である。

「歴史、好きなのか？」

「それなりにね。暗記さえすれば点数に反映されやすいという点で気に入ってるわ」

「おかしいな。結構勉強したはずなんだけど、この前の定期テスト32点だった」

「寝言は寝て言いなさい」

「寝ているはずなんだけどなー、授業中」

「それが原因よ」

　呆あきれる七瀬に付いていって２階へ。２階にも浜松城関連の資料が展示されていたが、１階とは毛色が違った。刀や鉄砲などの武器類。そして、天てん保ぽう時代の浜松城と城下町を表現する巨大ジオラマが設置されていた。

「おお、こういうのワクワクするよな！」

　眠気が吹き飛んだ俺は、細かい部分まで再現されたジオラマを隅々まで観察する。

　すげーすげーと子供のようにはしゃぐ俺を、七瀬が興味無さそうに眺めていた。

「ジオラマが好きなの？」

「夢とロマンの塊だろ」

「理解する気にもなれないわね」

「１階と２階で見事に好みの違いが出たな」

　やっぱり俺と七瀬は根本的な部分で真逆のようだ。

　ジオラマに齧かぶり付いて離れない俺を七瀬が引き剝がして最上階へ。天守閣は外観に見合ってこぢんまりしており、回廊からは浜松市内が一望できた。

「良い眺めだなー」

　今日も今日とて快晴で、絶好の眺望日和だ。熱海の温泉といい、富士山といい、今回の旅行は天候にめちゃくちゃ恵まれてるな。空のパワーを享受するように両腕を「んーっ」と伸ばす。ふと横を見ると、七瀬がどこかアンニュイな表情を浮かべていた。

　ぱっと見はいつもの不機嫌顔だが、この数日で七瀬の微かすかな表情の変化がなんとなくわかるようになっていた。どうしたんだろうと思っていると、七瀬が口を開く。

「やっぱり、私は夕ゆう陽ひの方が好きだわ」

「ほう？　それはどうして？」

「青空って、いつまでもどこまでも広がっていて、なんだか生きることを強制されている気がするの」

「ふむふむ……」

「それに比べて、夕陽はすぐ沈んでくれる。それがなんというか、無理に生きなくて良いって、そう言ってるような気がするの」

「なるほど……」

　発言の主が七瀬でなければ、感性が豊かな子だなあ、くらいの受け取り方をしただろう。

　だが彼女の場合、その言葉には十中八九、先日の自殺未遂の要因が含まれている。

　知りたい。七瀬が、身投げを決行しようと思い至った経緯を。

　七瀬と旅をする時間と比例して、その思いが強くなっていた。

　だけど同時に、知るのが怖いという気持ちもあった。

　勉強も、スポーツも、芸術もトップを突き抜け、誰よりも羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けられていたであろう才女、七瀬涼り帆ほ。そんな、可能性に満ち溢あふれた人生を無にしようとした動機にはきっと、生半可な覚悟で触れてはいけない闇がある。そこまで考えた時。

「てやー！」

　威勢の良い子供の声が、突如として俺の葛藤を切り裂いた。

　振り向くと、幼稚園生くらいの男の子がチャンバラ刀を手に走り回っていた。今や国民的超人気漫画となった、『酢飯の刃やいば』の主人公、寿す司し郎ろうのコスチュームを着ている。

「10年前の高橋くんかしら？」

「恥ずかしながら、あんな感じだったわ」

「予想通りね」

　男の子を眺める七瀬の口元が、微ほほ笑えましげに緩む。

「マグロの呼吸 八ノ型　大トロ三昧！」

　多分もう１００回くらい聞いたであろう技名と共に、男の子が刀を大きく振りかぶる。

　地を蹴った次の瞬間、男の子が着地に失敗して、ずてーんと豪快にすっ転んだ。

「「あっ」」

　俺と七瀬の声がハモった。

「う……うえ……」

　先程までの威勢はどこへやら。男の子が目に涙を浮かべて嗚お咽えつを漏らす。

　見ると、膝からじんわりと血が滲にじみ出ていた。

「大丈夫？」

　俺が動くより前に、七瀬が男の子の元に駆け寄っていた。

　膝を突き、男の子と目線を合わせて傷の具合を見ている。

「擦り傷ね。手当てしてあげるわ」

　七瀬がショルダーバッグから、消毒液や絆ばん創そう膏こうを取り出した。

　流れるような動作に、されるがままの男の子。

「ちょっと染しみるけど、頑張って」

「い、痛いの、やだ……」

　涙目で訴える男の子に、七瀬が頭を振る。

「ごめんなさい。だけど、必要なことなの」

「でも……」

　男の子が、いやいやと頭を振る。七瀬は嫌な顔一つせず、優しい声色で言った。

「寿司郎だって、魚ぎょ人じんに攫さらわれた妹を助けるためにたくさん痛い思いしてきたけど、頑張っていたでしょう？　だから、君にも頑張って欲しいの」

　七瀬の言葉に、男の子がハッと息を吞のんだ。

　それから決意したように、瞳に強い意志を灯ともしてコクコクと頷うなずく。

「偉い、流石男の子ね」

　消毒液を含ませたガーゼを、擦りむいた膝に優しく当てる七瀬。

　男の子の表情に一瞬、悲痛の色が浮かぶも七瀬はすぐさま傷口に絆創膏を貼った。

「はい、おしまい。よく頑張ったわね」

　ぽんぽんと、七瀬が小さな頭を優しく撫なでた。男の子の表情に安あん堵どが広がる。

　そのタイミングで、母親らしき女性が慌ただしく天守閣に登ってきた。

「隆りゅう太た！　お母さんと離れちゃダメって言ったでしょう……って、どうしたの!?」

　男の子の涙と膝のカットバンを見るなり駆け寄る母親。

　俺が事情を説明すると、母親は七瀬に何度もお礼を言って頭を下げた。

「ごめんなさい、この子、目を離した隙にどこかに行ってしまって……ほら、隆太、お姉ちゃんにありがとう言いなさい」

「う、うん……ありがとう、おねーちゃん」

　ぺこりと、男の子が頭を下げる。

「どういたしまして」

　七瀬が男の子の頭をまた撫でた。

「あくまで応急処置をしただけなので、傷口を下の公園でよく洗ってあげてください」

「色々とありがとうございます……ほら隆太、行くよ！」

　ぺこぺこと二人して頭を下げながら、親子が下に降りて行く。

　そんな二人を、七瀬は控えめに手を振って見送った。

「知ってたんだな、酢飯の刃」

「流石さすがにね」

　いつもの表情に戻った七瀬に、尋ねる。

「子供、好きなのか？」

　七瀬はゆっくりと首を傾かしげ、じっくりと考え込む素振りをして言った。

「わからないわ。でも、気がついたら、身体からだが動いてたの」

「なるほど」

　本人も自覚していなかった一面、というやつだろうか。

　兎とにも角かくにも、確信を持って言える七瀬の性質を、俺は口にする。

「優しいな、七瀬は」

「そうなのかしら？」

「優しいよ、めちゃくちゃ」

　俺が真面目に言うと、七瀬はぱちぱちと目を瞬しばたたかせたあと、頰をじんわり苺いちご色に染めてそっぽを向いた。それから、照れ臭そうに髪を弄いじりながら言う。

「客観的事実としては、そうなのかもしれないわね」

「客観的事実って」

　相変わらず素直じゃないな。

「ああ、でも」

　思い出したように、七瀬は言った。

「ありがとう、って言われるのは、悪くなかったわ」

　口角を控えめに持ち上げ、嬉うれしそうに微笑む七瀬を見て、俺は思った。

　──ありがとうって言われて嬉しいのは、優しい証拠だろ、と。
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　午後４時過ぎ。浜松城の次は、宣言通り『浜松市楽器博物館』とやらに行く事になった。

　博物館といえば科学や恐竜が相場だろという先入観が強く、楽器とはこれ如何いかにという気持ちで足を運ぶ。入館するなり、豪華で煌きらびやかな巨大楽器が出迎えてくれた。

　黄金色のシルエットは横に長く、一見すると黄金の船にも見える。

　早速、使い方の見当が全くつかないディープな楽器が出てきたぞと身構えた。

「へえ、サイン・ワインって言うのね。ミャンマーの楽器で、用途は仏教行事や精霊信仰の行事など……なるほど」

　七瀬が興味深げに説明板を熟読している。

「解説読むの好きだよな、ほんと」

「わからないものをわからないままにするのって気持ち悪くない？」

「その言葉は俺にブッ刺さる！」

「単純に面白いじゃない、新しい知識を増やすの」

「俺の脳の容量はそんな大きくないんだよ」

「容量の大きさの問題じゃなく、知識を得る気があるか無いかという意思の問題よ」

「さっきから特大級の針をぶっ刺してくるね？」

　軽口を叩たたきながら館内を散策する。館内図によると、入り口から左手に行くとアジアの楽器、右手に行くと日本の楽器、その奥に行くと電子楽器の展示コーナーがあるらしい。

　ぐるりと円を描くように、俺たちは順番に回っていった。

　展示されている楽器たちは見覚えのあるものから、サイン・ワインのように馴な染じみもなく使い方もわからないものまで多種多様だった。公式情報によると、地域、時代を問わず約１３００点の楽器が展示されているらしい。文字通り楽器三昧の博物館だった。

　楽器博物館なんだから当たり前だろうと突っ込まれそうだが、生まれてこのかたこれほど多くの楽器に囲まれた経験のない俺は圧倒されてしまう。

　対する七瀬は好奇心を爆発させていて、展示されている楽器たちを興味深げに見て回り、その都度説明板を熟読していた。一個一個説明板を読み込んでいたら物もの凄すごい時間を要しそうだが、そうでもなかった。どうやら七瀬の理解力と記憶力は桁違いらしく、一度さっと説明板に目を通せばその内容をやすやす理解し記憶しているようだった。

　さながら、わんこそばのようなテンポで七瀬は次々に楽器を物色していた。

　流石、全国１位の頭脳パワー。とんでもない処理能力だと戦慄している間に１階フロアを観み終わった。地下階にはオセアニア、アフリカ、アメリカ、ヨーロッパの楽器が展示されていた。フルートやバイオリンなど、馴染みの深い楽器たちにほっとしている俺の傍かたわら、引き続き説明板を読み漁あさっている七瀬。ここで俺は、ある事に気づいた。

　この博物館では、実際に弾いたり叩いたりして音を出せる体験型の楽器も多数展示されている。それらの楽器に一切、七瀬は手を触れようとしなかった。

　展示物を鑑賞し、説明板に目を通すを繰り返すばかりで、実際に弾こうとはしない。

　まるで、意図的に楽器と距離を置いているように見えた。

　……流石に思い込みすぎか？

「ここはいいわ」

　思い込みではないようだった。地下階の奥。オルガン、グランドピアノなどの鍵盤楽器が展示されているエリアに、七瀬は立ち入ろうとしなかった。

「いいのか？」

「いいのよ」

　即答。それも、拒絶のニュアンスが含まれている。

　浜松駅でストリートピアノを弾く提案をした際も、七瀬は同じような反応をした。

　気になる。何か、ピアノに思うところがあるのだろうか。

「何か、ピアノに思うところでもあるのか？」

　するんと、頭の中の疑問がそのまま言葉に出ていた。

　七瀬の表情がコチンと止まって、聞かなきゃよかったと後悔するも時すでに遅し。

　たっぷり10秒くらいかけて、七瀬が口を開いた。

「カフェで休憩しましょう」

　それが、七瀬なりの『ゆっくりできる場所で話してあげるわ』の合図であることは、付き合いの短い俺でもわかった。
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　１階に戻り、館内に併設しているカフェに入店する。俺はカルピス、七瀬はブラックコーヒーという対極的なチョイスをしたあと、一面ガラス張りの窓まど際ぎわ席に座る。馴染み深い甘みに胃がほっと一息つく一方で、心臓は受験の合格発表数分前みたいに落ち着かない。

「ピアノには、良い思い出がないのよ」

　コーヒーが半分くらいになったところで、七瀬が口を開く。糸を張ったような緊張感。

「何か、あったのか？」

「二度とピアノを弾きたくないと思うくらいには」

　そう答える七瀬の双そう眸ぼうには、憂いも、焦燥も、怒りもない。

　コンクリートのような冷たさを感じ、俺の体温も下がった。

「浜松駅のストリートピアノに、ちょっとした思い出があるって言ったわよね」

「言ってたな」

「小学１年生の時、私は、母親に連れられて浜松に来た」

　母親、という言い方に距離を感じたのはきっと、気のせいではないだろう。

　七瀬の過去を、高い解像度で聞くのはこれが初めてであった。

「新幹線を降りてピアノの前を通った時……中学生くらいの女の子が、ピアノを弾いていたの。今思い返すと、とても粗い演奏で、足を止めて聴く人も少なかったけど……」

　七瀬の瞳に、微かすかな温度が灯る。

「とても、美しい旋律だった」

　温ぬくもりのある声で、七瀬は10年前の演奏をそう評価した。

「一体彼女がなんの曲を弾いていたのか、今でもわからない。でもあのメロディは、ずっと覚えている。その演奏に、私は過分な影響を受けたの。母親に、ピアノを弾きたいとねだるくらいには」

　七瀬の回顧が続く。

「母親は私の要望を了承して、せっかくやるのならとピアノの家庭教師をつけてくれた」

　再び淡々と、七瀬が言葉を並べる。

「私はピアノに熱中して、暇さえあれば弾くようになった。授業中も家にいる時もずっと、ピアノのことを考えてた。幸か不幸か、筋は結構良かったみたいで、私は日に日に上達していった。それを、母親は喜んでくれていたわ」

　そこで、コーヒーを一口。カップの中の黒い表面を見つめながら、溢こぼすように言う。

「ある日、先生が私に言ったの。ピアノのコンクールに出てみないかって。母親にも勧められるがまま、私は区のコンクールに出場した。……結果は、優勝。ピアノを始めて半年ちょっとの事だった」

　その快挙を聞いても、特段驚きはなかった。結果に裏付けされた才能と、努力量があるだろうから。そしてその先、七瀬がどこまで上り詰めるのかを知っているから。

「私の母親は、結果をとても喜んでくれた。当時、勉強も運動もパッとしなかった私は、母親が褒めてくれたことがとても嬉しくて、もっと練習するようになった」

　それは意外だった。てっきり勉学においても、幼少期から並外れた才能を存分に発揮していると思っていたから。

「結果はどんどん出ていった。地区大会優勝から、都大会優勝、関東大会優勝と、規模も大きくなっていって、母親もその度に褒めてくれて……」

　一旦言葉を切って、七瀬は言った。

「気がつくと、母親は私に、結果ばかりを求めるようになった」

　また、コーヒーを一口。まるで、自分を落ち着かせるように息をつく。

「ただピアノを弾くのが楽しい、という気持ちはどこかに消えてしまってたわ。母親に怒られたくない、失望されたくない、そんな一心でピアノを弾くようになってた。課題曲を、何度も何度も何度も弾いた。失敗しないように、少しでも良い結果を出せるようにって」

　一体、何があったら、小学生がそこまで追い詰められた思考になるのだろう。

　七瀬が抽象的にぼかしたであろう、『結果ばかりを求めるようになった』という部分に秘密があるような気がした。結果が伴わなかったらどうなったのか、何をされたのか。

　それについては、七瀬は口にしなかった。明かすつもりはないようだった。

「小学２年生の全国大会では、優勝することができた」

　誰がどう見ても栄はえある成果にもかかわらず、七瀬の声に誇らしさは皆無だった。

　ごくりと生唾を飲んで、俺は尋ねた。

「優勝までいったのに……なんでピアノ、辞やめたんだ？」

　返答には、コーヒー二口分の時間を要した。

「全国大会で、私に負けて準優勝だった子に言われたの」

　口を開いて、閉じて、もう一度ゆっくり開いて、絞り出すように、七瀬は言った。

「なんで貴方あなたみたいな、全然楽しそうにピアノを弾いてないヤツに、負けなきゃいけないんだって」

　……ああ、なるほど。なんとなく察した。

　数日間、七瀬と一緒にいて確信を持って言えることがある。七瀬涼帆は、とても優しい女の子だ。当初の彼女のイメージだった他者を寄せ付けない利己的な性質はおそらく、熾し烈れつな競争の中で尖とがってしまった表面的な部分で、元来の性質はとても他人思いで情が深いのだ。フラれて傷心した瑠る花かさんのドライブに付き合ってあげたり、起きない俺に何かあったんじゃないかと心配したり、怪け我がをした子供をすぐに手当てしたり。

　今回の旅行の節々で、七瀬の優しさの裏付けとなる言動を何度も確認している。

　故に、七瀬がピアノから身を引いた理由も容易に想像がついた。

　七瀬は当時、こう思ったんだろう。

　自分のせいで、本来、自分より評価を受けるべき人を不幸にしてしまった、みたいな。

「私のせいで、本当にピアノが好きな人たちを不幸にしてしまった。あの時の私は、そう思ったの」

　やっぱり。

「だから、勉強に集中したいからという適当な言い訳をつけて、私はピアノを辞めたわ」

　結論の後、七瀬が自虐気味に付け加える。

「……その先、私が何をやるにしても、病的なまでに結果を求められるとは知らずにね」

　再び、コーヒーを一口。カップは空っぽだったようで、啜すする音は聞こえなかった。

　代わりに、咳せき払ばらいが聞こえた。

「というわけで、ピアノには良い思い出がないの。母親……そして、私自身も、悪い方向に変わってしまう、きっかけになったから」

　これで話は終わりだと、七瀬が深く息をついた。

　初めて聞いた、七瀬の過去。その内容を咀そ嚼しゃくするように、俺はカルピスを流し込む。

　随分と放置プレイだったカルピスは、氷が溶けて水っぽくなっていた。

「ありがとう、話してくれて」

　七瀬に向き直って、改めて言う。

「やっぱり、七瀬は凄すごいよ」

「何がどうなってその感想になるの」

「思ったことを口にしただけだ」

「もっとこう……思ったことは他にあるでしょう」

「色々あるけど、一番に思ったのはやっぱり、七瀬は凄い、だよ」

「ヨッシーチャンネルの見過ぎよ」

「それは否定できない。……だけど、本心だ」

　迷いなく俺が言うと、七瀬は居心地悪そうに髪を弄いじり始めた。

「別に褒めて欲しいとか、同情して欲しいとか、そんな思惑で話したわけじゃないから。

　目的地になぜ浜松を指定したのか、少なからず高橋くんは気になっただろうから、説明責任があると思って理由を述べただけよ」

　噓うそだと思った。いや、全部がとは言わないけど。なんとなく、七瀬自身、自分の過去を誰かに知って欲しかったんじゃないかと思った。本当になんとなく、だけど。

「理由はなんにせよ、俺は七瀬の話を聞いて、たくさん頑張ったんだなって、凄いなって思った。全国優勝って、文字通り日本で一人しか獲得できない名誉を勝ち取れたのは、何度も言うけど本当に凄いと思う」

「別に、コンクールは毎年開催されているから、日本で一人ってわけじゃない」

「細かいわ！　その世代でもなんでもいいけど、誰でも取れる称号じゃないことは確かだろう？」

「それは、そうだけど……」

「ほら凄いよ、七瀬は」

　息を吞のむ音が、聞こえた。

「……そう」

　次いで、素っ気ないようで、微かに柔らかみを帯びた声。

「ありがとう」

　最後に七瀬は、子供がお母さんに褒められて喜ぶような、自然な笑みを描いた。

「……それが１００点だよ」

「なんの話？」

「なんでも」

　１００点の喜び方、できるじゃん。

　と口にするのは、グーパンされそうな気がしたので黙っておく。

「ニヤニヤして、気持ち悪い」

「俺はいつもこんな感じだろ」

「だから友達がいないのね」

「それはお互い様じゃね？」

「私はいいのよ。勉強が友達だから」

「めちゃくちゃ悲しいこと言ってる自覚ある？」

「勉強すら友達になってくれない高橋くんに言われる筋合いはないわ」

「俺はほら、ネットに友達がいっぱいいるから」

「とても悲しいこと言ってる自覚ある？」

「特大ブーメランで草」

「なに草生やしてるのよ」

「もうすっかり使いこなしてるな」

　他愛のないやりとりで、先程まで妙に重かった空気が和らぐ。七瀬とは数日しか過ごしていないが、最初から気を遣わない入りだったのもあって、もう何年も友人をやってるような掛け合いができる。気が楽なことこの上ない……と考えたところで、気づく。

「……お互い、一人は確実に友達がいるな」

「何か言ったかしら？」

「なんでも」

　掘り下げるのも気恥ずかしさがあって、話を打ち切った。

　俺のカルピスも空っぽになっていた。退店の合図だった。
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　楽器博物館を出ると、空はすっかり闇に包まれていた。ちょうど夕飯時だと、お昼に目星をつけていた浜松餃子ぎょうざの居酒屋の暖簾のれんを潜くぐる。高校生にとって居酒屋という空間は馴な染じみがない。気のいいおっちゃんたちの喧けん騒そうとタバコの匂いが新鮮でそわそわした。メニューには浜松餃子はもちろん、遠えん州しゅう料理のホルモン焼きや浜名湖の鰻うなぎなど浜松のＢ級グルメがずらりと記載されていて、ミーハー旅行者の俺は秒でテンションを高騰させた。

「浜名湖って、山手やまのて線一周の範囲がすっぽり入る面積らしいわね」

　おすすめメニューを一通り注文した後、弾んだ声で七瀬が言った。

「楽しみなんだな、鰻」

「別に、普通よ」

　浜名湖の鰻のページをじいーっと眺めながら言われても説得力がない。

「てか山手線一周って、すごく広いな。日本の湖の広さランキングで言うと、トップ５くらいには入るんじゃないか？」

「そう思うじゃない？　湖の面積自体は、日本10位らしいわよ」

「まだ上が９つもあるのか！」

「私たちが住んでいた山手線の沿線も、案外狭く感じちゃうわよね」

「実際、狭かったんだろうなー」

　山手線の右上、田端の実家に生まれて16年。都心をぐるりと円を描くように整備された山手線はもう何百周したかもわからない。車窓から臨むどこまでも広がる摩天楼に、流石は日本一の大都会、めちゃ広いなーと思っていた東京も、こうやって旅をしていると案外狭かったんだなと実感する。

「お待たせいたしましたー、烏ウー龍ロン茶と、カルピスになります！」

　俺が妙な感慨に耽ふけっていると、快活な掛け声と共に店員さんが飲み物を持ってきた。

　俺たちはお互いに乾杯の文化がないため、そのままカルピスに口をつけようとする。その時、店員さんが「あ、すみませんちょっと待ってくださいっ」とストップをかけた。

　店員さん曰いわく、このお店には乾杯の際にルールがあるらしい。

「私が『せーの！』って言ったら、お客様の方はグラスを掲げて、『やらまいか〜！』って叫んでください！　そしたら私たちが、『よいしょお！』って続くんで！」

　おお、いいねこういうの！　すっごくローカルっぽい！　七瀬はすっげー嫌そうな顔をしていたが、店員さんの作るプロの空気に流されぎこちなくグラスを掲げていた。

「じゃあ、いきますよー！　せーの！」

「やらまいか〜!!」

「や、やらまいか……」

「おいしょお〜〜!!」

　ごくごくごく！　ぷひゃー！　カルピスってこんな美味かったっけ!?

「……どういう意味なの、この掛け声」

　テンションが一気に鰻登りな俺とは対極的に、ＭＰをごっそり持っていかれた魔法使いみたいにげっそりする七瀬。

　こういったテンションとノリが大事な催しは相も変わらず苦手のようだ。

「知らんけど、乾杯の時の掛け声なんだから、縁起のいい何かなんだろ」

　わからない事をわからないままにするのが性に合わない七瀬が、スマホをぽちぽち。

「へえ、なるほど……」

「どういう意味なんだ？」

「遠州地方……静岡の西側ね。そこで出世した人たちには、『やってやろうじゃないか』と気合いを入れる『やらまいか精神』というのがあるみたい」

「へえええ！　いいな！　なんか、挫くじけそうになった時とかめっちゃ元気付けられそう」

「根性論で問題が解決するなら苦労しないわ。困難に遭遇した時は、現状ある情報をしっかり整理して、冷静に分析するべきよ。論理的に詰めれば、だいたい同じような解決策になる」

「また小難しいことを」

「事実を言ったまでよ」

「まあでも気合いは大事っしょ！　とりあえず前に進まないと！」

「やっぱり高橋くんとは考えの方向性が合わないようね」

「今更それを言うか？」

　浜松の知識が深まったところで、浜松のＢ級グルメたちが続々と到着した。

　浜松餃子、ホルモン焼き、浜松焼き、三方原みかたがはらじゃがバターなどなど……。

　今日一日中動き回って腹ペコりんちょだった俺たちは、美味おいしそうな香りに食欲を抑えることなど不可能だった。

　名物の浜松餃子は表面はパリッと中身はジューシーで、付け合わせのもやしとの相性が抜群。遠州焼き──細切りのたくあんが入ったお好み焼きは、食感がコリコリでたっぷりかけられたウスターソースがクセになる美味しさ。じゃがバターは、アルミホイルに包まれたホクホクじゃがと大きなバターとの組み合わせが奇跡の美味を生み出していた。

　こういうのがいいんだよ、こういうのが。旅行先グルメの理想を体現したグルメを一心不乱に貪る。七瀬も所作こそは落ち着いていたが、いつもよりも箸のスピードが速い。

　随分とお気に召してくれたようだった。

　しばらく無言でグルメを堪たん能のうしていると、店員さんが申し訳なさそうな顔でやってきた。

「大変申し訳ございません！　本日、鰻が売り切れてしまって……」

「ありゃま」

　それは残念。

「……わかりました」

「申し訳ございません〜」

　表情を[image: かおもじ]にして去っていく店員さん。七瀬は、見てわかるくらいしょんもりしていた。

　何が普通だ。めちゃくちゃ楽しみだったんじゃないか。

　どんよりと、停電したかのように暗い表情をする七瀬に、俺は提案する。

「明日、どっかで鰻食うか」

　ぱああっ。

「わかりやすいな」

「‥…約束よ？」

　……っ。なんだ、そのねだるような上目遣い。反則だろ。

「も、もちろん」

　不意打ちを食らって、ドギマギする胸を落ち着かせてから言う。

「いい店、調べておく」

　そこで、気づく。基本、店は行き当たりばったりでふらっと入る派の俺が、事前検索という手段を取ったことに。少しずつ、七瀬の影響を受けているのだろうか。

「あらっ？　鰻売り切れ？」

　隣の席から、どこか聞き覚えのある声がした。

「大変申し訳ございません！　今日思った以上に出てしまいまして……」

　先程の俺たちに対するのと同じ対応をする店員さん。その対面には……。

「まあ、仕方がないわね。近年、鰻はだんだん獲とれなくなっているらしいし、確か、一店舗あたりの鰻の買い付けを制限するという条例が最近整備されたみたいだから、この時間帯に品切れを起こすのも無理ないわ」

　少しヨレたスーツ、後ろで纏まとめた髪、赤縁のメガネ。今日の昼、浜松駅のストリートピアノで邂かい逅こうしたＯＬさんが、つらつらと『鰻が売り切れた理由』を語っていた。

「は、はあ……」

　ＯＬさんの語りに、店員さんがきょとん顔をしている。

「あの人、お昼の……」

　七瀬が声を発した。そしたらＯＬさんがこちらに気づいて。

「あら」

　目があった。いいモノを見つけたといった表情に、なんとなく嫌な予感がした。




　　　　◇◇◇




「日本酒、おかわりを貰もらえるかしら？」

「かしこまりましたー！」

　ＯＬさんと、にこやかに注文を取る店員さんを見て俺が思った事はただ一つ。

　どうしてこうなった。いや、どうしても何も、ＯＬさんが俺たちを視認するや否いなや「良かったら一緒に飲まない？」と席を移動してきたのだ。

　あまりにも自然な流れで相席を敢行されたため断ることもできず、今に至る。

「自己紹介がまだだったわね」

　赤縁メガネをクイッとするＯＬさん。赤らんだ顔とのアンマッチが凄すごい。

「私は篠しの田だ奏かなで。25歳、一流商社の敏腕営業マンにして限界ブラック社畜ＯＬよ。気軽に奏さんって呼んでね」

　やけに装飾が多い自己紹介だな。

「君たちは？」

「あ、えっと、俺は高橋翔かけるって言います。高校２年生です」

「七瀬涼帆。高橋くんの同級生」

「翔くんに涼帆ちゃんね、よろしく！」

　にっこりとＯＬ改め奏さんが微ほほ笑えむ。相手の警戒心を解くには十分な威力を発揮する笑顔だ。なるほど、これが俗に言う営業スマイルというやつか。片手に徳利とっくりを握り締めてなければ、単純な俺はコロッと騙だまされ高い壺つぼを買わされていただろう。

「あ、敬語は無しでお願い。部下と話してるみたいで社畜病が発症するから」

「社畜病って」

「お願い……プライベートくらいは、私をただの人間でいさせて……」

　今にも泣き出しそうな勢いで懇願された。何があったんだ一体。

「ああ、わかったよ」

「ありがとう！　それはそうと、あなたたち、東京から来た子だよね？」

　心臓がバゴンッと跳ねた。なんで、知ってる？

　わからない。だが、口ぶりからして確信しているようだ。

「えっと……」

「ええ、東京から来たわ」

　七瀬が先行して言う。頭の回転の速い彼女は、認めた方が良いと判断したようだ。

「やっぱり。方言濃度０のその口調は絶対都民だと思ったわ」

　なるほどそういうことか、よく人を見てるなあ。これは確かに敏腕営業マンだろう。

「今日は金曜日だけど、学校はお休みなの？」

「そうよ。今日は創立記念日で、お休み」

　七瀬が適当な設定を作ってすらすらと述べる。助かる。

「なるほどー。それで、男の子と二人きりで旅行、ねえ……」

　クイッと、奏さんは再びメガネを持ち上げた。何その「私全部察したわ」オーラ。

「お待たせいたしましたー」

　店員さんが徳利に入った日本酒を持ってきた。その徳利を、奏さんは無言で受け取るや否や一気に喉に流し込む。日本酒って度数低いお酒だったっけ？

[image: ]

「おかわりを貰えるかしら？」

「は、はい」

　空になった徳利を店員さんに返し、赤みが倍増した顔を向けてきて、奏さんが言う。

「若いっていいわねー、お酒が進むわ」

「いや、進むようなくだり一つもなかっただろ」

「健全な高校生男女が二人で旅行って、もうそういう事じゃない？」

「ただの友達だから！」

　いやまあ確かに、言われてみるとそうかもしれないけど。

　こうなった経緯にはスパコン『京』でも予測できない、ふかーーい理由があるわけで。

　明かせない以上、ただの友達と言い張るしかないのだが。

　というか大丈夫かな七瀬。俺たちの関係性に根も葉もないレッテルを貼られるのは、七瀬のお怒りポイントだったはずだ。血管切れてないかと横を見ると、七瀬は何やら嚙かみ締めるような表情で「……ともだち」と呟つぶやいていた。え、まさか友達と思われてない……？

「友達、ねえ……。まあ、そういうことにしておいてあげるわ」

　さっきからこの人、初対面の俺たちに遠慮なさすぎないか？

　……聞いたことがある。確か地方では、飲んでいたら突然、隣の席の人に話しかけられて、気がつくと一緒に飲み開催！　みたいなパターンはよくある事とかなんとか。

　おそらく奏さんは地元の人で、たまにこうやって旅行者に絡からんで一緒に飲みを楽しんでるのだろう。そう考えると、一いち期ご一いち会えの出会いって感じでワクワクしてきた。

　これだよこれ、これぞ旅の醍だい醐ご味みだよ！

「あ、そうそう言い忘れてたけど、私も東京の民よ。浜松には出張で来たの」

　前言撤回。ただの酔っ払いだわこの人。

「都民なのね。どこに住んでるの？」

「ギロッポンという、欲と金に塗まみれた愛憎の地よ」

　六本木とかやばくない？　平均所得１０００万オーバーのブルジョワ街じゃん。

　まあでも、一流商社の敏腕営業マンなら納得か。

「へえ、六本木。私は恵え比び寿す住みだから、近いわね」

「恵比寿に住んでたんかいワレ！」

　恵比寿も都内住みたい街ランキングトップ５常連のオシャンティーな街だ。

　どうやら二人とも、俺みたいな庶民とは世帯年収の桁が違うらしい。

「翔くんはどこに住んでいるの？」

「俺は田端！」

「田端！　北区ね。私の通っていた大学が文京区で、お隣さんだったわ」

「おお、そうだったんだ！　文京区の大学というと……」

　え、もしかして。一つ、文京区に聳そびえ立つ超有名な大学が頭に浮かんで、いやいやあり得ないと頭が否定する。だって、こんな酔っ払いが……。

　フッと、私も罪な女だわと言わんばかりの笑みを浮かべ、奏さんは言った。

「オーラでもうバレてると思うけど、東大出身よ」

「バレてねえから」

　むしろ対極くらいに考えてたから。日本最高学府と名高い東京大学の卒業生が、吞のんだくれて高校生に絡むとは考えたくない。でも、確かに言われてみると話し方にハイレベルな知性を感じるし、纏っているオーラも天才のそれっぽい。

　なんというか……めちゃくちゃ頭はいいんだけども、頭のネジが二、三本ぶっ飛んでんじゃないかという『狂』を感じるところとか。俺とは明らかにズレた感性を持っている。

　そんな印象をひしひしと、奏さんから感じるのだ。

「というわけで。同じ都民同士、浜松での奇妙な縁に乾杯しましょ」

　そう言って、奏さんがおちょこに徳利を傾ける。が、一滴も液体が出てこない。

　奏さんが首を傾かしげて、徳利の中を覗のぞき込み一言。

「さっき飲んじゃってたわ」

　この人学歴詐称してない？




　　　　◇◇◇




　新しい日本酒が届いてから改めて乾杯する。共通の話題である東京トークにしばらく興じる中で、俺は奏さんが非常に聡そう明めいな方であることを認めざるを得なかった。

　トークの中で出てくる話題の量も凄いし、相手の知識レベルに合わせてわかりやすい説明を展開してくれるあたり、完全に頭の良い人のそれである。

　また歳としはひとまわり離れているものの、学校でたまにいる、めちゃくちゃフランクな先生のような距離感で接してくれるため、俺は早々に奏さんへの警戒を解いた。

　七瀬も珍しく、奏さんと積極的に言葉を交わしていた。

　会話は非常にロジカルなため相性が良いのだろう。

「貴方あなたも、ピアノをやっていたのよね？」

　どんな会話の流れだったかわからないが、七瀬が尋ねた。

　ぴたりと、奏さんが手に持った徳利を止める。

「そういえば、出会いはストリートピアノだったわね」

　奇妙な縁ねと、徳利に口をつける奏さん。

「貴方も、って事は、涼帆ちゃんも？」

「小学１年生から、３年生まで弾いていたわ」

「という事は、私が高１から高３か」

　懐なつかしい記憶を思い起こすように、奏さんが目を細くする。キリッとした美人が浮かべるノスタルジックな表情は、日本酒よりもワインが似合うに違いない。

「今は東京住みだけど、もともと私、生まれは浜松で高校まで住んでたの。両親が楽器関係の会社に勤めてた影響で、幼稚園の頃からピアノを弾いていたわ」

「へえ、地元民だったんだ。全然そう見えなかった」

「あら、都会の女っぽく見えるかしら？」

「少なくとも、昼会った時は丸の内のキャリアウーマンって感じだった」

「今は？」

「田舎の酔っ払い」

　くつくつと嬉うれしそうに笑う奏さん。

「いいわねーいいわねー、どんどん行っちゃいましょう」

　ぐいっと、上機嫌に日本酒を給油してから、奏さんが続ける。

「あの時は、ピアノが楽しくて楽しくて仕方がなくて、毎日のように弾いていて……将来は絶対、音楽でご飯食べていくんだって信じて疑わなかったのに」

　ぐいぐい。凄すごい勢いで無くなっていく日本酒。

「それがまあ、今となってはこの有あり様さまよ！」

　ぐいぐいぐい！　ついに徳利は空になってしまった。

　運動後のスポドリみたいなノリで吞んでるけど、大丈夫か？

「たくもー、やってらんないわよねほんと……」

　テーブルにぐでーんと上半身を預け、徳利の縁をつまんなそうになぞる奏さん。

　東大を出て、一流商社に入社し、優秀な営業マンとして働き六本木に住居を構える。

　という字じ面づらだけ見ると、華の出世ルートを歩み楽しく暮らしている印象しかないが、今の奏さんを見る限り全然そんなことなさそうだった。

　よく見ると、奏さんの目元には化粧で隠しきれていないクマが刻まれていて、全体的に濃い疲労感を漂わせている。デスクワークの代償だろうか、首のあたりから白い湿布が見えた。夢とか希望とか充実感とか、そういったものは一切窺うかがえず、ただただ現実に対する虚無感と悲愴感が漏れ出ていた。

「ピアノ、どうしてやめてしまったの？」

　七瀬が、尋ねた。楽器博物館で、七瀬のピアノに関するあれこれを知った俺は、その質問に好奇心以外の意図が含まれていると思った。

「色々あったのよ」

　テーブルに頰をつけたまま、奏さんは言った。

「よくある話よ。自分よりもずば抜けた才能を目の前にして、ああ、彼女には絶対に勝てないなと悟って、今までの自分の努力がミジンコみたいに思えて……」

　奏さんの声が消沈していく。どうやら、割とセンシティブな話題だったようだ。

「それで、モチベがどんどん下がって……両親に、やる気がないならやめなさいって言われて……もういいやってなってやめた、それだけよ」

　ころころ。奏さんの指先で、空になった徳利が寂しげに回る。

　空回りしている人生みたいだ。

「……そう」

　七瀬の返答はそれだけだった。しかしその表情には、隠しきれていない動揺が窺える。

　──私のせいで、本当にピアノが好きな人たちを不幸にしてしまった。

　なんという偶然か。七瀬がピアノをやめた理由の対極に、奏さんがピアノをやめた理由があった。奏さんの話を聞いて七瀬自身、複雑な心境になったのだろう。

　先程まで明るかったテーブルに、どんよりとした空気が流れる。

「お待たせしましたー」

　追加の日本酒をおちょこに注いでちびちびし始める奏さん。

　飲むペースはテンションと密接な関係にあるらしい。

「暗い話はやめやめっ。楽しい話をしましょう」

　半身をガバッと起こし、奏さんが会話の舵かじを地の底から引き上げてくれた。

　俺と七瀬を交互に見て、尋ねてくる。

「二人とも、明日の予定は？」

「ぶらり旅だから、特に予定はないよ」

「あらあらあらあら」

　奏さんの目が爛らん々らんと煌きらめく。まるで、獲物をロックオンした肉食獣のように。

「よかったら、お姉さんの気晴らしに付き合ってくれない？」

「気晴らし？」

「そうそう。明日私、出張ついでに有給を取っててね」

　明日は土曜日なのに有給というあたり黒の気配を感じたが、突っ込まない方向で。

「１８０日ぶりのお休みだから、正直、休み方を忘れてしまってるの」

　さらっとやばい連続勤務日数が聞こえた気がするがこれもスルーで。

「私一人だと、社畜病発症して家で仕事し始めてしまうのが目に見えてるから、明日１日、私と一緒に遊んで欲しくて」

「なるほど」

　俺の中で、答えは決まっていた。

「七瀬、いいよな？」

　話したのは２時間にも満たないが。正直なところ、奏さんの事をもっと知りたいと思っていた。それに、社会に疲弊した大先輩のお願いだ。無下にしたくないと思った。

「ええ、いいわよ」

　七瀬も二つ返事で了承した。珍しく乗り気のようだ。

「やった。ありがとう、二人とも」

　キリッとした顔立ちがくしゃりとなる。

　社会人のお姉さんではなく、友達と遊ぶ約束を取り付けて喜ぶ女子高生みたいに。

「ちなみに、何するか決めてるの？」

「久々に海行きたいわ、海。今、ちょうどシーズンよね？」

「シーズンなわけあるか」

　今は10月。２ヶ月くらい前に終わっている。

「うそ……でしょ」

　ガーッンとわかりやすく絶望する奏さん。

「そんな……まさか……夏が終わってただなんて……確かに最近、肌寒いなーって思ってたけど……タクシーで自宅と会社を往復していて気づかなかったわ……」

「誰かこの人を助けてあげて」

　流石さすがにスルーできなかった。ブラックを極めると、季節感すら無くなってしまうのか。

「泳ぐの好きなのか？」

「いや、別に？」

「え、じゃあなんで？」

「なんでも良いけど脱ぎたいのよ」

「露出狂の方でしたか」

　ちょっとおかしな部分はあれど、第一線は越えないと信じてたのに。

「ああっ、違うから、露骨に逃げようとしないでっ」

　伝票を手にして立ち上がる俺を、奏さんがいやいやと頭を振って摑つかむ。子供か。

「脱ぎたい、は語弊があったわ」

「語弊しか無いだろ」

「詰まるところ、限りなく自然に近い状態できゃっきゃしたいの。このスーツがもう、暑苦しくて堅苦しくて」

　その気持ちはなんとなくわかった。俺も、学校の制服を着ていると息苦しくてたまらない時がある。服は社会の象徴だ。社会を脱ぎ去って、自然体ではしゃぎたいのだろう。

　そこで気づく。さっきから七瀬の表情が固まっていることに。

「どうしたんだ？」

「…………なんでもないわ」

　なんでもないわけがない間があったわけだが、尋ねる前に奏さんが口を開く。

「とりあえず、代替案は今夜中に考えておくわ。お金は全部私が持つから、安心してね」

「いや、それは流石に……」

「いいのいいのー。くたびれた限界ＯＬの戯たわむれに、光り輝く高校生の時間を貰もらうんだから、そのくらいさせて」

「でも……」

「弊社、給料は良いんだけど休みが無くてお金が溜たまっていって……そのまま、ウン千万と資産を抱えたまま過労死でもしたら凄くもったいないから、使える時に使いたいの」

「もう転職した方が良いのでは？」

　目に虚無を浮かべる奏さんに思わず突っ込んだ。

　何はともあれ、お金は奏さん持ちという事になった。もう何本目かわからない日本酒が空になったところで、「明日に備えてお開きにしましょうか」と解散の流れになる。

「それじゃ、また明日ね」

　明日、朝の10時に浜松駅を待ち合わせ場所として、奏さんと別れた。

　ふらふらと身体からだを揺らしながら消えていく後ろ姿を見送る。

「行くか」

「ええ」

　一度、荷物を取りに行くために浜松駅へ向かう。

「凄い人だったな」

　俺が言うと、七瀬は「……そうね」と消沈した声を漏らした。

「ピアノの事、気にしてるのか？」

「っ……こういう時に察しがいいの、腹立つわね」

　言葉はキツいのに、声に棘とげは感じられない。深く息をついた七瀬が、口を開く。

「もう10年も前のことよ」

　割り切ったように言ってるが、考えてしまっているのだろう。優しいから、七瀬は。

　これ以上、何も言う事はないと口を噤つぐむ七瀬の頭を──俺は、ぽんぽんと撫なでた。

　七瀬の足が止まる。当然、俺の足も。

「……何よ」

「いや、なんとなく」

　無意識な動作だった。自分でも驚いている。

「なんとなくで頭を撫でるなんて、犯罪者予備軍もいいところね」

　相変わらず棘のある言葉。しかし七瀬は、俺の手を振り払おうとはしなかった。

　まるで、誰かにそうして欲しかったみたいに、素直にされるがままだった。

　指越しに伝わる七瀬の体温。絹のようにさらさらした髪を梳すくと、わずかに顔を伏せた七瀬の口元が微かすかに緩んだ。俺の方に気恥ずかしさが到来して、手を離す。

「な、何はともあれ、明日に備えないとな」

「……ええ、そうね」

　さっきより、声に温度が戻っていた。良かった。少しは元気が出たようだ。




　　　　◇◇◇




『皆様、今日も日本航空85便、那覇行きをご利用くださいまして、ありがとうございます』

　アナウンスからお察しの通り、俺は今、那覇行きの飛行機に乗っている。

　ホワイ、なぜ？　右隣には今にも死にそうな表情の七瀬、左隣には沖縄の旅行マップを手に寛くつろぐ奏さん。なんでこんな状況になったのだろうと、胸は疑問でいっぱいだった。

　……少しだけ時を戻そう。奏さんと邂かい逅こうを果たした翌日。10月23日、土曜日。約束通り、朝10時に浜松駅に行くと、スーツ姿の奏さんがキャリーケースを手にやってきた。

　キャリーケースを引いてきた時点で違和感に気づくべきだったが、それより休日にも拘かかわらずスーツ姿な事に疑問を抱く。曰いわく、「社畜の生活習慣病よ」とのこと。社畜怖い。

「それで、どこ行くんだ？」

「海よ」

「え？」

　俺は惚ほうけた顔をした。七瀬は目を見開いた。

「海案は昨日、否決されたんじゃ？」

　訊きくと、奏さんは赤縁メガネをクイッと上げて得意げに言った。

「翔くん、私は考えたの。海に行きたい。だけど今は10月で、シーズンじゃない。その問題を解決するソリューションは何かとね」

　シラフの奏さんは、昨日の酔っぱモードと同じ会話のテンションだった。

「それで私、閃ひらめいたの。10月でも入れる海に行けばいいじゃない、と」

「まさか……」

　七瀬が隣で驚きょう愕がくしてる。

「え？　どういうこと？」

　俺だけ理解が追いつかず、首を傾かしげてしまう。

「来ればわかるわ。さあ行きましょう」

　半ば強制的に連れて行かれて乗り込んだのは、上り方面行きの新幹線だった。

　静岡駅で降りたあと、静岡空港行きのリムジンバスに押し込まれて察した。

「沖縄では、10月も海のシーズンなのよ」

　全て合が点てんがいった時には、俺たちは那覇行きの飛行機に搭乗していた。

　回想終了。

「……まあ、面白いから良いか」

　色々とツッコミどころは満載だが、あまり物事を深く考えない性質が幸いし、割とすんなり状況を受け入れることができた。むしろ、タダで沖縄へ行けるなんて最高だ。乗りかかった豪華客船をとことん楽しもうと、俺の頭の中はバカンスモードに切り替わっていた。

　沖縄といえばビーチ、国際通り、美ちゅら海水族館、首しゅ里り城じょうなど、観光スポット目白押しだ。どこを巡ろう何食べよう。ワクワク！

「ちなみに日帰りだし、やらなきゃいけない仕事もあるから、向こうでの滞在時間は３時間くらいよ」

　社畜うううううぅぅぅぅぅ!!

　……仕方がない。飲み屋で知り合ったＯＬに拉致られて沖縄に連行されるという体験自体がもう面白いのだから、これ以上贅ぜい沢たく言うのもナンセンスというものだ。

　次、沖縄を訪れる際には、たっぷりと時間を取って回ろう。

「予定も組めたから、着くまで睡眠を取るわ」

　ぱたんとガイドブックを閉じて、アイマスクを装着する奏さん。

　リクライニングを倒したあと、そのまま身を横たえる。社畜病の奏さんのことだ、きっと昨晩も家で仕事をしていたのだろう。遅くまで本当にお疲れ様です。

「あー……頭痛い」

「ただの二日酔いかよ」

　心配して損した。飛行機が動き出す。同時に、七瀬の肩がビクッと跳ねた。

「どうしたんだ？」

　さっきから、というか飛行機に乗る前くらいから、七瀬の様子がおかしい。

　気分が優れなそうというか、何かを怖がっているように見えた。

「飛行機は窓が開けられないから、辛つらいわね」

　ぽつりと呟つぶやかれた言葉の意味をすぐに飲み込めるほど、俺は優秀じゃない。

「……密閉された空間が、得意じゃないのよ」

　俺にだけ聞こえる声量で、七瀬が呟く。まるで、雷鳴に怯おびえる子猫のように。

　そこで、俺の頭に電流が走った。思い起こされる記憶。

　──少し、窓を開けていいかしら？

　熱海。ふわふわパンケーキ号で、七瀬は言った。

　──少し、風に当たりたい気分なのよ。

　河口湖。ロープウェイで、七瀬は言った。

　どちらも、七瀬は窓を開けていた。その理由は、もしかして……。

「閉所恐怖症、というやつか？」

「…………狭い空間には、嫌な思い出があるの」

　狭い空間に関する嫌な思い出とは、なんだろうか。気になったが、七瀬の横顔につうっと汗が伝うのを見て、思考が切り替わる。どうやら、只ただ事ごとではないらしい。

『皆様、当機は間もなく離陸いたします。シートベルトをしっかり締めて……』

　アナウンスと同時に、飛行機のスピードがぐんぐん上がっていく。大きくなる振動に、七瀬がぎゅっと目を瞑つぶった。それを見て何を思ったのか。俺は、七瀬の手の甲に自分の手を重ねた。七瀬が目を見開き、俺の方を見る。

「少しは落ち着くと思って」

　ワンチャンぶん殴られるかと思った。しかし、七瀬は震える唇を動かし言った。

「……が……とう」

　ジェット音にかき消されて聞き取れなかったが、何と口にしたのかは流石さすがにわかる。

　いつもはクールで刺とげ々とげしい七瀬の、弱くて素直な部分に心臓がどくんっと跳ねた。

　なんだ、今の。

　飛行機が地面から離れると同時に、七瀬と俺の手の順番が入れ替わった。

　ぎゅうっと、七瀬が俺の手を握りしめてくる。

　柔らかくて温かい、そしてほのかにしっとりした感触に、いっそう鼓動が速くなる。

　那覇空港に着くまで、七瀬はずっと、俺の手を握っていた。




　　　　◇◇◇




「ただいま、生命の起源」

　大海原にこんな言葉を放つのは、タイムスリップしてきたアダムか、頭のネジがぶっ飛んだ限界社畜ＯＬくらいだろう。

「昨日の私もまさか、沖縄のビーチに生まれたままの姿で降臨するなんて、思ってもみなかったでしょうね」

　時刻は日差し降り注ぐ午後２時。那覇空港からレンタカーで10分の海水浴場。

　水着姿の奏さんが、感慨深げに言う。

「厳密には水着着てるから、生まれたままの姿じゃない気が」

「それは確かにそうね。それじゃあ……」

「いや、脱ごうとするんじゃない！」

　ちなみに奏さんが着用しているのはいわゆるビキニというやつで、男子高校生にとっては限りなく猛毒に近いシロモノだった。黒は扇情的すぎるだろ黒は。スーツを着ている時も思ったが、ビキニ姿の奏さんを見るとスタイルが抜群に良いことを思い知らされる。きゅっと引き締まった体たい軀くにすらりと長い手足。白磁のように白い肌が沖縄の日差しに照らされキラキラ輝いている。個人的にはもうちょっと食べた方がいいんじゃないかと思ったが、瘦せ細りの原因が連日の激務によるものじゃないかと思い至って考えるのをやめた。

「那覇にまで来て、何バカやってるの？」

　奏さんの脱着を防ごうと奮闘していると、七瀬が呆あきれた様子でやってきた。

　七瀬も水着姿だった。道中のショッピングモールで購入した一品。

「涼帆ちゃんもビキニでいい？」という奏さんの提案を全力で拒否した甲か斐いあって、露出は少なめのワンピースタイプのやつ。

　柄や色味は落ち着いていて、七瀬の性格とよくマッチしていた。

　言うまでもなく、綺き麗れいだった。芸術品かと思った。女子にしては高めの身長に、程よく肉付きの良い手足、開けた胸元はたわわな二つの果実がちらりと覗のぞいている。

　もう一度言う、綺麗だった。全てが完璧なバランスで調和していた。

　意思に反して瞬まばたきが多くなって、呆ほうけてしまう。

「……何よ」

「いや、似合ってるなって」

　七瀬がバッと胸元を隠した。

「……変態」

「なんでだよ!?」

「視線、ずっと胸元を向いてた」

「いやいやいやいやそんなことは……ないよ？」

「間があった。ギルティ」

「くっ……即否定できなかった自分が悔しい！」

「まあまあ涼帆ちゃん、仕方がないわよ。男なんて、おっぱいとおっぱいとおっぱいには逆らえないよう、遺伝子に刻み込まれてるんだから」

「全部おっぱいやんけ」

　ばいんっと、奏さんが胸部に搭載した核兵器を揺らす。

　七瀬に負けず劣らず、なかなか強力なサイズ感だった。

「それにしても美しい……美しいわね……」

　奏さんがジロジロと、七瀬の身体からだを眺めて言う。動作が完全に怪しい人のそれだ。

「この感動は生まれて初めてe^(i[image: パイ])+1=0を見た時に相当するわ」

「なんだって？」

「知らない？　世界一美しいと呼ばれている数式よ」

「レオンハルト・オイラーが発見した数式ね」

「正解。流石、涼帆ちゃん」

　こういう会話を聞くと、教養があるっていいなと思う。

　両人の知識量は教養の範囲を超えてる気がするけど。

「さて、じゃあ泳ぎましょうか」

「おー！」

　人生、何が起こるかわからないものだ。

　今朝、浜松にいたはずなのに、俺は今、沖縄の空に拳を掲げている。

　こんな貴重な体験をさせてくれた奏さんには感謝しかない。社畜のノリ、万歳！

「ちなみに、静岡行きのフライトがあるから、移動時間も鑑かんがみて滞在時間は１時間半よ」

「おおー……」

　社畜の宿命、無念なり。

「待たせたわね那覇の海！　私の身体で出し汁を取りなさい！」

　唐突な味み噌そ汁しる宣言をしてから一人、海へ猪ちょ突とつ猛もう進しんし始めた奏さん。

　その後を追おうとすると、ぱしっと七瀬が手首を摑つかんできた。

「どうした、七瀬？」

「…………………………なんでもないわ」

「いや、なんでもない間じゃないだろ」

　昨日もあったなこのくだり。確か、奏さんが海に行きたいと主張し始めた時に。

「……げないの」

「え？」

「泳げないの！」

　駄々をこねる子供みたいに言う七瀬。

「カナヅチ、ってやつか？」

「……水には、嫌な思い出があるの」

　水に関する嫌な思い出とは、なんだろうか。気になったが、ぷるぷると雷を怖がる子供みたいに肩を震わせている七瀬を見て、思考が切り替わる。

「大丈夫だって、浅いところしか行かないから」

「無理。私、知ってるのよ。海には６本足の怪物がいて、人間を発見するや否いなや足を摑んで海中に引き摺ずり込むの」

「どこの三文ネット記事だよ」

　まあでも、せっかく沖縄に来たのだ。砂浜に三角座りしてぼんやりと、俺と奏さんの遊泳を眺めているだけというのも忍びない。ここは俺がリードする場面だな！

「安心しろ。俺がそばについててやるから」

「あっ、ちょっと……」

　七瀬の手を引いて波際へ。足裏に湿った砂の感触。波の音に誘われるように足を一歩、二歩、進めて、足首まで潮水に浸す。10月ということで冷たいんじゃないかと身構えていたが、意外にもちょうど良い温度だった。流石は沖縄の海。

「な？　怖くないだろ？」

「……離れたら蒲かば焼やきにするから」

「俺は鰻うなぎじゃないんだが」

「おーいっ、こっちこっちー」

　奏さんが少し離れた、腰のあたりまで水深があるところで手を振っている。

「よし、行くか」

「無理無理無理無理無理無理無理無理無理無理無理無理無理無理無理」

　七瀬が超高速で頭を横に振る。

「大丈夫だって。手、繫つないでてやるから」

　力強く俺が言うと、七瀬はわかりやすく表情を葛藤一色に染めた。

　しばらくして。やがて意を決したのか、ぎゅっと手を強く握ってくる。

「離さないでね……？」

　暗がりに怯おびえる子供のような懇願。学年一の美少女が見せる上目遣いと、いつもの強気な姿勢は見る影もない弱々しい姿に、心臓が大きく跳ねた。このギャップはいかん、威力が凄すさまじすぎる。初秋の沖縄は涼しいはずなのに、一気に顔が熱くなった。

「あ、ああ……大丈夫だ、任せろ」

　七瀬の手を引いて奏さんの元へ。

「お、来たわね？　そーおれっ」

　ばしゃっばしゃっ!!

「きゃっ」

「うおっ」

　突然の水鉄砲攻撃に、驚いた七瀬が抱き着いてきた。

　潮の匂いに混じって甘ったるい香りが鼻び腔こうをつく。

「ちょっ……!?」

　ざっぱーん！

　七瀬に抱き着かれたまま海中にダイブ。

　俺はすぐに軸を持ち直して立ち上がったが、七瀬がもがもがと暴れていた。

「落ち着け！　ここは足がつく！　なんなら膝を曲げても息継ぎできるぞ！」

　じたばたと足搔あがく七瀬を宥なだめつつ水中から抱き起こした。その際、身体の前面に柔らかいフロンティアな感触を覚えた気がするが、堪たん能のうする暇などなかった。

「三さん途ずの川が見えたわ」

「生への諦め早すぎない？」

　海水も滴したたるいい女になった七瀬が、奏さんを親の仇かたきを見るように睨にらむ。

「二人とも、大おお袈げ裟さね。こんなんじゃ、海上の扇を射止められないわよ」

「那須なすの与よ一いちになりたいだなんて一言も言ってないのだけれど」

　これは俺でもわかったぞ。海上の扇から瞬で那須与一が出てきたのはびびったけど。

「まあまあ、せっかく自然に回帰したんだから、思い切り楽しみましょう」

　ざぶんっと、海中にダイブして奏さんが縦横無尽に泳ぎ始める。

「うーーーーんきもちいいーーーー最高ーーーっ」

　時折、両腕を思い切り広げて叫んでいた。

　その表情はきらきら輝いていて楽しそうで、居酒屋で感じた悲愴感を感じさせない。

「七瀬」

「何よ」

「そろそろ首が凝ってきたんだけど」

「あっ」

　俺の首に腕を回したままだった七瀬が、バッと身体を離す。

「手は繫がないで大丈夫なのか？」

「さっき海中に沈んだお陰で、少し恐怖が和らいだわ」

「それはざんね……何よりだ」

「……変態」

　これは言い逃れできない。

「でも……ありがとう。お陰で、少しは泳げそうよ」

　先程の弱々しさから一転、瞳に力を戻した七瀬が言う。

　それから、入念にストレッチをし始めた。負けず嫌いの七瀬は泳げないのが我慢ならないのか、カナヅチを克服しようとしているようだ。

「挑むのか、大自然に」

「所詮は水よ。たかだか水深80センチ程度の海水畜生など、私の敵ではないわ」

　苦手な海に放り込まれて理性がうまく機能していないのか、やけにノリが良い七瀬。

　大きく息を吸い込み、七瀬がバタフライの素振りをし始めた。おお、それっぽい。

「見てなさい。私の華麗なるクロールを」

「それクロールだったんかい」

　一気に心配になった。が、苦手を克服しようとする勇者に「やめておけ」と言う道理は無い。ここはひとつ、大手を振って見送るのが筋というものだ。

「行け、七瀬！　限界を超えろ！」

「言われなくてもっ……」

　双そう眸ぼうに闘志を灯ともした七瀬が、いざ大海原に挑まんと頭から海中にダイブし──。

　普通に沈んだ。

「七瀬ェェェェェェェェーーー！！！」

　ざぶん！　すぐさま飛び込んで、七瀬を救出。

「どうして空は青いのに、水の中は黒いの」

「そりゃお前、目瞑つぶってるからじゃ？」

「灯台下暗しね」

「地味に上手うまくて草」

「草も足元に生えてるわよ」

「別にかけたわけじゃ……ぷっ……」

　思わず吹いてしまう。ここまでの一連の流れがあまりにもお約束すぎて、込み上げる笑欲を抑えることができなかった。

「何笑ってんのよ……ふふっ」

　七瀬も、口に手を当てて笑った。二人して声に出して笑った。

　あー、楽しい。本当に楽しい。解放感が半はん端ぱじゃない。東京から遠く離れた沖縄の海で、あの七瀬涼帆とはしゃいでいるなんて、数日前の俺は夢にも思わなかっただろう。

「楽しそうね、二人とも」

　存分に遊泳して満足したのか、奏さんもどこかスッキリした様子で戻ってきた。

「来てよかったでしょう？」

「ああ、控えめに言って最高だよ。連れてきてくれてありがとう、奏さん」

「気にしないで。一人だったら絶対に来なかったから、むしろ私が二人に感謝してるわ」

　奏さんがにっこりと笑う。営業スマイルではない、心から湧き出た感謝の笑顔だ。

「やっぱり人間、１２０日に１日くらいはこうやって息抜きしないとね」

「週に２日ちゃんと休んで」

「それは無理な話ね。抱えているクライアントの数が膨大だし、いつ上司から電話がかかってくるかわからないし、私が稼か働どうしなかったら止まるプロジェクトがいくつもあって、たくさんの人に迷惑かけちゃうから迂う闊かつに休めないの。今日だって、１８０日前から入念な根回しをして、やっと獲得できた休日なんだから」

「大人になるのが怖くなってきた」

「いいの？　そんな貴重なお休みを、私たちと過ごすのに使って」

「いいのいいの。一人だと絶対、プロジェクトの進捗が気になってロクに休めないし、それに……」

　遠い水平線の方に目線をやってから、奏さんは言った。

「なんだか、二人を見ていると思い出すの。自分のやりたいことを、やりたいようにやっていた、無敵の高校時代を。なんだかそれが、とても心地良いのよ」

　懐なつかしむように細められた瞳にはおそらく、奏さんが高校時代に熱中していたピアノに関する記憶が映っているのだろう。感傷的な空気は、一瞬だった。

「私のようなつまんない大人には、くれぐれもならないでね」

　奏さんが向き直って、俺と七瀬の頭の上にぽんっと手を置いて言った。

　切実な想おもいが込められているように感じた。俺は、何も返せなかった。

　まだ高校生の俺が何か返したところで軽いものになる。そう思って。

　対する七瀬は、一度口を開いて、閉じた。何を言おうとしたんだろう。

「さてさて、撤退までの残り少ない時間、思い切り遊ぶわよ。そーおれっ」

　ばしゃばしゃっ!!

「きゃっ……」

　再び奏さんが水鉄砲を七瀬に放った。

「ま、またっ、やったわね？」

　今度は負けじと、七瀬が反撃に出た。そこから行われた攻防戦は特筆すべき事もないので割愛する。三人とも小学生みたいにはしゃいで、とにかく楽しかったという一言で語るには十分だ。海水浴に来てきっかり１時間半。俺たちは沖縄の海を堪能した。

「さて、フライトに間に合うようにそろそろ帰りますか」

　奏さんの一声で、海納めとなった。海水でベトベトになった身体からだは地上では重く、自然から文明社会に帰ることを拒否しているように感じる。

「どうしたんだ、七瀬？」

　海から上がった七瀬が、名残惜しそうに水平線を眺めていた。

「別に、大したことじゃない」

「まあまあ、そう言わず」

「……ここから見える夕ゆう陽ひは、とても綺き麗れいなんだろうなって」

「ああ……好きだもんな、夕陽」

　今は午後の４時頃。夕日を拝むにはあと、２時間くらい必要だ。

「また来ればいいじゃないか」

　ぽん、と七瀬の頭に手を置く。たっぷり海に浸つかったからか、とても湿っぽい。

「……またが、あればね」

　七瀬のその呟つぶやきに、俺は胸にピリリとした痛みを覚えた。

　その痛みを和らげるように、七瀬の頭をぽんぽんと撫なでる。

「どさくさに紛れて頭撫でるようになってるけど、許可した覚えはないわよ？」

「はいすみません」

　秒で謝ると、七瀬は「草生えるわ」と勝ち誇った笑みを浮かべた。

　もうすっかりお気に入りのフレーズになったようだ。

　また絶対に、七瀬と一緒に沖縄に来よう。そう、俺は誓った。




　　　　◇◇◇




　浜松駅に戻ってくると、時刻は夜の８時を回っていた。

　移動疲れからか、全身には鉛のような疲労感がのしかかっている。

「あっという間だったわねー」

　新幹線のホーム。奏さんが「んーっ」と伸びをしている。見た感じ、疲労の色は感じられない。まだまだこれから働けますよと言わんばかりの顔色をしていた。社畜怖い。

　……ただ、気のせいだろうか。スーツ姿に戻った奏さんは、どこか、寂しげだった。

　海での生き生きとした輝きはなりを潜め、昨日居酒屋で目にした、悲愴感やら焦燥感やら、マイナス方面の感情が滲にじみ出ているように見えた。なんとなく、モヤモヤした。

　エスカレーターの人の波に乗った途端、現実に戻ってきたかのような錯覚を覚えた。

　今日一日の出来事は夢だったんじゃないかという、錯覚。そして、モヤモヤ。

　嗅覚の奥にわずかに残った潮の香りが、沖縄の海で泳いだことの確かな証明だ。

　その形跡も、ほどなく無くなってしまうだろう。ああ、モヤモヤする。

　──私のようなつまんない大人には、くれぐれもならないでね。

　……ああ──そうか。わかった。なんでモヤモヤしているのか、わかってしまった。

　今の奏さんは……俺の10年後の姿、かもしれないからだ。

　俺は、足を止めた。

「どうしたの、翔くん？」

　奏さんに、俺は言った。

「改札出る前に、行きたいところがある」




　　　　◇◇◇




「ここって……」

　俺が連れてきた場所──ストリートピアノの前で、奏さんが目を丸めている。

　当たり前だ、なんの脈略もなかったんだから。

「奏さんのピアノ、聴かせて欲しい」

　本心を、はっきりと告げた。俺の言葉に、奏さんはみるみる表情を曇らせた。

「……純粋に、私の演奏を聴きたいって意図で言ったわけじゃないわよね？」

　鋭い。多分、誤魔化しは利きかないだろうから、真意を告げる。

「奏さんに、ピアノを弾いて欲しいんだ」

「弾いて、欲しい？」

「ああ」

「理由は？」

「本心では弾きたいと思っているのに、弾かない。やりたくもない仕事に没頭することで、その事実から目を逸そらしている。その姿勢が、見ててモヤモヤするから」

　空気がピリッとした。奏さんにとってこの話題はセンシティブな領域。

　わかっていて踏み込んだのだから、当然だ。ああ、本当に俺は空気が読めない。

　思いつきで行動するし、一時の感情で余計な事を言ってしまうし、してしまう。

　だけど不思議と、この行動については肯定できた。

「なるほどね」

　じっと、奏さんは俺を見つめた後、ふっと余裕そうな笑みを浮かべて言う。

「翔くん、君、思った事をそのまま言うタイプでしょう。営業向いてないよ」

「自覚はある」

「だから……そうね……クリエイター向きかもしれないわね」

「話、逸らすなよ」

　俺が真剣なトーンで言うと、奏さんの表情から笑みが消えた。大きなため息。

「言ったでしょう、ピアノはもう、やめたの。高校３年できっぱりとね。私の中ではもう、折り合いがついていることだし今更弾き直そうなんて思ってないわ」

　まるで、自分に言い聞かせるような口調。

「それに、やりたくもない仕事って決めつけたけど私は今の仕事にそれなりに満足しているし充実している。そりゃあ激務だし休みも少ないし神経すり減るのは日常茶飯事だけどやりがいはあるわ。それを否定するのは失礼にもほどが」

「でも、弾きたいのは本心だろ！」

　思わず強く言い放っていた。違うとは言わせない。

　その確固たる思いが籠った言葉に、息を吞のむ音が聞こえた。

「昨日今日と、どんだけ現状の不満を垂れ流してたのか自覚ないのか？　そりゃあ、やりがいは感じてるだろうし、そこそこ充実しているだろうけど……それよりも、ピアノを弾きたいんじゃないのか？」

　奏さんから返答はない。その沈黙が、肯定を意味していた。

「弾きたいなら、弾くべきだと思う。自分の〝好き〟に、噓うそはつかない方がいい」

　静寂。そして、ため息。

「……………………無理よ」

　たっぷりと間が空いたあと、ぽつりと、奏さんが溢こぼす。

「もう何年も弾いてないし、リズムも忘れちゃったし」

　どこかで聞いた言い訳がすらすらと溢あふれ出す。

「もう指も思うように動かないし、ひどい曲しか弾けないだろうし、第一、私、まだタスクをたんまり残してるから、時間もな……」

「言い訳ばかりして、また逃げるつもり？」

　今まで沈黙を保っていた七瀬が、強い言葉を被かぶせてきた。

「別に……逃げてなんか……」

「逃げてるじゃない、望んだ成果を出せなかった、過去の自分から」

　人は、自分が目を背けたい部分を指摘されると怒りを覚える。

　いわゆる、図星をつかれるというやつだ。

「なんで涼帆ちゃんに、そんなことがわかるのよ」

　七瀬の言葉に怒りを露あらわにする奏さんはまさしく、図星をつかれたのだろう。

　だが七瀬は、怯ひるむことなく言葉を続ける。

「わかるわよ。だって…………私が潰してきた演奏者と、同じ顔をしているから」

　そう言う七瀬は、どこか乾いた表情を浮かべていた。

「……潰、した？　何を言って……」

「私に負けた演奏者たちの多くは、あなたと同じような理由でピアノをやめていったわ。

　ピアノで成果を出して他者に評価してもらう事を目的にしている場合、私という絶対王者が君臨している間は、弾く理由をどんどん失っていただろうから」

「絶対、王者……」

　奏さんが何かに気づいたように目を見開く。

「待って……確か……涼帆ちゃんがピアノをやってた時期は……」

　顎に手を添え、深く考え込み、それからパズルのピースが繫つながったようにハッとして。

「そうよ、思い出した……第34回全国ピアノコンクール小学生の部、優勝者は……」

「昔のことはどうでもいいわ」

　バッサリ切ってから「とにかく」と付け加えて。

「もし貴方あなたが評価のためじゃなく、ただ楽しくてピアノを弾いていたのだとしたら」

　今までで一番強い口調で、七瀬は言った。

「弾きなさい。他でもない、自分自身のために」

　有無を言わせない言葉。今までどこか虚こ空くうを見つめていた奏さんの双そう眸ぼうに、熱い炎にも似た激情が灯ともり出し──その時、ブーッブーッと、誰かのスマホが震え始めた。

「は、はい、篠田です」

　奏さんのだった。

「……はい、黒くろ季き商事様は確かに、部下の小お川がわが担当ですが……ええっ、交渉に失敗して大損害……!?」

　何やら緊急事態の様子だった。なんと間が悪い。

「それは、大変申し訳ございません、私の監督不行き届きで………はい、はい、え……今から本社、ですか？」

　正気か、オイ？

「あの……今私、有給で浜松におりまして、先方との関係値的にも明日、正式に謝罪をする方向でも良いかと……ええっ、関係ない？　今すぐ来いって……えぇ……？」

　絶望、焦燥、疲労、さまざまな感情が奏さんの表情から読み取れた。

　奏さんの目は、こう訴えているように見えた。『もう嫌だ』と。

　ぽんっ……と、俺は奏さんの肩に手を置いた。奏さんがこちらを向く。今にも泣きそうな面持ち。奏さんのスマホから、上司と思おぼしき男の罵声がギャーギャーと漏れている。

　俺は笑みを浮かべて、言った。

「もう、素直になってもいいんじゃね？」

　奏さんが目を見開く。

　その瞬間、曇天色だった表情が、大空のように晴れ渡っていって──。




「私、有休中なので無理でーーーす!!!!!!」




　道ゆく人々がビクッとするくらいの声量で奏さんが叫んだ。それから通話終了ボタンを押す。間髪入れずまたスマホが震え出すが、今度はブチ切ってポケットにしまった。

「あまりの下手さに、後悔しても知らないわよ？」

　憑つき物が取れたような、清すが々すがしい笑顔。

「聴くに耐えないピアノは、コンクールで嫌と言うほど聴いたわ」

「最高のフォローにして最高の皮肉ね」

　不敵な笑みを浮かべて、奏さんはスーツの上着を乱暴に脱ぎ捨て俺に放り投げた。

「持ってて。堅苦しいったらありゃしない」

　敵の本拠地にカチコミに行く女番長みたいな事を言い残し、ピアノへと歩み寄る奏さん。

　グランドピアノを懐なつかしそうにそっと撫なでたあと、優雅な所作で腰を下ろす。

　観客は俺と七瀬。道ゆく人々は、素人しろうとの演奏など興味がないのか足を止めずに歩き去っていく。だが、それで充分だと言わんばかりに、奏さんは挑戦的な笑みを浮かべた。

　赤縁メガネを外し、後ろで括くくっていた髪を雑にほどく。

　まるで、全ての柵しがらみを解いているように。

「え……？」

　不意に、隣で七瀬が素っ頓狂な声を上げた。どうした、と聞く間もなく繊細な指先が鍵盤に触れ──。そこからの十数分間は、俺の人生の中で忘れられない時間となった。

　陳腐な言い方になるが、心が震えた。魂の籠った演奏だった。上手うまいとか、下手とか、そういった評価を超越した、ただただ純粋なエネルギーがそこにあった。

　曲名はわからない。だけど、思わず聴き入ってしまう、ずっと聴いていたくなる。

　技術的な事は何一つわからないけど、その演奏に、奏さんが己の全てを賭けている事がわかった。弾き間違えても、音をずらしても、止まらない。ただただ弾くのが楽しい、楽しい！　ああ、なんで今まで弾いてこなかったんだろう。これが、これこそが私の全てだったのに！　そんな叫びが聞こえてきそうな旋律だった。

　その演奏に、道ゆく人々が足を止め始める。ぽつ、ぽつと、少しずつ観客が増えていき、気がつくと人だかりができていた。親子連れ、二人組の女子高生、スーツに身を包んだサラリーマン。みんな、奏さんの演奏に聴き入っていた。
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　演奏は、あっという間に終わった。終わった後も、観客たちはその場から動かない。

　まるで、奏さんの演奏に脳の機能を全て持っていかれたみたいだった。

　ぱち……ぱち……。幼い女の子が小さな両手を叩たたく。それを皮切りに、その場は大きな拍手に包まれた。俺も、力の限り手を叩いた。七瀬は、控えめな拍手を送っていた。

　奏さんが周囲にお辞儀をしたあと、戻ってくる。

「どう？　ひどかったでしょう？」

　額にびっしり汗を浮かべた奏さんが、自嘲めいた笑顔で七瀬に尋ねる。

「コンクールだと予選一回戦落ちね」

「そうよね、知ってた」

「だけど……」

　七瀬は、頑張った我が子を撫でるような慈愛に満ちた笑顔で、言葉を紡つむいだ。

「素晴らしい演奏だったわ」

「────っ」

　声にならない言葉。奏さんの双眸から雫しずくが伝う。慌てて拭うも、止まらない。

「大人の涙は……ダサいわね……」

　ぽろぽろと零こぼれ落ちる涙が、笑顔を濡ぬらす。

「大人とは、大人のフリをするのが上手い子供らしいわよ」

「その定義で言うと……今の私も子供って事か」

「ちょっと大きい子供にしか見えないわ」

「それじゃあ……同じ子供の涼帆ちゃんに頼み事をしても、おかしくはないわよね」

「私ができる事は限られてるけど……」

「簡単なお願いよ」

　奏さんが七瀬の胸に身を預けた。そしておずおずと、背中に腕を回す。

「ちょっとだけ、胸を貸して」

　七瀬は何も言わなかった。代わりに、奏さんの背中に腕を回し、あやすように叩いた。

　それが合図だった。七瀬の胸の中で、奏さんは声を押し殺して泣いた。

　まるで、何年も押し殺して溜ため込んでいた思いを吐き出すように泣いていた。

　その様子を、俺は静かに眺めていた。胸の中のモヤモヤは、いつの間にか消えていた。




　　　　◇◇◇




　明日は普通に出勤という奏さんは、新幹線で東京に戻る事になった。

　上司に啖たん呵かを切ったとはいえ、部下のフォローはしなければとのこと。

「私、会社辞めるわ」

「へえ……辞めるんだ……って、ええっ!?」

　新幹線の待合室。喉渇いたわね、くらいのテンションで言うもんだから驚く。

「だって、仕事よりピアノの方が１００無量大数倍楽しいんだもん」

　もん、って。やりがい云うん々ぬんの話はなんだったんだ。でも当然と言えば当然か。

　あんなに楽しく弾いているのを見たら、納得するしかない。

「人生、一度っきりだもの。やっぱり、自分のしたいようにするべきだと思って」

「それはまあ……確かにそうだが」

「さっき、改めて考えたんだけど」

　旅の日程を決めているみたいにワクワクした様子で、奏さんが言う。

「現実的な話、５年くらいは遊べる貯金はあるから、曲を演奏する様子をヨーチューブにでもアップして、私の演奏を全世界に知らしめてやろうと思うの。ピアノ演奏系クール美人ヨーチューバーとして、登録者１億人は堅いわね」

「クール美人って自分で言っちゃう？」

　事実だけども。ヨーチューブに動画投稿をしている身としては、登録者１億人なんて夢のまた夢の夢夢物語だと思うけど、奏さんなら生活していけるだけの登録者は確保する事ができるだろう。その確信があった。

「ひとつ、教えてくれないかしら？」

　今まで沈黙していた七瀬が、不意に口を開いた。

「何かしら？　涼帆ちゃんには胸を貸してくれた恩があるから、クレジットカード番号くらいなら教えてあげるわ」

「貴方あなたがさっき弾いていた曲の……一曲目の名前を教えて欲しい」

　奏さんの冗談をスルーし、七瀬がシリアスな口調で尋ねる。

「……どうして知りたいの？」

「ずっと、ずっとずっと気になっているから」

「ずっとって……大おお袈げ裟さね」

　フッ、と奏さんがお馴な染じみの笑みを浮かべて言う。

「曲名は『あたしを見ろ』」

「……知らないわね、誰の曲？」

「私の曲よ」

「…………………………え？」

　七瀬が素っ頓狂な声を漏らす。

「私が高１の時にボカロで作った曲よ。知ってる？　ボーカロイド。私が高校の頃は初はつ音ねミクとか鏡かがみ音ねリンとかボカロが全盛期の時代で、たくさんのＰ達がいたの」

　若干世代がずれている気がするが、知っていた。

　今でも、ちょくちょくヨーチューブで話題になるし。

「当時の私も、ボカロＰだった。自分が生み出した曲を弾いて、ヨーチューブにアップしていた。でも、再生数が全然伸びなくて、凹へこんで……『あたしを見ろ』は、もうこの曲が伸びなかったらＰ活動はやめようって決めて作った、最後の曲なの」

　当時のことを思い出すように、奏さんが語る。

「……まあ、案の定伸びなかったんだけど。私の作る音楽は誰の心にも響かないんだなーってしょぼくれて、供く養ようのつもりでこのピアノで弾いたりしたわ……懐かしい」

「……なるほど」

　七瀬の口元に優しい笑みが浮かぶ。

「そういうことだったのね」

「どういうこと？」

　首を傾かしげる奏さんに、七瀬が言う。

「少なくとも一人は、貴方の曲に心を動かされたわ」

「…………………………え？」

　言ってる意味がわからない、といった奏さんに七瀬が続ける。

「心を動かされて、ピアノを始めて、熱中して、たった２年で全国大会優勝をするくらい、私の心は貴方の曲に動かされたの」

「え……ちょっと待って……もしかして……」

　信じられないものを見るように目を見開く奏さん。

「あの時に私の演奏を見てくれてた……女の子？」

　コクリと、七瀬が頷うなずいた。

「メガネしてるし、髪も後ろで纏まとめていたから、わからなかったわ」

　奏さんは、全ての合が点てんがいったように口を手で覆った。

「ずっとずっと、って、そういう意味だったんだ」

「10年、貴方の曲を忘れたことはないわ」

「嬉うれしいこと言うじゃない……まずい……またうるっときた」

「涙もろ過ぎない？」

「演奏者あるあるよ」

「それは言えてるわね」

　くすくすと、二人は可笑おかしそうに笑った。時を超えて果たされた再会だった。

　確率論でいくと天文学的な偶然だ。きっと、神様が気を利きかせてくれたのだろう。

　旅が繫つないだ一いち期ご一いち会えの奇跡に、俺まで胸が熱くなった。

『間もなく、１番線の東京行きの……』

　待合室にアナウンスが流れる。そろそろ、お別れの時間だ。

「二人とも、改めてありがとう。感謝しても、仕切れないわ」

　奏さんが深くお辞儀をする。

「こちらこそ、本当に楽しかった……それと、色々と出してくれて、ありがとう」

「いえいえどういたしまして」

「この礼は、いつかどこかで必ず」

「子供がそんなこと気にしないの」

「さっき、自分のこと子供って言ってなかったっけ？」

「あれはバーゲンセール中だったから」

「大人と子供の区別雑過ぎない？」

「でもそうね。二人とも働き始めたら、その時は日本酒でもご馳ち走そうしてもらおうか」

　奏さんの言葉に、七瀬がピクリと眉を動かす。

「それまで生きていたら、酒造ごとプレゼントしてあげるわ」

「あはは、何それ。余命宣告でもされてるの？」

「膵すい臓ぞうを食べないと死んでしまう難病に冒されてるかもしれないわね」

　奏さんは冗談と受け取ったらしく、うははっと笑った。俺は笑えなかった。

　七瀬の表情から感情を読み取ろうと注視したが、何もわかりゃしなかった。

　その後、連絡先を交換してホームへ。

　東京行きの新幹線に乗り込む直前、ふと思い出したように奏さんが言った。

「そういえば、涼帆ちゃんにずっと聞きたかったんだけど」

「何？」

「涼帆ちゃん、なんで私のこと『貴方』呼びなの？」

「……別に、特に深い理由はないけど、何か問題でも？」

「問題大ありよ。呼称はその人との絆きずなの深さを表すものなんだから」

「絆の深さを表すもの……」

　ちらりと、七瀬が俺を見やる。そういう意味合いもあるんやぞ、と念を送ったら不審者を見るような目で返された。だから、なんでや。

「そう。私と涼帆ちゃんは10年来の大親友なんだから、その絆の深さは田た沢ざわ湖こ並よ」

「今日まで一度も会っていないのに、４２３・４ｍも深いわけがないじゃない」

　流石さすがすぎて草。確か田沢湖は、日本一深い湖だ。ちょくちょく知識クイズ出してくる奏さんも奏さんだけど、しっかり瞬で反応する七瀬も七瀬だ。

「細かい事はいいの。少なくとも『貴方』呼び以外の相応ふさわしい呼称が、あるはずだと思うのだけれど、どう？」

「どう、って言われても……」

　じいっと、奏さんが七瀬を催促するように見つめる。七瀬は気まずそうに視線を逸そらしたが、やがて観念したようにため息をついて言った。

「…………………………篠田さん」

「ま、妥協点としますか」

　わがままな妹を許す姉のように腰に手を当てる奏さんが、続けて七瀬に言う。

「せめて翔くんくらいは、下の名前で読んであげなさいな」

「どうして？」

「バイカル湖くらいの深さの絆があると思うから」

「は、はあっ？　そんな、１６２０ｍも深いわけ……」

　狼狽うろたえる七瀬。一方の俺は、バイカル湖ってあれか、世界一深い湖だっけと知識の参照に引っ張られて反応できなかった。

　プルルルルっと、発車の旨むねを伝えるベルが鳴り響く。頰を僅かに桃色に染める七瀬を微ほほ笑えましく見やって、奏さんは最後のクイズを爆弾発言に乗せて出題した。

「少なくとも、あなたたちはマリアナ海溝レベルの絆には発展するポテンシャルを秘めてると、私は思うわ」

　マリアナ海溝。世界一深い海溝だ。

　パクパクと口を金魚みたいにする七瀬よりも先に、俺は答えた。

「……１０９１１ｍ？」

　俺が答えると、奏さんはフッといつもの不敵な笑みを浮かべて。

「正解」

　ぷしゅーと、ドアが閉まり、奏さんが見えなくなる。東京に向けて動き出す新幹線を見送りながら俺は、最後の最後で初めて七瀬より先に答えられた達成感と……よくよく思い返すとなかなかやばい発言をぶん投げられたことに気づき、言葉を失うのであった。
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　夜の９時過ぎ。今日も夜遅いので、昨日泊まったホテルに宿泊する流れになった。

　その帰り道。俺と七瀬の間には微妙な空気が立ち込めていた。気まずい。奏さんが変な事を言うからだ。今頃、時速３００キロで爆走しているであろう新幹線に向けて怨えん恨こんを送っておく。そもそも、いったい何を動揺しているのだろう。さっきから何故なぜか、胸の奥がむず痒がゆい。呼吸が不規則で、顔に熱が籠っていた。その理由が、わからなかった。

「ずっと気になっていたんだけど、どうして高橋くんは、篠田さんにピアノを弾かせようとしたの？」

　不意に投げかけられた問いの意味を飲み込むのに、数秒の時を要した。

「そんな大した理由じゃない。……奏さんが、なんというか……10年後の自分の姿に思えてきて、我慢ができなかったんだ」

「10年後の姿？」

「俺が家出した理由、まだ言ってなかったよな」

「親と喧けん嘩かした、とまでは聞いてるけど、理由は知らないわ」

「ヨーチューブの事で、親と揉もめたんだ」

　俺の声色の変化を感じ取ったのか。七瀬が静かに、次の言葉を待つ。

「現状、俺はヨーチューブでそれなりに稼げているのもあって、将来は動画関係の職に就きたいなって考えてたんだ。動画クリエイターとか、動画チャンネルの運営とか……それで、進路調査票に動画系の専門学校や、芸大の情報学科を記入したら親にブチ切れられたんだ。せっかく高い金払って進学校に入れたのに、何事かってね」

　よくある話だと思う。将来、自分が就きたい職業は、親から見ると安定職じゃないから心配だとか、高い授業料を払ったんだからもっとレベルの高い学校に行けとか。

　特に、父も母も公務員というお堅い価値観を持っているから、息子が突然「動画で食っていきたい！　時代はヨーチューブ！」とかほざき始めて卒倒しそうになっただろう。

「父さんにはぶん殴られるし、母さんにはヨーチューブのチャンネル消しなさいって迫られるし……なんか、今まで俺のやってきたこと全部否定されたような気がして、無茶苦茶腹が立った」

　両親の気持ちはわからないでもないが、それでもショックだった。俺がやりたい事だと言えば、きっと認めてくれるだろうと期待していた分、余計に。

「それで、家出してやるーって……」

　全ての旅の始まり。冒頭のプロローグに戻る。

「あのまま父さんと母さんの言う事を聞いて、自分のやりたい事……ヨーチューブを全部やめて、勉強して、良い大学に入って、そこそこの企業に入って、それなりの給料をもらって……という人生も悪くはないと思う。でもそうすると、本当にやりたい事ができずに悶もん々もんとして、ヨーチューブをやめた事を心のどこかで後悔しながら虚無な日々を送るんじゃないかって……それを体現していたのが奏さんに見えたから……うん、そうだな」

　話しているうちに出てきた結論を言葉にする。

「結局、俺は俺のエゴのために、奏さんにピアノを弾いて欲しかったんだと思う」

「……なるほど、理解したわ」

　つらつらと語る面白くもない俺の独白を、七瀬は嫌な顔一つせず聞いてくれた。

「ありがとう、話してくれて」

　ワンクッション置き、「あくまで私の見解だけど」とした上で七瀬が口を開く。

「前にも言ったけど、私は高橋くんのやっているヨーチューブの活動は凄すごい事だし、これからも続けていくべきだと思う。将来的には、ヨーチューブの活動で培つちかったスキルやノウハウが生きる進路を選択した方が、高橋くん的にも幸せな人生を送れると思うわ」

「それは……ありがとう」

「念のため言っておくけど、本心だから。わかるでしょう？」

　わかっている。七瀬がこんな場面でお世辞を言うような奴やつではない事を。

　この数日間で重々理解していた。だからこそ、嬉うれしかった。本当に、嬉しかった。

「私が想像するに、高橋くん、ご両親に感情的な訴え方をしたんじゃないかしら？」

「ぐっ……」

　俺の反応を見て、七瀬は「やっぱり」と呟つぶやく。

「きっと、絶対成功するからとか、俺がやりたい事なんだとか、今ヨーチューブが熱いんだとか、おおよそ無根拠な感情論で訴えたんでしょうね」

「その場にいたのか？」

「この数日間、高橋くんを見てきて推測を立てただけよ」

「なるほど……」

　それにしても凄い洞察力だ。俺が七瀬を数日かけて理解したように、七瀬も俺の事を理解してくれたのだろう。なぜだか、胸のあたりがぽかりと温かくなった。

「とにかく、ご両親が安心するように、しっかりと説得しなさい。感情論じゃなくて、論理的に。一度で駄目なら二度、三度と、何度でも説得するの。しっかりとした今後の展望と、熱意が伝われば、納得してくれるはずよ」

　七瀬の言葉はもっともだ。正しい。だが俺は、その場で肯定する事ができなかった。

　この旅を続けている大きな理由の一つには、親との衝突から来た逃避行も含まれている。

　親ときちんと話して和解する、という選択を受け入れる事は、旅の理由が一つ失われる事でもあるのだ。裏を返すと、帰る理由が一つ増えると言っていい。

　今、その状況を作り出すのはまずい気がした。なんとなく、直感的に。

　七瀬の提案に、肯定も否定も保留もできずに押し黙っていると、スマホがバイブレーションを奏かなで始めた。見ると、親からだった。なんというタイミング。

「出なくていいの？」

　七瀬が尋ねてくる。今、話し合った方がいいんじゃないか、というサブテキストも含まれているように聞こえた。未いまだ震え続けるスマホを、俺は電源を落とす事で沈黙させる。

　七瀬に向き合って、なるべく明るい笑顔を心がけて、言った。

「いいんだよ。俺は今、七瀬と一緒にいるから」

　言うと、七瀬は今まで見たことのない感情を表情に浮かべた。

　怒り？　悲しみ？　いや、罪悪感？

　ただ一つ確実なのは、明るい方向の感情ではなかったという事だけ。

「七瀬？」

「………………なんでもないわ」

　お馴な染じみの、なんでもないわけがない間。明らかに微妙な空気を纏まとった七瀬に、俺は少なからず困惑した。そして、ある可能性が脳裏に閃ひらめく。

　……もしかして。さっきの発言、相当キモかった？

　想像してみる。にっこりではなく、ニチャァ的な笑顔で『七瀬と一緒にいるから』って、イメージしてみると控えめに言って地獄である。少なくとも俺のような陰人間がしていいような所業ではない。そりゃあ不機嫌にもなるわ、うん……。一人納得し、やっちまったなあと肩を落とした。何か弁明しようにも余計に悪化する気しかしない。

　心なしか早歩きになった七瀬の後ろを、俺はついていくことしかできなかった。

　──後に、俺は思い知る。

　この時の俺は、大きな勘違いをしていたのだと。

　七瀬のことを理解した気になっていて、実際のところ何もわかっていなかったのだ。










第四章　浜はま名な湖こ




　10月24日、日曜日の空は旅を開始して初めて怪しい雲に覆われていた。

　お天気キャスターのお告げによると、東海地方は夕方頃から雨に見舞われるらしい。

「よし、それじゃあ行くか！」

　浜松駅の改札前。

　新天地へいざゆかんと張り切る俺とは対照的に、七瀬はどこか上の空だった。

「七なな瀬せ？」

「あっ、ごめんなさい……少しぼーっとしていたわ」

「寝不足か？」

「今日はきっかり７・５時間の睡眠よ」

「疲れている日の睡眠時間だな。まあ、昨日は移動距離だけ見ると凄かったもんな」

　加えて海で遊んだり、奏さんと色々なドラマを繰り広げたりと、相当なカロリーを消費したのは間違いない。まだ疲労が取れきっていないのだろう。

　……という風に推測する一方で、昨夜の七瀬の様子がおかしい気がしていた。

　夕食を食べている時も、チェックアウトを済ませて駅まで歩いている時も、どこか心ここに在らずというか。

　なんとなくそんな気がする、の域を出ていなかったので特に尋ねなかったが。

「浜松は俺がチョイスしたから、今度は七瀬の番だな。どっか行きたいところある？」

「冥土」

「そう来たか」

　天国、地獄、あの世と来て、冥土か。

「現世で頼む」

　俺がいつもの返しをすると、七瀬は「そうね……」とどこか憂いを帯びた表情で呟き、黙考をし始める。その様子にふと、違和感を覚えた。七瀬はどこに行こうか悩んでいるというより、どこかへ行く事自体を躊躇ためらっているように見えた。

　……気のせいだよな？　シンキングタイムをたっぷりとって、七瀬が要望を口にする。

「一昨日おととい、ちらっと話に出た浜名湖に行ってみたいわ」

「ああ、日本で10番目に大きな湖ね」

「その覚え方をしているということは、期待はできなそうね」

「期待？　……あー、えっと……ああ！　あれだろ、ほら、鰻うなぎ！　食べに行こうぜ」

「最初、絶対に忘れていたでしょう」

「でもちゃんと思い出しただろ？」

「その点は……評価してあげないこともないわ」

　相変わらず毒混じりで言う七瀬だったが、表情に控えめな喜の色が浮かんでいた。

　良かった、いつもの七瀬だ。半ば無理やり納得させるように、俺は胸を撫なで下ろした。
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　七瀬に倣ならってネット検索をかけたところ、浜名湖にはフラワーガーデンや遊園地がある事が判明した。所詮は湖だろうという考えは一転、期待とワクワクが到来する。

　夕刻から雨ということなので、コンビニでビニール傘を購入してから東海道本線に乗り込む。最も寄より駅である弁べん天てん島じま駅のコインロッカーに荷物を預けてから、バスに揺られること10分強でフラワーガーデンに到着した。

「おーー、まさに自然！　って感じでいいな」

　浜名湖ガーデンパークは、浜名湖の湖畔と開放感あふれる自然が調和した、緑豊かな都市公園だ。園内は広々としていて、エリアごとにさまざまな花が咲き誇っている。そばに浜名湖があるからか気温は涼しく、秋風が花たちをさらさらと揺らしていた。園内はしっかりと手入れされていて、清潔感も抜群。にも拘かかわらず、入場料は無料というハイコスパなスポットのためか、園内はそれなりの人々で賑にぎわっていた。

　お昼時ということもあり、着いて早々ひとまず腹をこしらえる流れになる。

　七瀬ご所望の鰻は、俺が目星をつけたお店が夜営業のみだったのと、鰻はなんとなく昼じゃなくて夜に食べたいよねという双方の意見が一致した形となる。珍しい。

　お昼は今までと少し趣向を変えて、ガーデンパーク内の移動式屋台でテイクアウトすることにした。イベント会場とかで見る、車と屋台が一緒になったやつだ。

　メニューは焼きそばやピザ、フランクフルトなど、ぱっと食べれてちょっとしたお祭り気分を味わえるラインナップが並んでいた。

　俺はフィーリングで期間限定のマヨチャーシュー丼を注文。お祭り気分よりも、マヨネーズとチャーシューという絶対に美味おいしい組み合わせを優先する。

「私も、それにするわ」

　驚いた。てっきり、『おすすめ！』のポップが躍る焼きそばを頼むと思っていたから。

「どういう心境の変化だ？」

「なんのこと？」

「いや、今まで店の代表メニューを食べてた七瀬が、期間限定商品を選択したから」

「ああ……」

　七瀬は言われて気づいた様子だった。

「そういう気分の日も、たまにはあるんじゃない」

　曖昧な答えだった。また、違和感。普段の七瀬の、固い理性によって行われる意思決定が、別の部分に使われているような……。

「はい、マヨチャーシュー丼２つ、お待ちどうさま」

　商品を受け取って、すぐ傍そばに設置された飲食スペースで昼食を取る。マヨチャーシュー丼は見立て通りの一品だった。炙あぶりチャーシューとマヨネーズの組み合わせも、甘辛いタレが染しみ込んだライスも美味しい……くらいの感想しか持てなかった。味に集中できていなかった。七瀬の事が気になっていたのだ。明らかに、言葉数が普段より少ない。

「ん……なかなか美味しいわね……」

　たまにリアクションを取っていたが、いつもより箸のスピードが遅い。

　朝から、胸の奥底で疼うずき続けている違和感。

　……気のせいじゃ、ない？

　空は少しずつ、薄暗い雲に覆われていった。
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　昼食後、満を持して園内を散策した。メインエリアである花広場には一面にピンク色のコスモスが咲き誇っていて、思わず息を吞のむほど美しかった。

　目を閉じると、土の香りに混じってコスモスの香りが鼻び腔こうを包む。

「コスモスの花言葉ってなんだったっけ」

「色によって違うわ」

「んー、じゃあ、ピンクは？」

「乙女の純潔」

「乙女の、純潔……なんか、官能的な響きがあるな」

　頭に浮かんだ事を口にしてしまう。恐らく、ここで七瀬から『なにコスモスから妄想膨らませてるの変態』みたいな刺とげ々とげしい返しが来るだろうと思った。違った。

「……そうね」

　返ってきたのはそれだけだった。俺は押し黙った。

　次に、花の美術館に足を運んだ。美術館は、色とりどりの花に覆われた、まるで御お伽とぎの国に出てきそうな洋風の館だった。庭には薔ば薇らの大アーチを中心にたくさんの花壇が配置されていてさまざまな色彩を楽しめた。

　印象派の画家、クロード・モネがフランスに造った庭園を模したとかなんとか、そんな感じのことが説明板に記載されている。七瀬の好きそうな知識がびっしり書かれているな、と思ったが……。七瀬は、説明板に一いち瞥べつも寄越さなかった。

　浜松の楽器博物館では、ひとつひとつ齧かぶり付かんばかりに熟読していたのに。

「結構面白いこと書かれてるけど、読まないのか？」

　尋ねる。七瀬から『学習意欲ゼロの高たか橋はしくんにしては珍しい提案じゃない』みたいな返しが来るだろうと期待した。違った。

「気分じゃないわ」

　返ってきたのはそれだけだった。俺はまた、押し黙った。

　その後、ガーデンクルーズに足を運んだ。

　その名の通り、遊覧船から園内の自然をのんびり眺めるアトラクションだ。

「なんか、デートみたいだな」

　ふと、そんな事を言ってみる。少し踏み込んだ言葉を投げて、いつもの返しを期待したのだ。『いきなり何言ってるのよ、バカじゃないの』みたいな。やっぱり、違った。

「かも、しれないわね」

　返ってきたのはそれだけだった。やっぱり俺は、押し黙るしかなかった。

　ガーデンパークはかなりの広さがあって、ひとつひとつエリアを回っているうちに段々と陽ひが傾いてきた。終始、七瀬はローテンションだった。

　流石さすがにおかしいと、俺も確信せざるを得なかった。そろそろ時刻も夕方に差し掛かった頃。最後に残していたスポット、展望塔に登る。展望塔は公園のほぼ中央に位置しており、かなりの高さがあった。ビルの５階建てくらいはあるだろうか。園内だけでなく浜名湖、そして浜松市内まで見渡せた。しかし、今日はあいにくの曇り空。展望室から見える景色は、全体的にどんよりしていた。まるで、俺と七瀬の間に漂う空気みたいだった。

「今日は曇りだから……夕陽、見れないな」

　意図を持って言葉を投げかける。夕陽は、七瀬の大好きな景色だ。

　今日、七瀬は初めて、表情にわかりやすく感情の色を浮かべた。

「とても、残念ね……」

　七瀬は心底、残念そうに目を伏せた。

　夕陽が見れなかった事以外に、七瀬の感情を下げる他の何かがあることは明白だった。

　展望塔を降りると、空は今にも泣き出しそうになっていた。

　時間的にも天候的にもテンション的にも、遊園地はやめようという運びとなり、バス停へ向かう。時間の割に薄暗い遊歩道を七瀬と歩き……これ以上は、限界だった。

　入り口に近い花広場で、俺は切り出した。

「何かあったのか？」

　ここまで切り出せなかったのは、単純に俺が臆病だったからだ。

　聞いてしまうと、今までの俺と七瀬の関係性を決定的に変えてしまうんじゃないか。

　無論、悪い方向へ。そんな予感がじゅくじゅくと嫌な音を立てて肥大化していて、内心、七瀬がずっと様子がおかしいとわかっていながら、尋ねられなかった。

　結果的に、その予感は正しかった。俺の問いかけに、七瀬の足が止まる。

　肩がぴくりと震える。ゆっくりと、端整な顔立ちがこちらを向く。

　思えば、今日初めて七瀬の顔をちゃんと見たかもしれない。

　この世の全てがどうでも良くなったような、虚無の表情がそこにあった。旅の始まり、田端駅で見たあの表情のような……。

「何か……あったのか？」

　もう一度問いかける。

「なんでもない」

「なんでもないわけないだろ」

　それから長い、沈黙があった。10秒か、30秒か、はたまた１分か。

　光を失った双そう眸ぼうを逸そらし、七瀬は重たそうに口を開いた。




「私たち、もう一緒に旅をしない方が良いと思うの」




　……一瞬、何を言われたのかわからなかった。正確には、脳が理解を拒否した。

　人は、拒絶の言葉を突きつけられると思考が一瞬停止してしまうようだ。少しして頭が回り出して、七瀬の言葉を理解した俺は、怒りと哀かなしみが混ざったような声で尋ねた。

「どういう、意味だよ」

　また、沈黙があった。だが今度は、七瀬ははっきりと俺を見て言った。

「そのままの意味よ」

「それだけじゃ、わからん」

　詳細の説明を求めるも、七瀬はそこで身を翻ひるがえした。まるで、逃げるかのように。

「お、おい、待てよ！」

　七瀬に手を伸ばした。その刹那──視界がピカッと光に包まれた。一瞬のことだった。

　すぐに視界が晴れた。その数秒後。ドンッと、突き上げるような轟ごう音おんが鼓膜を劈つんざく。

「ひうっ……」

　かなり近い場所で炸さく裂れつした雷鳴に、七瀬は短い悲鳴をあげてしゃがみ込んだ。

　両耳を塞ぎ、目をぎゅっと瞑つぶっている。

「雷、苦手なのか？」

　コクコクと、七瀬が頷うなずく。

「……かみ、なりには……嫌な思い出があるの」

　何度か聞いた言葉だった。同時に、また視界が光に染まる。

「うぅっ……」

　再び突き上げるような雷鳴に、七瀬はいっそう身を縮こまらせ幼児のように震え始めた。

　俺だって雷は得意ではないが、七瀬の怖がりようは心から苦手な人のそれだった。

　──ぽつ、ぽつと、空から冷たい雫しずくが落ちてくる。

　天気予報を見ておいてよかったとコンビニで購入したビニール傘を開いた。

「……濡ぬれるぞ？」

　声をかけるも、七瀬はしゃがみ込んだまま身体からだを震わせるばかり。

「とりあえず、行こう」

[image: ]

　七瀬の腕に自分の腕を回し、ゆっくりと立ち上がらせる。

　傘の一部をシェアした後、自分よりも小さな手を握った。飛行機で握った時とは対照的に七瀬の手は冷たく、力を込めたら壊れてしまうんじゃないかという脆もろさを感じた。

　七瀬の手を引いて、そのままバス停に向かう。抵抗されるかと思ったが、七瀬は従順についてきた。雨から逃れたいという共通認識は一致していたようだ。

　雨足は次第に強くなっていき、終しまいには堰せきを切ったような土砂降りとなった。

　ちょうど良いタイミングでやってきたバスに逃げ込み、弁天島駅へ向かう。

　この土砂降りだと、今日のアウトドアな予定は無くなったも同然だし、新しい地域へ行く雰囲気でもない。

「今日は、この辺で泊まるか？」

「……そうね」

　バスの中で、俺と七瀬が交わした会話はこれだけだった。

　弁天島駅に着いた後、コインロッカーから荷物を回収し、駅前で待ってましたと言わんばかりに待機していたタクシーに乗り込む。

　バスの中で目星をつけていたホテルへ向かう途中も、俺たちは無言だった。




　　　　◇◇◇




　少しばかり築年数が古いホテルに到着しフロントで空き部屋を確認すると、「今、ツインルーム一部屋しか空いておらず……」と返答された。バスの中で確認した時はいくつか空室があったはずだが、土砂降りの影響か差し込みで予約が入ったとの事だった。

「他のホテルにするか」

　流石に同じ部屋はまずいだろう、という意図を込めて言うと、七瀬は力無く言った。

「ここで、いいわ」

　何かしら了見があるのか、もしくは何も考えていないのか。真意は計りかねたが、結果的に俺は七瀬の意思に従って、同じ部屋に泊まることになった。通された部屋は、壁や調度品から外観通りの年季が感じられるものの、清潔感はしっかりと確保されており想像以上に広々としていた。部屋の観察もそこそこに、荷物を置き、カーテンを閉める。

　七瀬はベッドに腰を下ろし、怯おびえとも焦燥とも取れる瞳を床に向けていた。

　向かいのベッドに腰を下ろして、俺は切り出す。

「話してくれないか？」

　ピクリと、小さな肩が震える。

「もう、一緒に旅をしない方が良いって、どういう意味だ？」

　思った以上に、自分の声に熱が籠っていた。態度こそいつも通りを心がけているが喉はカラカラで、心臓は不自然な鼓動を刻んでいた。

　七瀬はしばらく、床をじっと見つめて、口を開いて閉じてを繰り返した。言葉を選んでいるようだった。窓越しに聞こえる雷鳴、雨音、いつもより深い息遣いが、やけにはっきり聞こえる。やがて、強い意志を込めた瞳が、俺の目を真まっ直すぐ見て言葉を紡つむぐ。

「高橋くんは、ご両親の元に帰るべきよ」

「それは、どういう……」

「単純な話よ。高橋くんには、帰りを待っているご両親がいる」

　言葉の通り、単純な話だった。

「家に帰りたくない理由……ご両親との喧けん嘩かも、ちゃんと話し合えば解決するはずと私は提案した。なのに高橋くんは、それを肯定しなかった」

　今回、旅を敢行するに至った親との喧嘩。それが解決してしまうことは、七瀬と旅をする理由がひとつ減る事。だから、あの場を誤魔化した。

　だがその誤魔化しに、七瀬が気づかないわけがないのだ。

「あまつさえ、高橋くんはご両親からかかってきた電話を私といるという理由で、取らなかった」

　そう言う七瀬の瞳に、罪悪感と思おぼしき感情が浮かんでいた。

　……ああ、なるほど。また、なんとなく理解した。根が優しい七瀬のことだ。俺が親からの電話を切ったのを見て、彼女はこう思ったのだろう。

『私といるせいで、高橋くんが家に帰れない』と。

　だからあの電話以降、七瀬の様子がおかしくなったのか。

「私といると、高橋くんは家に帰れない。だから、もう旅を終わりにした方が良いと判断した。それだけよ」

　先んじて予想した通りの事を、七瀬は言った。

「いや、けど……」

　ここで納得してはいけない。直感的な思考が、口を動かす。

「確かに旅をしている理由の一つは親との喧嘩があって……それも、七瀬が言ったようにしっかり話し合えば、解決するだろうけど……だけど……」

　直接的な表現を口にするのが憚はばかられたが、言った。

「七瀬の……自殺を止めるという目的も、あるから」

　むしろ、本来の趣旨はそっちなのだ。身投げしようとしていた七瀬を、旅に連れ出し、色々な場所を訪れていくうちに死ぬ気を無くしていく。それが大目的だった。

　この５日間で、ある程度その目的は達成できたんじゃないかと思っていた。

　──それは思い込みだった。

「旅は、それなりに楽しめたわ」

　これまでの軌跡を思い起こすように天井を仰いで。

「美味おいしいご飯を食べられて、普段できないような体験もできて、美しい夕ゆう陽ひを見る事もできた。面白い人とも出会えたし、ユニークな価値観に触れる事もできたし、偶然の再会も果たせた。高橋くんの言った通り、良いリフレッシュになったわ。でも……」

　コンクリートのように冷たい表情で、声で、七瀬は言った。

「もっと生きたいと思うほど、前向きな思考にはならなかった」

　視界が黒に塗り潰されたかと思った。心の芯が、ズキリと痛む。

　一番、聞きたくなかった言葉だった。だが、心のどこかで納得する自分もいた。七瀬の心の闇は、たった数日旅をした程度で払ふっ拭しょくされるものではないと、薄々わかっていた。

　かと言ってここで、はいそうですかと受け入れるわけにはいかない。だが、返す言葉が見つからない。説得材料を求めるように、重い口を開く。

「あの時──なんで、死のうとしたんだ？」

　核心的な問いを、投げかけた。七瀬は、驚きも困惑もしなかった。

　まるで聞かれることを想定していたみたいに、一度だけ、深めに息を吐いた後。

「私の家庭は……察しの通り、ちょっと特殊なの」

　落ち着いた声で、話を始めた。

「父はいくつも会社を持っているいわゆる資産家で、当時大学生だった母とバーで知り合い、一夜限りの関係を持った」

　ちょっと特殊、どころじゃないだろうと口を挟みたくなったが、傾聴する。

「その一回で出来てしまった私に、父は微み塵じんも愛情を持たなかった……むしろ、面倒くさい存在として認識したみたいなの。母が私を妊娠した事を知ってからは一切、関わろうとしなかった。面倒事を避けるために与えられた豪邸と、充分すぎるほどの養育費が、私にとっての父の存在の全て……顔すら知らないわ」

　愕がく然ぜんとする俺をよそに、話が続く。

「そういう経緯があって、私は母に育てられた。母はもともと、ちょっとした名家の御令嬢だったけど、父との一件で、体裁を気にした実家から勘当されたみたい」

　七瀬は、どこか他人ひと事ごとのように語っている。

「母は私に負い目を感じていたのか、最初のうちはちゃんと育ててくれて、父がいない分の愛情を注いでくれていたみたいだけど……母も、ピアノがきっかけでおかしくなった」

　──ピアノには良い思い出がない、という七瀬の言葉が思い起こされる。

「この前言った通り、私がピアノで結果を出すと、母はもっと私に結果を強いるようになった。結果的に、私はピアノをやめたのだけれど……その後、何をするにしても、母は私に結果を強要した」

　七瀬が、目を伏せる。

「結果を出せ、結果が全てだ、１位以外意味がない、誰にも負けるな、負けたら許さない、ありとあらゆる言葉と……ありとあらゆる手段で、結果を求められた」

　端整な顔立ちが、歪ゆがんだ。

「テストで良い点数を取れなかった時は、洗濯機に閉じ込められた」

　──狭い空間には、嫌な思い出があるの。

「かけっこで負けた時は、お風ふ呂ろに沈められた」

　──水には、嫌な思い出があるの。

「美術の課題で賞を取れなかった時は、雷雨の中、家から追い出された」

　──雷には、嫌な思い出があるの。

　三つの『苦手』に身体からだを震わせていた七瀬が、脳裏にフラッシュバックした。

　七瀬の『苦手』は全て、母親によって刻みつけられたという事実に、俺は頭を鉛でぶん殴られたような衝撃を受けた。

「……幸か不幸か、父から受け継いだ優秀な遺伝子のお陰で、私は勉強、スポーツ、芸術、何事においてもトップレベルまで上げる事ができた。それで、少しはマシになるかと思ったけど……逆に母の要求はどんどんエスカレートしていった。……だけど」

　七瀬が続ける。

「私は、どんな事をされても、結果を出そうと尽力した。多分、私自身、結果を出す事で母に認められたい、必要とされたいって気持ちがあったのでしょうね」

　どこか自嘲気味に、七瀬は言う。

「でも……」

　空気が変わる。闇の方向に。

「……あの日、高橋くんと旅に出る前。家に帰ったら、知らない男がいて、お母さんが言うの。『お母さん、この人と結婚する事にしたから』って」

　呼称が、『母』から『お母さん』に変わった事に気づく。

「お母さんが、見ず知らずの男に向けている目と、私に向ける目を見て」

　どこか悲しそうな声。

「ああ、私はもう、必要なくなったんだ、って思ったの」

　……。

　…………。

　………………何か、言ってあげないと。

　なんて、烏お滸こがましい思考が、薄っぺらい言葉を口にする。

「いらないってことは……流石さすがに、ないんじゃないか？」

「この５日間、一度も電話がかかってきてないのが何よりの証拠よ」

　何も返せなかった。事実、七瀬のスマホに着信が来た様子は一度もない。普通の感覚ではありえない話だ。10代の娘が家出して５日間、一度も連絡を寄越さないなんて……。

　俺のショックをよそに、こほんと咳せき払ばらいして七瀬が続ける。

「私の母は……言葉を選ばずに言うと、ただの承認欲求モンスターだったの。お金持ちの家で子供の頃から甘やかされて育って、プライドばかりが膨れ上がっていった末、一夜の過あやまちで父からも、家からも切られて……」

　寂しそうに伏せられた瞳には、憐れん憫びんの情が浮かんでいた。

「個人の能力として何かが優れているわけでもない母にとって、私を育てる事が、そして、私が結果を出す事だけが、自身の承認欲求を満たす唯一の手段になっていた」

　これが全ての種明かしとばかりに、七瀬は言う。

「つまるところ……私じゃなくてもよかったのよ」

　砂漠のように乾いた笑みに、俺は何も返す事ができない。

「あの瞬間、全てがどうでも良くなった」

　七瀬が言う。

「今まで頑張ってきた事が、馬鹿らしくなった」

　言葉が溢あふれ出す。

「気がついたら家を飛び出して、行く当てもなく彷徨さまよった。何も考えていなかった。なんとなく、降りた駅でぼーっとして、何度も目の前を通り過ぎる電車を見て思ったの」

　あの日、七瀬が見せた、どこか生気のない表情が浮かぶ。

「生きる事が、面倒くさくなったなって」

　そこからは、俺の記憶に繫つながる。

　電車に飛び込もうとした七瀬を助け、旅に出ようと連れ出して──。

「話は終わりよ」

　ピリオドを打ってから、七瀬は深く息をついた。

　一方の俺は……途方に暮れていた。七瀬が結果にこだわる理由、彼女の性質のルーツ、身投げの経緯、全てを知った。知った上で、七瀬にどんな言葉を返すべきなのか、答えを出せないでいた。旅に誘った時みたいに、「そんなことない！」と勢いで否定することは簡単だった。だけど、七瀬の口から語られた、一人の少女が背負うにはあまりにも重すぎる事実にそんな軽い言葉はぶつけられなかった。

　だからといって、今の俺に七瀬の論理を崩せる材料は無かった。

　……いや、違うな。無いのは俺の、覚悟だった。

　その時、スマホがバイブレーションを奏かなで始めた。発信主は……言うまでもない。

「出なさい」

　対応を決める前に、七瀬が強い口調で言う。視線を上げる。切ったら許さないと言わんばかりの、強い双そう眸ぼう。圧に気け圧おされ、通話ボタンを親指でタップする。

「……もしもし」

『翔かける！　無事なのね……!?』

　５日ぶりの、母さんの声。

　まるで遺伝子にプログラムされているかのように、心に安あん堵どが広がった。

『翔！　今どこにいるの!?　お母さん、本当に心配したのよ……!!』

　言葉の通り、心の底から心配している声だった。

　小学校の頃、俺が不注意で車に轢ひかれそうになった時も、こんな声だった。

　胸の中に、申し訳ない気持ちが広がっていき、自然と心が漏れる。

「ごめん……本当に、心配かけて」

『ううん、いいの、いいの……』

　通話口から、頭を振る気配。

『お母さんも強く言い過ぎたわ……お父さんも、話がしたいって……』

「ああ……」

『とにかく、早く帰ってらっしゃい。翔の話、どんな事でもちゃんと聞くから……ゆっくり、話し合いましょう』

「ああ……そうだな」

　そうした方が良いのは、百も承知だった。でも。ちらりと、七瀬の方を見る。

　その口元には、優しげな笑みが浮かんでいた。それだけではなかった。

　母親に置いて行かれた子供のような、今にも泣き出しそうな目を……。

「母さんごめん、また電話する」

　後ろ髪を引かれつつ通話終了ボタンを押す。改めて見ると、七瀬は表情に様々な感情を表出させた。もう、読み取れないくらいたくさんの、感情を。

　何か言わないと。何をだ？　ダメだ、思考がまとまらない、クソッ……。

「高橋くんは、家に帰るべきよ」

　代わりに、厳しい口調で七瀬が言った。

「高橋くんには……待っててくれる家族がいるんだから」

　それは、優しい拒絶だった。

「私は一人で、大丈夫」

　……何が、大丈夫なんだよ。七瀬が浮かべた表情を見て、心の中ではそう思う。

　なのに俺は……やっぱり何も、返す事ができなかった。

「明日、また話しましょう」

　明日の話し合い次第で、この旅は終わる。事実上の宣告だった。

　私を説得できるものなら説得してみなさい。そう言われてるような気がした。

　その後は、中身のない時間が過ぎた。必要最低限以上のやりとりも、会話もなかった。

　七瀬から漏れ出す話しかけるなオーラは、一人で考えろというメッセージだろう。

　朝、行こうと決めていた鰻うなぎ屋にも行かなかった。

　最寄りのコンビニで夜ご飯を買って食べた。今までで一番、味気ない夕食だった。

　日課の、ヨーチューブの編集もしなかった。そんな気分になれなかった。

　今までの楽しかった５日間が幻だったかのような、乾き切った時間だった。

　シャワーを浴び、着替えて、いつもより早い時間にべッドに身を横たえる。

　時折後ろで聞こえる衣きぬ擦ずれの音に七瀬の存在を感じながら、いろいろな事を考えた。

　七瀬が明かしてくれた過去の事、七瀬と過ごした日々の事、親の事、学校の事。

　たくさんのピースがバラバラになって纏まとまらない。頭の中は東京の路線図をひっくり返したみたいにグチャグチャだった。自分はどうするべきなのか。そもそも自分は、どうしたいのか。答えは多分、出ていた。だが、こうしたいという欲求と、それをするには相応の覚悟が必要だという理性がせめぎ合って、結論は出なかった。結局のところ俺は、勢いで行動するくせに自分に大きな覚悟が必要になる場面では一歩踏み出せない、口だけ野郎なのだ。改めて思い知った。自己嫌けん悪おで胃袋がひっくり返りそうだった。

　胸底に溜たまった臆病な部分と折り合いをつけられないまま、俺は意識を手放した。

　夢は、見なかった。




　　　　◇◇◇




　翌日。10月25日、月曜日。目を覚ますと、七瀬が部屋から消えていた。

　七瀬が寝ていたはずのベッドに、二人分のホテル代と、置き手紙があった。

　手紙には、綺き麗れいな字でこう書かれていた。

『さようなら』










最終章　七なな瀬せ涼り帆ほ




　七瀬が消えた。荷物も纏めて忽こつ然ぜんと。

『さようなら』

　たった一つ残された置き手紙を見て、俺は呟つぶやく。

「なんだよ、それ……」

　拳を握り締める時間すら惜しかった。着替えだけ済ませてから部屋を飛び出す。

　チェックアウトを済ませ、貴重品以外の荷物を預けるや否いなやホテルを出る。

　雨は上がっていた。昨日の雷雨が噓うそのような、憎たらしいほどの快晴。

　七瀬がいなくなった事も噓であって欲しかった。

　まず、七瀬に電話をかけた。繫がるはずはないとわかりつつ。案の定、通話口からは『おかけになった電話番号は……』と無機質なアナウンスが流れた。

「……どうする？」

　自答する。そもそも七瀬は、なぜいなくなったのだろうか。

　昨晩の一件を鑑かんがみれば、考えるまでもない。

　──明日、また話しましょう。

　噓だったのだ。最初から七瀬は、俺の前から消えるつもりだったのだ。

　置き手紙に書かれていた七瀬の言葉が、彼女の意思の全てだった。

　昨日の七瀬の言葉を思い起こす。

　──高たか橋はしくんは、家に帰るべきよ。

　──高橋くんには……待っててくれる家族がいるんだから。

　私にはいない。むしろ私は、高橋くんが家に帰れない理由になっている。

　だったら私は、高橋くんの前から消えるべきだ。簡単な話よ。

　想像の七瀬が、淡々と言う。

「だとしたら七瀬は……これからどうするつもりなんだよ」

　俺の問いに、想像の七瀬が、

　……わかるでしょう？　と、悲しく微ほほ笑えんで背を向けた。

「死ぬつもりか……？」

　最悪の可能性が脳裏をよぎる。元々、七瀬は死ぬつもりだったんだ。

　ここで俺と別れたとして。俺が日常に戻って数日後とか、数週間後とかに、『何呆ほうけた顔してるのよ」と七瀬も学校に戻ってくる……想像もできない。

　近いうちに、七瀬は自ら命を断つ。その確信があった。早ければ今日にでも……。

「冗談じゃない！」

　背中に冷たいものが走る。スマホで、この近辺における自死に関するニュースを調べた。

　幸い、七瀬くらいの少女が自ら命を断ったというニュースは見つけられなかった。

　ネットに情報が上がっていないだけかもしれない。だが七瀬の昨日の様子と、彼女の性格的にすぐに命を断つとは考えにくいと思った。直感だ。ただの願望かもしれないが。

　かといって、七瀬がまだ生きていると仮定してもさほど猶予はないだろう。

　どうする？　警察に連絡して探してもらうか？　ダメだ。連絡したところでどうなる？

　まずは事情説明。しかし俺は家出の身。多分そこからツッコミが入って余計な取り調べが行われるだろう。一緒にいた女の子が朝起きたらいなくなっていて、きっと自殺しようとしているんですと訴えたところで、そもそも信じてもらえるかも怪しい。

　七瀬の家族でもない、発言の信しん憑ぴょう性も薄い家出少年の状況説明だけで、消えた一人の女の子を大捜索してくれるほど日本の警察も暇じゃない事くらいはわかっていた。

　ぐだぐだしている間に、七瀬はこの世から旅立ってしまうだろう。

　そこまで考えて、俺は一つの結論を出した。

「……俺が、見つけないと」

　駆け出した。まだ、近くにいるかもしれないという淡い希望を持って。

　昨日、就寝したのは22時ごろ。かっちりとした七瀬の睡眠時間的に、朝の４時か、５時半には起床していただろう。なぜそこで目を覚まさなかったと、自身の眠りの深さを心の底から呪った。現在時刻は８時。淡い希望は霧散していたが、一いち縷るの望みをかけてとにかく走った。たくさんの人々に怪け訝げんな視線を向けられながらも走り回った。

　昨日の雨で空気は湿気しけており、すぐに汗だくになる。それでも走って探し続けた。

　弁べん天てん島じま駅周辺を一通り探し尽くし、息も切れかかってきて。

　多分、駅周辺にはいないんだろうと納得と落胆が深くなってきた時。

「そうだ……」

　人は、死ぬ前に自分の思い入れのある場所を訪れる、という話をどこかで聞いた。

　もしかして七瀬は、今回の旅で巡った場所のどこかにいるのでは？

　直感的な閃ひらめきを元に考える。今回の旅で、七瀬の印象に強く残った場所はどこか？

　二つの候補が浮かんだ。一つは、奏かなでさんと運命的な再開を果たした浜松駅のストリートピアノ。もう一つは、息を吞のむほどの富ふ士じ山さんを望んだ、天てん上じょう山やまの頂上展望台。

　思い至るや否やすぐに、浜松行きの電車に乗り込んだ。定刻通りの運行が電車の強みだが、今だけはもっと早く着かないのかとヤキモキする。浜松駅に着くと、時刻は９時を回っていた。新幹線改札口を通った後、ストリートピアノの元へ。

　七瀬は、いなかった。誰もピアノを弾いていなかった。しばらく、立ち尽くした。

　一歩目の判断を間違えた事に、少なからず動揺していた。

「クソッ……」

　動揺している暇はない。身を翻ひるがえし、次の目的地に足を向けた。

　浜松駅から天上山までは、今の時間だと４時間以上かかってしまう事がわかった。

　河かわ口ぐち湖この真南、三み島しま駅から河口湖に出ているバスに、ニアピンで間に合わないらしい。

　時間が惜しい。そう考えた俺は、新幹線で三島駅に着くなりタクシーに乗り込んだ。

「天上山まで！」

「天上……？　えーと、すみません、どこですか？」

「あっ、えっと……山梨県の、河口湖にある山です」

「ああ、河口湖ね……河口湖？」

　怪訝な表情をする運転手さん。高校生くらいの青年が、平日の昼に県を越えて山に向かえと言った事に、少なからず違和感を抱いたのだろう。

「み、身内が危篤で、早く帰らないといけないんです」

　ある意味噓は言ってない。身内ではないけど、危篤に近い状態なのは確かだ。

「ああ、ああ、なるほど、わかりました」

　真剣な表情で言ったお陰か、運転手さんはそれ以上突っ込まずカーナビに目的地を入れて発進してくれた。胸を撫なで下ろす。身内が危篤という言葉を考慮してくれてか、心なしか速度の乗ったタクシーに揺られる事さらに１時間ちょい。

「お客さん、着きました」

　今まで見たことのない料金がメーターに刻まれていたが、気にしている場合ではない。

　支払いを済ませ、また走る。七瀬と乗ったロープウェイに乗り込み、山頂を目指した。

『窓、開けていいかしら？』

『いいけど、そんな暑いか？』

『少し、風に当たりたい気分なのよ』

　七瀬と交わしたやりとりがリピートする。あの時、窓を開けたがっていた七瀬の真意が、今ならわかる。山頂に到着する。ロープウェイを降りるなり、階段をダッシュで駆けた。

『あら、高橋くんがいるわ』

『誰がタヌキだ』

　七瀬と見た、うさぎとタヌキのマスコット。

『どんな話だったっけ、カチカチ山って』

『老婆を殺したタヌキを、老ろう爺やの代わりにうさぎがぶっ殺す話よ』

『そんな物騒な話だったっけ!?』

　七瀬と読んだ、カチカチ山の説明板。目にすると、胸が裂かれるように痛んだ。

　ここに、七瀬がいるかもしれない。一縷の望みにかけて展望台を見回す。

　七瀬は……いなかった。

「……だよな」

　小さな呟きは期待と同じように、空気に溶けて消えた。

　安全柵のところまで歩く。七瀬と一緒に富士山を望んだ場所だ。

　前に目を向ける。先日と同じく、視界に収まり切らないほど大きな富士山が、圧倒的な　存在感を持って君臨していた。感動は無かった。あるのは空虚感、そして、焦燥感。

　七瀬と見た時はあれだけ美しく見えていた富士山は、どこか色いろ褪あせて見えた。

　時刻は午後１時を回っていた。お昼時だが、食欲は微み塵じんも湧いてこなかった。

　ただただ絶望的な無力感に苛さいなまれていた。

「クソッ……!!」

　どんっと、柵に拳を打ち付ける。わかっていた。このだだっぴろい日本から一人の少女を見つけだすなんて、無理に決まっていたんだ。わかっていたんだ、最初から。

　ワンチャンあるかも、などという無根拠な思い込みに縋すがって、ただ闇雲に探し回って時間を無駄にしただけだ。これなら最初から警察に連絡した方がきっとマシだった。

「クソッ……クソッ……!!」

　どんっ、どんっと何度も拳を打ち付ける。怒りの感情が爆発して止まらない。また感情的になって、よく考えもせず勢いで行動して、結果何も解決できずに頭を抱える。

　今まで何度このパターンを繰り返してきた？

　七瀬にもチクチク言われただろう？

　いい加減学べよクソ野郎が！

　愚かな自分に対する苛いら立だち。七瀬を見つけられない焦り。

　様々な負の感情が心の中でぐっちゃぐちゃになって吐きそうだった。

「七瀬なら……」

　七瀬なら、俺みたいな愚行は犯さなかっただろう。

　きっちりと論理を張り巡らせ、確度の高い仮説を立てて、意図を持って行動し問題を解決していたはずだ。今まで、そうだったように。

「もう……ダメなのか？」

　呟つぶやく。言葉にすると、本当にそんな気がしてきた。

　足から筋力が失われたように、へたり込む。

　もう、手遅れかもしれない。

　もう、七瀬はこの世にいないかもしれない。

　もう、七瀬とは二度と会えないかもしれない。

　諦めた方が良いんじゃないか？　全部忘れて帰った方が良いんじゃないか？

　嫌な事ばかりが頭に浮かぶ。視界が、頭の中が真っ暗になっていって──。

　──私は一人で、大丈夫。

　昨晩、七瀬が浮かべた、今にも泣きそうな笑みが頭に浮かんだ。

「ざッ、けんな!!」

　ガツッッ!!

　一発、自分の頰に全力の拳を叩たたき込んだ。

「……ってえ」

　錆さびの味が広がる。どこか切ってしまったようだ。でも、お陰で目が覚めた。

　ふーっ、と深く吸い込んだ息を吐いて、改めて思う。

　現時点において、七瀬を気にかけているのは世界中で俺一人だ。

　俺が諦めてしまったら、七瀬は本当にひとりぼっちになってしまう。

　それだけは、絶対に駄目だ！

　絶対に絶対に絶対に！

「絶対に見つける!!」

　両足に力を入れて立ち上がる。再び走り出そうと……いや、落ち着け。

　また、考えもせずに行動するのか？　また、同じ失敗をするぞ？

　冷静になれ。七瀬みたいに、頭を使って考えろ。

　…………仮説を立てよう。もし、今日七瀬が自ら命を断つとして。

　彼女は最さい期ごの日に、どこへ行く？　何を食べる？　何を体験する？

　最期に七瀬は……何をしたいと思う？

　それを導くためには、七瀬の思考を辿たどる必要がある。

　──困難に遭遇した時は、現状ある情報をしっかり整理して、冷静に分析するべきよ。

　──論理的に詰めれば、だいたい同じような解決策になるわ。

　七瀬の言葉が蘇よみがえる。そうだ、もっと思い出せ。現状ある情報を整理しろ。

　七瀬は何が好きで、何が嫌いだった？

　七瀬は何を基準に行動を決定していた？

　七瀬は、どんな女の子だった？

　それらの情報から論理的に考えて、七瀬は最期にどこへ行く？

　思考を深い部分まで巡らせたその時、脳裏できらりと何かが光った。

　スマートフォンを取り出し、写真フォルダを開く。４日前に撮った写真。まさにこの場所で俺が撮った、夕暮れと富士山をバックに微ほほ笑えむ七瀬の写真を見て思い出す。

　あの時、七瀬はぽつりと、こう呟いた。




　──私、夕ゆう陽ひが好きだったみたい。




「もしかして……」

　次々に思い浮かぶ情景。この場所で、うっとりと夕陽を眺めていた七瀬。

　浜松城の天守閣から、『青空よりも夕陽の方が好き』と言っていた七瀬。

　沖縄の海で、夕陽が見えなかったことをがっかりしていた七瀬。

　ガーデンパークの展望台で、それまで魂が抜けた様子だったのに、夕陽が見えない事に関しては残念そうにしていた七瀬。

　七瀬が最期に見たいと思う光景は、夕陽ではないだろうか？

　すとんっと、胸に落ちるものがあった。

　でも納得感はあるとはいえ、仮説は仮説でしかない。

　正直賭けだ。だが現状、どんな仮説を立てようと、全ては賭けでしかない。

　とはいえ、今まで立ててきた仮説の中では一番、確度が高いように感じた。

　だったらこれに賭けるしかない。だが……。

「いや……どこで夕陽を見るって話だよ」

　また目の前が真っ黒になりかけた。夕陽なんて日本中どこでも見れる。

　ピンポイントで七瀬の居場所を当てるなんて無理に……いや、弱気になるな！

　考えろ。数多あまたある夕陽の見えるスポットの中で、七瀬はどこで見ようとする？

　考えろ。七瀬の思考を辿れ！

　考えろ、考えろ、考えろ！

　俺とはまるっきり正反対の、七瀬の思考を考え……。

「……正反対？」

　ハッとする。

「そうだ、正反対……」

　そうだ、そうだった。よくよく思い返せば、七瀬はいつもある行動をしていた。

　それが、彼女の行動パターンを割り出す大きなヒントだった。

　数分後。今度こそ俺は展望台を後にした。




　　　　◇◇◇




　静岡県浜松市西区。

　昨日泊まったホテルの最も寄より駅、弁天島駅に戻る頃には、時刻は午後５時を回ってた。天上山の麓でタクシーが捕まらず、バスで帰ってきたら随分と時間を食ってしまった。

　どこかでカラスの鳴き声がする。空は少しずつ赤の面積を増やしつつあった。

　駅を出るなり、俺は走り出した。目的地まで徒歩でもすぐ着く距離だが、その場所で七瀬を探すことを考えると１分１秒すら惜しい。

　手を、足を、全力で動かす。帰宅部の体力はものの数分の疾走で底をついた。

　息が、鼓動が、不規則なリズムを刻みだす。

　苦しい、足が痛い。全身が熱い、肺が痛い。

　なんで俺、こんな辛つらい思いをしているんだろう。

「七瀬」

　会いたいと思っているから。

「七瀬……」

　心の底から会いたいと思っているからだ。

「七瀬ッ……」

　いなくなってから気づいた。俺はこんなにも七瀬を失いたくないと思っている。

　そばにいて欲しいと思っている。

　自分の身がどうなっても七瀬に生きて欲しいと思ってるんだ。

　七瀬と過ごした５日間。

　そのたった５日の間のうちに、七瀬は俺にとってかけがえのない存在になっていた。

　人形のように整った顔立ちも。

　他人を射殺す鋭い双そう眸ぼうも。

　いつもどこか不機嫌な口元も。

　すらりと高い背丈も。

　キラキラと光沢を放つ美しくて長い黒髪も。

　プライドが高くていつも上から目線なところも。

　いつもクールでどこか澄ましているところも。

　口を開けば理屈っぽくて相手を論破し始めるクッソめんどくさいところも。

　でも、根は心優しくて献身的なところも。

　いつも冷静で正しい判断をするところも。

　負けず嫌いで素直じゃないところも。

　ずば抜けた能力で並々ならぬ成果を出し続けてきたところも。

　人一倍頑張り屋で、どんな逆境に対しても立ち向かってきたところも。

　他人に興味がないように見えて実は周りをよく見ているところも。

　強がっているように見えてとても寂しがり屋なところも。

　ちょっとしたことで感情を出して可か愛わいい反応をするところも。

　褒められて嬉うれしくなったらつい髪を弄いじってしまうところも。

　美お味いしいものを食べてつい表情が綻んでしまうところも。

　基本無表情なのにたまに見せる笑顔が可愛いところも。




　好きだ。

　全部好きだ。




「……ああ……そう、か……」

　好きなんだ、俺、七瀬のこと。だから、死んで欲しくないんだ。

　とてもシンプルかつ、絶対的な理由だった。

　何が決定打とかは覚えていない。富士山と夕陽を背に微笑む七瀬に心臓が高鳴った、いつも毅き然ぜんとしている癖に飛行機で子供みたいに震える七瀬に庇ひ護ご欲を搔かき立てられた、怪け我がをした男の子を手当てする七瀬の姿に胸のあたりが温かくなった。

　思い返せば、俺が七瀬を異性として意識するタイミングは何度もあった。

　なんなら、七瀬の事は旅を始める前から気になっていた。

　学校ではいつも一人。暇さえあれば教科書やノートと向き合う七瀬の姿を何度も目にしているうちに、多少なりとも彼女を意識していた。

　周りに適応できず、なるべくしてクラスでぼっちになった俺とは違って、彼女は自ら一人の状況を作り常に自己研磨に励んでいた。いつも自分を貫いていた。

　その姿勢になんというか、惹ひかれていた。それが恋愛感情だったのか、ただの憧れだったのかはわからない。自分とは立場が違いすぎるし、相手にもされないだろうと思っていた。ただ確実に言えるのは、今回の旅を通して七瀬に対する気持ちが深くなった事。

　立ち位置も、性格も、考え方も、趣味嗜し好こうも自分とは対極にいる存在で、俺が持っていないものをたくさん持っているからこそ、好きになったという事。

　それだけは絶対だった。人生初の感情を自覚して、胸のあたりに温かいものが到来する。

　どこかふわふわした気持ちになって足元が疎おろそかになった結果、ものの見事に躓つまずいた。

「ぐっ……」

　両掌てのひらと膝に焼けるような痛みが走る。怪我の状態を確認する間もなく、立ち上がってまた走った。ただただ七瀬に会いたい。その一心だった。

　目的地はもう、すぐそこだった。




　　　　◇◇◇




「最期に見れて、良かった」

　絶景に対する私の感想は、ひどく退廃的だった。ここは夕陽と、とある建造物が重なってとてもユニークな光景が見れるスポット。これから黄泉よみの国に旅立つ身としては、これ以上に相応ふさわしい場所はない。今まで、こういった景色を楽しむ暇なんてなかった。

　夕陽の美しさを教えてくれた高橋くんに、ほんの少しだけ感謝の念を送る。

　……今頃、高橋くんは必死に私を探している。でも絶対、見つけられない。仮に見つけられたとしたら、それこそ天文学的確率だ。申し訳ないという気持ちがチクチクと胸を痛める。いきなり姿を消したのはやり過ぎという自覚はあった。

　驚いたに違いないし、ショックを受けたと思う。自分が好意的に見られているという自うぬ惚ぼれはないけど、多少は情を持ってくれているはずだから。でも、こうするしかなかった。

　私の言い分を、高橋くんは頭で理解したとしても心根の部分では絶対に認めない。

　それは、昨日の話し合いで確信していた。

　私の提案を、高橋くんは意地でも受け入れようとしないだろう。

　高橋くんは、そういう人だ。理屈が通じない。だから、自分から離れた。

　それだけのことだった。

　──私は今日、ひっそりと死ぬ。

　高橋くんもきっと、私が自死を選ぶという結論に行き着く。

　数日くらいは私を探し回るかもしれないけど、そのうち諦めてくれる。

　諦めてくれると信じたい。

　彼が無事に元の日常に戻る事が、私の最さい期ごのささやかな願いなのだから。

　もうすぐ、夕陽が沈んでしまう。今日の終わりと同時に、私の命も終わりを迎える。

　思い返せばひどい人生だった。金銭的には恵まれていたけど、他には恵まれなかった。

　ただ母親の要求に応えるだけの、生きているのか死んでいるのかもわからない人生。

　だからこそ、人生の最期の彩いろどりに旅ができて良かった。

　一緒に旅をしたのが、高橋くんで良かった。

　高橋くんは、私とは何もかも正反対なクラスメイト。

　実は田端駅で遭遇する前から、彼のことは少しだけ気になっていた。

　高橋くんも私と同じく、はぐれ組の一員。

　普通、人は集団の中で孤立していると疎外感を感じるもの。

　事実私も、自ら他者と壁を作り一人の状況を作った結果、深い孤独を抱えていた。

　それに比べて高橋くんは、いつもどこか楽しそうだった。

　休み時間にせっせとノートパソコンを開いて、何やら熱心に作業をしている。

　一人の世界に没頭するその姿が、いつの間にか気になっていた。

　……その経緯があったから。旅の始まりの、田端駅。

　あの時、私の自殺を止めようとしたのが高橋くんだったのは、とても驚いた。

　そしてあろうことか、彼は私に『旅に出よう！』と提案してきた。

　高橋くんだったから、そんな無茶苦茶な提案に乗ったというのは、ある。

　結果的に、旅は楽しかった。そう、とても楽しかった。最期くらい、自分に素直になろう。高橋くんとの旅は、私の人生の中で一番楽しいイベントだった。

　旅ができた事が楽しかったんじゃない。高橋くんと一緒に旅ができた事が、楽しかったのだ。本人には絶対に言わないけれど。もう言えないけれど。

「おかしいわね……」

　死ぬ前というのに、思い浮かぶのは高橋くんのことばかりだった。

　この現象に、とある感情が関わっている気がしたが、即座に否定する。

　ありえないと、頭を振る。だって高橋くんは、高橋翔かけるくんは……。

　いつもヘラヘラしているし。

　いちいち私をイラつかせること言うし。

　非論理的だし。

　唐突に訳のわからないことをし始めるし。

　短絡的で直感的で非効率的な事を進んでやり始めるし。

　私とは決定的に合わない。正反対な人間だ。

　……でも、とっても優しい。

　人を元気にさせる明るさがある。

　人の心を前向きにさせるパワーがある。

　人をちゃんと見て向き合う誠実さがある。

　どんな事でも受け入れる寛容さがある。

　些さ細さいな事に感動して楽しめる豊かな感受性がある。

　私にはない部分をたくさん持ってる。持っているからなんだというの？

　決して、異性間に発生しがちなピンクな気持ちが生じているわけじゃない。

　私はただ……そう、感謝。感謝しているだけよ、高橋くんに。

　最後に、こんな私と一緒に旅をしてくれてありがとうって。

　手紙に、『さようなら』だけじゃなく、『ありがとう』も書いておけばよかった。

　今更ながら後悔した。私の高いプライドのせいで書けなかった、自覚はある。

　高橋くんにちゃんとお礼を言えなかった事は、唯一の心残りかもしれない。

　……可能であれば、もう少しだけ旅を続けていたかった。

　という気持ちは、確かに存在する。最期の最期でなんてわがままだ。

　だけど、それは許されない。高橋くんには、帰る場所も、未来への希望も、求めてくれる人もいる。私といるべきではない人間なのだ。

　私が一人で逝ゆく事が、私にとっても、彼にとっても最適解。

　地平線に沈みゆく太陽に決意の瞳を向けてから、一歩踏み出す。

　ちゃぷ……と、足先が浸つかった10月の湖水は冷たくて、思わず身が震えた。

　沖縄の海は温かかったわね……頭に浮かんだ思い出を振り払う。

　……これでいい。これでいいのよと自分に言い聞かせ、じゃぶじゃぶと歩みを進める。

　母親に植え付けられた水に対する恐怖を、理性でなんとか押しとどめながら進んで……。

　──考えすぎなんだよ、りっちゃんは。もっと気楽に生きよーよ。

　不意に、月つき乃のさんの声。

　──人生、一度っきりだもの。やっぱり、自分のしたいようにするべきだと思って。

　今度は篠しの田ださんの声。

　刹那、海馬から記憶が溢あふれ出した。

　深夜の田端駅の静寂が。京けい浜ひん東北線のブレーキ音が。高橋くんに抱き着かれた衝撃が。

　唐突な「旅に出よう！」が。新幹線の匂いが。時速３００キロの圧迫感が。

　熱海あたみの街並みが。足湯の心地よさが。金きん目め鯛だいの煮付けの柔らかさが。温泉の温ぬくもりが。

　トロトロのアタミぷりんが。商店街の喧けん騒そうが。死を覚悟した峠ドライブが。

　果てしなく巨大だった富士山が。美しい夕ゆう陽ひが。月乃さんとの別れが。

　浜松市の街並みが。篠田さんとの出会いが。肉肉しさ抜群のさわやかのハンバーグが。

　楽器の多さに圧倒された浜松市楽器博物館が。私のピアノを褒めてくれた高橋くんが。

　奥ゆかしさを感じられた浜松城が。私のことを「優しい」と言ってくれた高橋くんが。

　どれも絶品だった浜松料理が。飛行機の中で握ってくれた高橋くんの手の温もりが。

　唐突に連れて行かれた沖縄の海が。泳げない私のそばに付きっきりだった高橋くんが。

　篠田さんを勇気づける高橋くんが。心の芯まで響き渡った篠田さんの旋律が。

　篠田さんとの別れが。「次どこ行こうか？」と問いかける高橋くんの声が。

　溢れて。

　溢れて。

　溢れ出して──。

　意識が戻る。足が、歩みを止めていた。

「どう、して……？」

　気づいてしまう。理性とは別の部分が、これ以上進みたくないと主張している事に。

　論理的には正解。これが合理的帰結。

　これでいいのに。これでいいはずなのに。なのに。

「なんで……」

　足が、動かない。もう、誤魔化せなくなった。

　感情が、思った。言葉が、溢れ出した。

　私は。この、私は……。

「……死にたく、ない？」

　──その時だった。

「な……せッ……」

　途切れ途切れの声。するはずのない声が、どこか遠くから聞こえてくる。

　ありえないと、理性が否定をする。確率論的には幻聴と考えるのが普通だ。

　だって……こんな……こんな展開、論理的にはありえない。

「七瀬ーー!!」

　今度ははっきりと、私の苗みょう字じを呼ぶ声。さっきより近い。

　二度目の叫びを幻聴と片付ける事はできなかった。

　恐れなのか、怒りなのか、絶望なのか、それとも期待なのか。

　ぐっちゃぐちゃになった感情を纏まとって、恐る恐る振り向く。

「七瀬ーーーーッ!!」

　いるはずがない人物──高橋くんが、天文学的確率を纏って立っていた。




　　　　◇◇◇




　弁天島海浜公園は、浜名湖の一部を埋め立ててできた海浜公園だ。

　リゾート地のような景観や、開放感あふれる海水浴場、そして……浜名湖一の夕陽の名所として広く名が知られている。

　開けた海水浴場から望むことができる夕陽も人気の理由の一つだが、一番の理由は湖上に浮かぶ巨大な赤鳥居の存在だ。高さ18ｍにも及ぶ赤鳥居と夕陽が重なり合う、ここでしか見れない絶景を一目見ようと休日は多くの観光客で賑にぎわう。

　平日の今日も、海水浴場にはちらほらと観光客と思おぼしき人々がスマホや高そうなカメラを赤鳥居の方向に向けていた。

　その集団から離れたところに──見覚えのある背丈と、長い黒髪を纏った少女がいた。

　七瀬がいた。本当にいた。

　やっと、やっとやっと、会えた！

　胸の芯から全身に広がっていく言葉で言い表せない昂たかぶり。しかし、七瀬の今の状況を見て一気に思考が冷めた。ぽつんと一人で、彼女はその身を湖に浸していた。

「身投げの次は……入じゅ水すいかよっ……」

　服が濡ぬれることも厭いとわず、湖の奥に向かってゆっくりと歩いていく七瀬。

　もつれそうになる足をなんとか前に押し出しながら、俺は叫んだ。

「七瀬ッ」

　予想に反して掠かすれた声が出た。

　ここまで全力疾走してきたせいで、声を出すための酸素が枯こ渇かつしたのだろう。

　それでも七瀬は……ぴたりと、その歩みを止めてくれた。

「七瀬ーー!!」

　腹の底から無理矢理絞り出してもう一度叫ぶ。ゆっくりと、七瀬が振り向く。

「七瀬ーーーーッ!!」

　最後に畳み掛けるように叫んでから、俺もじゃぶんと湖に両足を入れた。

「うおっ、冷たっ!?」

　傷に水が染しみて痛い！　構わず、ざぶんざぶんと水の中を進む。

　脛すねまで水が浸かると急に歩みが重くなった。それでも、最後の力を振り絞って進む。

　ＨＰがすっからかんの身体からだに相当辛つらい負荷がかかるが、構うものか。

　そして……太ふと腿ももあたりまで水に浸かって、七瀬の前までやってきた。

　波の音に混ざって、はっきりと息づかいが聞こえる距離。

　いつもの不機嫌顔とは打って変わって、七瀬の表情は驚きょう愕がくに染まっていた。

　そうだ、その顔が見たかったんだ。達成感と、してやった感が湧き上がる。

　同時に、胸の中が愛おしさで一杯になった。

　離れていた時間は１日にも満たないのに、数年越しに再会したような気分だった。

「なん……で、ここが？」

　俺が目の前にいる事が信じられないという風に七瀬が言う。

　乱れた息を何度か深呼吸をして整えてから、改めて口を開く。

「七瀬が今日、自殺すると仮定して……その場合、最さい期ごにどこに行くのか」

　推理小説のクライマックス。探偵が謎解きを口にするように、俺は言った。

「絶対に、夕陽を見ると思った」

　七瀬が目を見開く。「信じられない……」と言葉が溢れる。

「で、でも……仮に私が最期に夕陽を見るとしても……夕陽が見える場所なんていくらでもあるはず、なのに……なぜ、ピンポイントでここがわかったの？」

　俺は頭の中を整理しながら答える。

「合理的に考えれば、まず、遠方には行かないと予想する。最後の一日だから、できるだけ移動には時間を割きたくないと考えるだろう。ということは、この周辺のスポットか、もしくは俺との遭遇を避けて少し離れた場所を散策すると思った。ぶっちゃけ日中は何をしていたのか見当がつかない」

「そ、そうよ！　わかりっこないわ！　なのに、なんでこのタイミングだけ……」

「俺と正反対だから、わかった」

「正、反対……？」

　言葉の意味がわからない、といった七瀬に、俺は言葉を並べる。

「どこに行くか、どこでご飯を食べようか、どこのホテルに泊まろうか。そんな時、直感的に行動する俺とは正反対で、七瀬はいつも……」

　最後のピースを放った。




「いつも七瀬は、ネットで検索して、評価の高い場所を調べていた」




　澄んだ双そう眸ぼうが、大きく見開かれた。

　優秀な七瀬は、俺の言葉の意図を一瞬で理解したようだった。

「まさか……それだけの情報で、ここを？」

　自信満々に、俺は頷うなずいた。そう。方法は単純で、最も身近にあったのだ。

　天上山の展望台で、『浜名湖　夕陽　スポット』と検索。どのレビューサイトにも、弁天島海浜公園の名がトップに記載されていたのを目にし、ここしかないと思った。

　湖上に浮かぶ巨大な赤鳥居と夕陽が重なり合う、ここでしか見れない絶景。

　合理的に考えれば、ここで夕陽を見るべきだという結論に行き着くのだ。

「論理で動く七瀬がどこに行くかなんて、同じように論理を駆使すれば簡単なんだよ」

　俺は得意げに笑ってみせた。これが、七瀬の思考を逆手にとってたどり着いた解。

　言いようのないカタルシスが胸に溢れた。

「……して？」

「ん？」

「どうして、来たのよ!?」

　今まで聞いたことがない、腹の底から飛び出した声。

「どうしてって……」

　俺の答えは決まっていた。単純な話だ。だって俺は、七瀬のことが……。

「鰻うなぎ」

「は？」

「うまい鰻屋さんに連れて行く約束、しただろう？　俺は約束を破らない男なんだ」

　……あれっ？　思っていた答えと、実際に口にした言葉が違う。

　どうやら、この期に及んでヘタれてしま「ふざけないで!!」

　思考が怒号に搔かき消される。七瀬が俺をキッと睨にらみつけて叫ぶ。

　ばしゃんっと水面を叩たたく七瀬の手がそのまま頰に飛んでくるかと思った。

「置き手紙、見たわよね!?　さようならって、意味わからなかったの!?　馬鹿なの!?　私の……私の意図が、伝わらなかったの!?」

「嫌と言うほど伝わったわ!!」

　今度は俺が叫び返した。言葉に怒気を込める俺は珍しいのか、七瀬がびくりと肩を震わせる。しかしここで怯ひるむわけにはいかないと、七瀬が食い下がる。

「なら、どうして……どう考えても高橋くんは、私と離れた方が……良いのに……」

　昨日と同じような事を、七瀬が言う。だがその声色からは、揺らぎが感じられた。

「七瀬」

　小さな両肩に優しく手を添える。二つの大きな瞳が俺を見上げてくる。

「お前は頭がいい。言ってる事は筋が通っていて正しいし、いつも正論だ。ムカつくほどにな。だが、致命的な欠点がある」

「何よ、欠点って……」

「お前は、感情をわかっていない」

「かん、じょう？」

「そう、感情だ」

　七瀬が怪け訝げんそうに眉を寄せる。ふるふると、頭を揺らす。

「わかんないわよ……なんなのよ、感情って……」

「好きだ」

　今度は言えた。

「俺は、七瀬が好きだ」

　自分の気持ちを、ちゃんと言えた。思えば、解決策はシンプルだったのだ。

　己の人生を懸けて七瀬に寄り添うという覚悟を持てばいい話だった。

　ただ単純だが、簡単に固まる覚悟ではなかった。

　しかし今、七瀬に対する想おもいを自覚して、口に出して、伝えて。

　昨日の夜、グダグダ考えた末に結論が出なかった覚悟は、しっかりと固まっていた。

「な……に……言って……」

　意味がわからないと固まる七瀬に、俺は続ける。

「理屈で考えれば、俺と七瀬は離れる方が合理的かもしれない。でもそれ以上に、俺が嫌なんだよ。七瀬のことが好きな俺の感情が、どんなデメリットがあっても七瀬と離れることだけは嫌だって、これからもずっと一緒にいたいって、言ってるんだ」

　自分の思った以上に言葉がすらすらと出てきた。今まで胸底に押し込まれていた想いが溢あふれ出すように、七瀬に対する言葉が止まらなかった。

「し、信じられないっ……」

　七瀬が身を捩よじって、俺の手を振り解ほどいた。

「そんなの、その場凌しのぎで言っているようにしか……」

　小さな頭が左右に揺れる。強い拒絶を灯ともした瞳の中から、微かすかに揺らぐ怯おびえの色を感じ取った。ああ、そうか。七瀬はきっと、怖いのだ。元々、人とろくに関わって来なかった上に、父親には最初から放置され、母親にもひどい裏切られ方をしてきた。

　愛だとか信頼だとか絆きずなだとか、そういった繫つながりに強い拒否反応があるのだ。たった数日一緒にいたくらいの関係値で好きとか言われても、受け入れ難がたいのだろう。

　だとしたら、余計に引くわけにはいかない。反抗的な目を向けてくる七瀬に言う。

「この広い日本の中から七瀬を見つけ出した。それが、俺が七瀬を好きという何よりの証明じゃないのか？」

　好きだから、ずっと見ていたから、七瀬がどこにいるかわかった。

　俺の言葉には理屈が通っていた。

「それ、は……」

　七瀬が息を吞のんだ。理屈が通っているからこそ、返答の言葉を失ってしまったのだろう。

　表情から拒絶と怯えが薄まって、代わりに動揺が広がっていく。

　どうすればいいのか、七瀬自身、わからなくなっているのだ。

　俺はわかった。やることはシンプルだ。俺の想いが、好きという感情が、七瀬に伝わればいい。俺の一番の得意分野だ。大丈夫、これは今まで何度もやってきた。

　そこからは早かった。秘めていた想いは抑え切れないほどの激情となり、全身にエネルギーが満ち溢れる。俺はもう一度、七瀬の両肩を摑つかんだ。

「いいか、よく聞けよ」

　腹の底まで空気を吸い込んで、ありったけの感情を言葉に込めて。

　俺は叫んだ。

　砂浜から湖上に浮かぶ巨大鳥居を越えて、夕暮れに染まる西の空を渡って、世界中に向けて叫んだ。




「高橋翔はぁ、七瀬涼帆のことがぁ、大好きだあ────────っ!!」




　俺がどれだけ七瀬のことが好きなのか、全世界に知らしめてやりたかった。

　地球に住まう何十億という人々の中でどれだけ自分が劣っていたとしても、この想いだけは世界中の誰にも負けない。負けないくらいの想いを込めて叫んだ。

　理屈ではなく感情で『好き』を伝えた。

　それは、今の七瀬にとって、俺の本気が最も伝わりやすい告白だった。

「…………あ……え……？」

　動揺一色に染まった瞳が行き先を失ったように泳いでいる。新雪のように白かった顔が、夕焼け色よりも赤く染まった。七瀬も理屈ではなく、感情で『わかった』ようだった。

「俺の気持ちが信じられないと言うのなら……」

　若干枯れてしまった声、だが目には強い意思を灯して、俺は提案する。

「もうしばらく、一緒に旅を続けて欲しい。絶対に、信じさせるから」

　それから、間があった。地平線に太陽が完全に沈んで、公園を照らす明かりだけが俺たちを照らしている。やがてゆっくりと、七瀬が口を開いた。

「ご両親の事は、どうするの？　たくさん心配、してると思う……」

「親にはちゃんと話すよ。時間はかかるだろうけど、ちゃんと説得する」

「……お金はどうするの？　いつまで持つか……」

「俺が稼ぐよ。意外と儲もうかるんだぜ、ヨーチューブ」

「捜索届けとか出されたら……」

「その時はその時だ。でも、どうなったとしても、七瀬さえいてくれたらそれでいい」

　七瀬を真まっ直すぐ見つめて、全ての懸け念ねんを言葉で打ち消す。

「俺は七瀬が必要なんだ、この世界で何よりも」

　また、間があった。ざざーんざざーんと、波の音が鼓膜を震わせる。

　くすっと、小さく笑う声。俺が惚ほれた呆あきれ顔で七瀬が言う。

「バカとは思っていたけど、ここまでとは思っていなかったわ」

「なっ、その言い草はないだろ!?」

　一世一代の大告白だったのに！

「バカとしか言いようがないわよ。本当にバカ、バカの極みのバカ」

「ひどい言われようだ」

　ぽかっ。七瀬が俺の胸に拳を打ちつけた。

　今まで何度か受けた力一杯のグーパンではなく、ドアをノックするような加減。

「ばか……」

　ぽか、ぽか。七瀬の拳が力無く俺の胸を打つ。

　七瀬の瞳から、ぽろぽろと大粒の涙が零こぼれ落ちていた。

「本当に、ばか……なんだから」

　潤んだ声。くしゃりと、七瀬の表情が歪ゆがむ。

　そこから先は言葉にならなかった。七瀬が、俺に縋すがるように抱きついてきた。

　それから、堰せきを切ったように泣き始めた。初めて目にする、七瀬の慟どう哭こく。

　感情を爆発させて赤ん坊のように泣きじゃくる七瀬の背中に優しく両腕を回す。

　俺は何も言わず、その小さな背中を優しく撫なでた。

　七瀬の感触を感じる。体温を感じる。匂いを感じる。

　太ふと腿ももより下は湖水で冷たいが、七瀬を抱き締める胸の中は温かい。

　七瀬は確かに、俺の腕の中で生きている。その事実に、胸がいっぱいになった。

　瞳の奥が熱くなる、目を瞑つぶって堪こらえた。代わりに、心の底から思った。

　──本当に良かった、と。

　七瀬が泣き止やむまでずっと、俺はその小さな身体からだを抱き締め続けた。




　　　　◇◇◇




　午後６時過ぎ。俺と七瀬は、肩を並べて砂浜に腰を下ろしている。
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　ライトアップされた巨大な鳥居を、なんとなしに眺めている。

　泣き止んで、落ち着いた七瀬を引き連れ陸に上がったら、流れでそうなった。

　陽もすっかり沈み、月明かりと海浜公園を照らす街灯だけがあたりを照らしている。

　もう少し俺と旅を続けて欲しい、という希望に対する七瀬の回答は、こうして俺と肩を並べている事でわかるだろう。

「七瀬さん、寒いっす」

「私も同じよ」

　短時間とはいえ、太腿から下を水に浸つけていたため非常に寒い。ひとまず温かいところに移動した方が良いんじゃないかという、俺の遠回しな提案は受理されなかったようだ。

　何か、話したいことがあるのだろうと察する。

「……ごめんなさい」

　察した途端、七瀬が言った。

「何に対する謝罪だ？」

「たくさん、迷惑をかけたみたいで」

「ああ、なるほど……別に、気にするなって」

　言うと、七瀬が俺の手に触れた。

「こんなに傷だらけになって……」

　憂いの色が浮かぶ七瀬の瞳を見て、自分が思った以上にボロボロな事に気づく。すでに固まっているが、何回か転んだせいで掌てのひらからは出血。膝のあたりもズボンが破けていた。

「唇も切れてるわ……」

「ああ、これは自分でぶん殴った」

「は、はあ？　どういうこと？」

「長─い経緯があるんだよ」

「経緯って？」

「……思い出すのも恥ずかしいからまたの機会で」

「何があったのよ」

「色々とな」

　複雑な表情をする七瀬に、笑って誤魔化す。

　ぶっちゃけると、さっきは余裕だったぜ感を出してたが、必死に探したし、たくさん走ったし、何度も諦めそうになった。だけどそれは、別に言わなくていい事だ。

　こうして生きてくれているだけで……俺は十分なんだから。

　未いまだに申し訳なさそうに目を伏せる七瀬の頭に手を載せる。そのまま撫でてみても、七瀬はされるがままだった。少しは、いや、結構気を許してくれているみたいだ。

「……ありがとう、高橋くん」

　しばらく間があってから、七瀬が言った。

「それは何に対するお礼だ？」

　しばし逡しゅん巡じゅんしてから、七瀬が口を開く。

「さっき、高橋くんが駆けつけて来てくれる前……溺れ死のうと湖の中を歩いている時、思ったの」

　東京と違い星が見える夜空を見上げて、七瀬は絞り出すように言った。

「死にたくない、って」

　それは、俺がずっと聞きたかった言葉だった。

「今回の旅は、案外……いいえ、とても、楽しかった。間違いなく、私の人生の中で、一番楽しかった。熱海も、浜松も、行って良かった。月乃さんと出会えて良かったし、篠田さんとも出会えて良かった。そして何より……高橋くんと、一緒に旅ができて良かった」

　一息ついて。

「高橋くん」

　七瀬がこちらを向き、微ほほ笑えみを浮かべて言った。




「ありがとう、私を旅に連れ出してくれて。お陰で、もっと生きたいと思えたわ」




　その言葉を聞けて。その笑顔を見れて。どれだけ嬉うれしかったか。

　油断すると目尻から熱いものが溢あふれてしまいそうになる。

「どういたしまして……俺も、七瀬と旅ができて良かったよ」

　本当に良かったと、心から思う。

　再びぽんぽんと七瀬の頭を撫でて、そのまま手を七瀬の手の甲に重ねた。

　温度がしっかりと掌を通じて伝わってくる。確かな生の証明に俺は安あん堵どした。

「じゃ、じゃあ、そろそろ行きましょうか」

　心なしか裏返った声と共に七瀬が立ち上がる。

「これから予定とかあったっけ？」

　三さん途ずの川ワクワク遊覧ツアーはキャンセルしたはずだが。

「とってもお高い鰻うなぎ、ご馳ち走そうしてくれるんでしょう？」

　にこりと、七瀬が小悪魔めいた笑顔で言う。

「い、良い店に連れて行くとは言ったけど奢おごるとは言ってない！」

　冷静に考えると、今日は金に糸目をつけず動き回ったせいでかなりの額を消費している。まだ蓄えはあるが、お金も無限に湧いてくるわけじゃないから考えて使わないと……。

「さっきは俺が稼ぐとか自信満々に言ってた癖に、小さい男ね」

「特上でも特特上でもなんでも食うがいい！」

　小さい男呼ばわりは看過できん！

「ふふっ」

　七瀬が口に手を当てて笑う。

「ほんと、草生えるわ」

　飾り気のない自然な笑顔と、この旅で覚えたネットスラングに、俺は息を吞んでしまうのだった。




　　　　◇◇◇




「そういえば、告白の返事を聞いてないな？」

　浜名湖の畔ほとりにある鰻の名店。

　身がふっくらと詰まった鰻の蒲かば焼やきに舌した鼓つづみを打っている時、ふと思い出して俺は言った。

「い、今それを蒸し返す気？」

　対面で鰻重うなじゅう（特上）を幸せそうに召し上がっていた七瀬が、むせ気味に返す。

「当たり前だろ。こちとら１年分の勇気を振り絞って告白したんだぞ」

「なかなかにリアルな年数ね」

「で、どうなんだ？」

　真面目なトーンで尋ねる。七瀬はしばらく、悩ましそうに天を仰いだり、髪を弄いじったりしていたが、終しまいには顔を真っ赤にして俯うつむいてしまった。なんだこの可か愛わいい生き物は。

「……足りない」

「え？」

「判断材料が全然足りないのっ」

　七瀬にしては珍しく、動揺混じりの大ボリュームで言う。店員のおばちゃんが何事かとこちらをチラ見してきたので、ぎこちない愛あい想そ笑わらいを返して誤魔化した。

「そもそも私たち、まともに話すようになったのたった５日前よ？　いくら一緒にいるとはいえ、こんな大事な判断を下すには何もかもが足りなすぎるのよ」

「そ、それは……ぐうの音も出ない正論」

　実は、一緒に旅をする前から気になっていました、なんて事を言ってもそれこそ後付けだと思われるだろう。向こうは、学校では俺のことをそこらへんに生えてる雑草くらいにしか思っていなかっただろうしな。

「というわけで、保留よ」

「ぐっ……まあ、妥当っちゃ妥当な結論か……」

「でも、そうね……」

　ぷいっと、七瀬がそっぽを向いて。

「これからも、アプローチ？　って言うの？　そういう感じのことをたくさんしてくれたら……そしたら、私の心がいい感じに変わるかもしれない、わよ？」

　いじらしく言うその様は、俺の鼓動を高鳴らせるには十分な威力だった。

「ま、まあ、脈は無いわけではなさそうで安心したよ」

　これから時間はたっぷりあるんだし。

　色々な場所を巡る中で、少しずつ距離を縮めていこう……ってあれ？

　気のせいだろうか？　七瀬の耳が、すんごく赤いような……。

「ほら、早く食べないと冷めてしまうわよ、高橋くん」

　その時、七瀬の催促に一抹の引っ掛かりを覚えた。

「どうしたの？」

「いや……まだ〝高橋くん〟なんだなって」

　七瀬が目を丸くする。

「名前で呼んで欲しいの？」

　頷うなずく。

「どうして？」

「それはまあ、名前呼びの方が距離が縮まった感がだな……」

　言葉にすると気恥ずかしくてモニョモニョ言ってる途中でハッとした。

「俺、わかったかもしれない」

「何が？」

　七瀬が首を傾かしげる。

「七瀬が、人のことを『貴方あなた』とか苗字とかで呼んでる理由」

「へえ」

　続けなさいと、目で促される。

「奏さんが言っていた。呼称はその人との絆きずなの深さを表すものだって」

　相手が自分にとってどのくらい大きな存在かで、呼称は変わる。

「七瀬は、人と絆を深めるのが怖かったんじゃないか？　深めてから、裏切られた時の痛みを知っているから。それだったら、最初から深めない方がいい、みたいな」

　昨日の七瀬の独白で、母親に対する呼称が『母』と『お母さん』で揺れていた。

　多分最初は『お母さん』と、年相応の少女のように呼んでいたのだろう。

「仮にそうだとしたら、どうするの？」

　どこか試すように尋ねてきた七瀬に、俺は堂々と返す。

「俺は絶対に七瀬を裏切らないよ」

　息を吞のむ気配。七瀬の澄んだ瞳が大きく見開かれたかと思うと、ぷいっとそっぽを向いてしまう……あれ、また耳が赤い。

「……その不意打ちは意図的？」

「俺は本心を言っただけだけど」

「…………なんでもないわ」

　よくわからないが、なんでちょっと不機嫌なんだろう。

「それで……どうなんだ？」

「検討はしておくわ」

「政治家かよ」

「私にとっては重要項目の一つなの」

「ということは、あながち仮説は間違っていないという事だな」

「どの因果同士を繫つなげたらその結論に至るのか、理解に苦しむわね」

　こほんと咳せき払ばらいをした後、七瀬が逡巡する素振りを見せて言う。

「………………翔くん」

　ごふっ。

「突然きたな……」

「私なりのお返しよ。感謝しなさい」

「そうかい」

　早口で言う七瀬を見て、微笑ましい気持ちになる。同時に胸のあたりが温かくなった。

　好きな人に名前で呼んでもらうのは、こんなにも嬉しい事なのか。

「ありがとう、涼帆」

　ぽかっ。七瀬が身を乗り出して、軽いゲンコツをお見舞してきた。

「私の名前は呼んでいいと許可した覚えはない」

「いや理不尽か！」

　突っ込むと、涼帆がくすりと笑う。

　その笑顔を見て、冷めた鰻とは対照的に、俺の顔は熱くなってしまうのだった。










エピローグ




　午後９時。荷物を手に、俺たちは弁天島駅に戻ってきた。

　今夜中に、新たなる目的地に向かうために。

「どこか行きたいところ、ある？」

　お馴な染じみの問いを七なな瀬せに投げかける。

「そうね……」

　顎に手を当てて黙考する涼り帆ほを見て、俺も思考を巡らせる。

　思い返すと、涼帆はこの問いに対しこれまで天国、地獄、あの世、冥土と返していた。

　どこか死を意識している涼帆なりのブラックジョークだろう。いつしかお決まりのパターンと化していて、どんな大喜利返しが来るかと楽しみにしている自分がいた。

　予測してみる。冥土と来たら、次は冥府とか？　それとも……。

「名古屋とかどうかしら？　位置的にも隣だし。あと、味み噌そカツを食べてみたいわ」

　予想外だった。どうやら涼帆の中で、大喜利ブームが去ってしまったようだ。

「……いや、違うな」

「何がよ」

　怪け訝げんな顔をする涼帆を見て思う。この変化こそ、彼女の心境の変化なんだろうと。

　死ではなく、生の方向に意識が向いた証拠だと思った。

　うん、きっとそうだ。そうに違いない。

「な、何笑ってるのよ」

「いいや、なんでも」

　涙が溢あふれそうになるのを誤魔化すように笑う。俺はぽんぽんと、涼帆の頭を撫なでた。

　涼帆は満更でもなさそうだった。梳すき心地の良い黒髪に指を通しながら、思う。

　これからどんな旅路が待ち受けているのか、想像もつかない。解決していない問題も山積みだ。両親のこと、学校のこと、お金のこと、そして、涼帆自身のこと。

　不安がないかと言えば、噓うそになる。だけどただ一つ、わかっている事がある。

　涼帆と一緒なら、この旅はきっと楽しい。

　それだけは覆くつがえしようのない事実だと、自信を持って言える。

「いつまで撫でてるのよ」

「ああ、ごめん」

　ぱっと手を離す。下ろしたその手を、涼帆が控えめに取った。驚いて涼帆を見る。

　そこにはいつか見た冷たい笑顔ではなく、澄み渡る青空のような笑顔があった。

「それで、どうなの？」

　尋ねてくる涼帆に、俺も笑顔を向けて言った。

「いいね、名古屋。楽しみだ」





了



[image: ]











あとがき






　あれは、本作の刊行２ヶ月前の事。僕が「マンションのベランダから物もの憂うげに夜景を

　眺める殺し屋ごっこ」に勤いそしんでいると、担当のＳさんからラブコールが来ました。

　担当Ｓ「青あお季きさん、あとがきを書いてください」

　殺し屋ぼく「……依頼は、２ページか？」

　担当Ｓ「……？　よくわかりませんが、５ページほど書いてくれるとありがたいです」

　殺し屋ぼく「ふっ、お安い御用だ。その程度の依頼なら明日には完了………………………………５ページィィッッ!?　そんな書くことねえｙ（グシャァッ←謎の効果音）………………ごめんなさいなんでもありません書きます。本編とは別に好き放題書ける場を５ページも頂けるなんてありがたい限りですね、へへっ」

　誠心誠意、あとがき５ページ書かせていただきたく存じます。ええ、存じますとも。

　決して、通話口から聞こえてきたリンゴを捻ひねり潰すような効果音に屈したわけではありません。ありませんとも。担当さん、前世はアサシンだったりしませんよね？

　茶番は？このくらいにして、こんちゃす！　青季ふゆです！

　はじめましての方も、お久しぶりの方も、こうしてお会いすることができて嬉うれしい限りです。茶番でも記載した通り、この度５ページもボリュームを頂いたのでいつも以上に気合いとニンニクをマシマシで臨みたいと思います。

　あとがきから読む派の方はごめんなさい。５ページとなると「青季ふゆが作る世界一美味おいしい麻婆マーボー豆どう腐ふのレシピ♪」みたいなしょーもない情報を羅列しない限り埋められないため、どうしても作品内容に触れてしまう事になりそうです。がっつりネタバレも含んでしまう事が予想されるため、まだ本文を未読の方はご留意いただけますと幸いです。

　とはいえ、何を書きましょうか（オイ）。せっかくの旅モノなので、『取材に行って良かった場所ＴＯＰ３』の発表でもしましょう！

　本文を読了済みの方はご存じの通り、本作では実在する都市名や施設名、路線名などをこれでもかと出しまくっており、全ての場所を事前に取材しております。

　前提として、今回モデルとなった場所は漏れなく最高でしたし、できる事なら全て発表したいところではあるのですが、そうなると流石さすがに５ページと言えど語り尽くせないボリュームになってしまうので、厳選した３スポットを紹介できればと思います！

　＊なお、取材は感染症対策をしっかり行い、ソーシャルディスタンス遵守のためひとりで行きました（決して一緒に行く友達がいなかった訳じゃ無いんだからねっ、ぐすん）。

　＊また、今回出てきたスポットですが、営業時間や実際の仕様など、物語の都合に合わせて改変している部分がちょくちょくあるので、聖地巡礼の際には事前のサーチをお願いできればと思います。それでは行ってみましょう！




・第３位　さわやかのハンバーグ

　静岡県以外には存在しない絶品ハンバーグとネットでは度々話題になっていることもあり、富ふ士じ山さんくらいハードルを上げて行ったのですが、エベレスト級のジャンプ力で期待を飛び越えてきました。めちゃ美味うまかった！　隣の席でカップルがあーんし合ってるのを見て心がダークサイドに落ちかけましたが、美味しいハンバーグのおかげで助かりました。

　静岡に訪れた際には是非食べて欲しい逸品です！




・第２位　熱海あたみの温泉

　熱海駅から少し離れた海沿いのオーシャンスパが最高のなんの！　露ろ天てん風ぶ呂ろは立ち湯になっていて、そこから眺める相模さがみ湾わんは絶景という他ありませんでした。

　まさに、作中の翔かけるくんのような気持ちになっていましたね。抱き合って眠るカップルを休憩スペースで見かけて発狂しそうになったのも良い思い出です。




・第１位　天てん上じょう山やま展望台

　展望台から富士山を目にした瞬間、「表紙はここしかない！」と確信しました。その時の僕の心境は本文で翔くんが代弁してくれたのでそちらを参照いただければと思うのですが、とにかく死ぬまでに一度は訪れる場所だと思います。是非恋人と一緒に富士山を眺めつつ、ハート型の鐘をリンゴーン♪　と鳴らしましょうね。僕は一人で鳴らしてみたのですが、心がちーん♪　と音を当てて砕け散ったので、来世から頑張ろうと思います。




　いかがだったでしょうか？　こうして思い返しながら書いてみると、やっぱり旅は良いなあとしみじみ思います。ちょうど１年前の秋頃、某流行病の影響で家に引きこもりがちだったためか、僕はたとえようのない閉塞感と息苦しさを感じていました。行き場のないモヤモヤをなんとかして拭えないものかと、グーグルアースで移動しながら理想の美少女と日本中を旅する妄想をしていた時、この企画を思いつきました。今このあとがきを読んでいる読者の皆さんの中には、修学旅行が無くなった、卒業旅行に行けなくなったなど、本来あり得たはずのかけがえのない旅の時間が消えてしまい悔しい思いをした方もいると思います。そんな方々に、本作を通じて少しでも旅の楽しさを感じていただけたなら、僕としては嬉しい限りですし、書いて良かったなあと思うばかりです。

　お、気がつくとページ数も残りわずかですね。案外なんとかなるものだ。

　それでは謝辞を。担当Ｓさん、今回も僕のわがままにとことん付き合ってくださりありがとうございました。控えめに言って相性最高です。

　イラストレーターのいちかわはるさん、溢あふれんばかりの表現力でキャラクターたちに命を吹き込んでいただき感激しかありません。表紙を頂いたとき、思わず涙が溢れてしまったのはここだけの秘密にしておいてください。

　本作を執筆するにあたって惜しみないアドバイスをくださったＫさん、Ｈさんをはじめとする友人たち、七なな瀬せ涼り帆ほというヒロインを生み出すにあたって快く取材に応じてくれたＲさん、定期的に生存確認の電話をくれる両親、Ｗｅｂ版で惜しみない応援をくださった読者の皆様、本書の出版にあたって関わってくださった全ての皆様に感謝を。

　本当に本当にありがとうございました！

　さて、最後に皆様にお願いがございます。

　本作を読んでみての感想やレビューをＳＮＳに投稿したり、クラスのお友達や恋人や息子や孫に布教したりして、是非応援をお願いいたします！　そしたら、ツンデレの富ふ士じ見みファンタジアちゃんが「しょうがないわねえ……」とデレてくれると思います。

　するとどうなるか？　２巻、３巻と物語が続いて読者の皆さんが住む街に翔と涼帆が訪れる可能性が高くなります！　自分の知ってる場所がラノベの舞台になるって最高じゃありませんか!?　皆さんの力で、日本全国を聖地にしてしまいましょう！

　ちなみに僕は是非とも二人を地元である高知で旅させたいです！（迫真）

「高知出身です！」と言うと高確率で「坂さか本もと龍りょう馬まとカツオ？」と返ってきますが、ひろめ市場とか四し万まん十と川がわとか桂かつら浜はまとか、面白いスポット目白押しなんですよ！（迫真×２）

　ほかにも高知の魅力としては（ページ数の関係で割愛）

　さてさて、地元アピールも完了したところでそろそろ「マンションのベランダから物憂げに夜景を眺める殺し屋ごっこ」に戻るとします。

　それではまた、２巻で皆様とお会いできる事を祈って。ばいちゃ！


青季 ふゆ
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